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ご注意

保証について

Hewlett-Packard 社は、 この文書に関して市場性および特殊目的への適合性の暗黙の保証を含む 一切の保証を行

わないものと します。
Hewlett-Packard 社は、 この文書内の欠陥に対して、 およ  びこの文書の提供、 実行、 または使用に関連する直接

損害、 間接損害、 実損害、 偶発損害、 およ  び結果損害に対して責任を負わないものと します。

当社の事前の書面による承諾なく、 本書のコピー、 改変、 または別の言語への翻訳を行う こ とは 禁じられていま

す。

この情報は予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

Restricted Rights Legend

Confidential computer software.Valid license from HP required for possession, use or copying.Consistent with 
FAR 12.211 and 12.212, Commercial Computer Software, Computer Software Documentation, and Technical 
Data for Commercial Items are licensed to the U.S. Government under vendor's standard commercial license.

著作権について

© Copyright 1998 - 2008 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Acrobat®、 Adobe®、 PostScript® は、 Adobe Systems Incorporated の商標です。

Intel®、 Itanium®、 および Pentium® は、 Intel Corporation またはその子会社の米国およびその他の国に おけ

る商標または登録商標です。

Java™ は、 米国における  Sun Microsystems, Inc. の商標です。

Microsoft®、 Windows®、 および Windows NT® は、 米国における  Microsoft Corporation の登録商標です。

Oracle® は、 Oracle Corporation ( 所在地 : 米国カ リ フォルニア州レッ ド ウ ッ ド市 ) の米国内における登録商標で

す。

UNIX® は、 The Open Group の登録商標です。
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ドキュ メン トの更新情報

このマニュアルの表紙には、 以下の識別情報が記載されています。

• ソフ ト ウェア バージ ョ ン番号 : ソフ ト ウェアのバージ ョ ンを示します。

• ドキュ メ ン ト  リ リース : このマニュアルの改訂日。 改訂のたびに更新されます。

• ソフ ト ウェア リ リース : 現バージ ョ ンのソフ ト ウェアの リ リース日付。

最新アップデートの有無や、 ご使用中のドキュ メン トが最新版かど うかを確認するには、 次の Web サイ ト をご

利用ください。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals 

製品のサポート  サービスに登録済みのお客様は、 この Web サイ トで製品のアップデート版や新バージ ョ ンも入

手いただけます。 詳細は、 最寄りの HP の営業所までお問い合わせください。
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サポート

次の HP ソフ ト ウェア サポート  オンライン Web サイ ト を参照して ください。

http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

HP ソフ ト ウェア サポート  オンラインには、 効率的に利用できる対話型の技術サポート  ツールがあ り ます。 サ

ポート登録済みのお客様は、 このサイ トで次のツールをご利用になれます。

• 興味がある技術ドキュ メン トの検索

• サポート  ケースの登録と ト ラ ッキング、 およびエンハンス メン ト要求

• サポート契約の管理

• 利用可能なサービスについての情報

• その他のソフ ト ウェアのカスタマからのご意見 

• ソフ ト ウェア ト レーニングについての検索および登録

• オンライン フォーラムでの他のお客様との意見交換

 

一部のコンテンツでは HP Passport への登録やサービス契約 ID が必要とな り ます。

アクセス  レベルの詳細は、 次の Web サイ ト を参照して ください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 

HP Passport の詳細は、 次の Web サイ ト を参照して ください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 
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1 はじめに
HP Operations Smart Plug-in for SAP (SPI for SAP) は、 SAP  NetWeaver を HP Operations 
Manager に連携させるソフ ト ウェア パッケージです。 この両者の統合によって、 SAP 
NetWeaver のパフォーマンス情報と リ ソース全体の特性を、 補完的かつ全体的な視点から把握

するこ とが可能になり ます。

この統合によ り、 SAP NetWeaver のパフォーマンス  データ と、 オペレーティング システム、

データベース、およびネッ ト ワークのパフォーマンス  データを、すべて集中管理システム上の 1 
つのツールから相互に関連付けるこ とができます。 SAP NetWeaver のパフォーマンス  データを  
HP Performance Agent や HP Operations エージェン トに統合する と、 分散環境におけるボ ト

ルネッ クの発見と除去が容易になり ます。 さ らには、 システムの最適化やサービス  レベルの監

視も可能になり ます。 SPI for SAP には、 おもに以下のよ うな長所があ り ます。

• SAP NetWeaver 管理対象ノード上の HP Operations エージェン トによる問題の集中管理。

HPOM の集中管理サーバーを使用するこ とによ り、 管理作業の重複を避けるこ とができま

す。

• リ アルタイムのイベン ト情報と設定情報。 この情報にはオンラインでの指示が含まれ、 問題
の速やかな解決に効果を発揮します。

• 強力なモニタ。 潜在的な問題領域を検出し、 システムのイベン ト と  SAP NetWeaver イベン

ト を常時記録します。

• パフォーマンス  データ  コレク タ。 システム スループッ ト を確保し、 パフォーマンスのボ ト

ルネッ クを通知します。

• SAP フロン トエンドへの直接的な状況に応じたアクセス。

• SAP NetWeaver Computing Center Management System (CCMS) の補完。

• パフォーマンス  データの収集、 監視、 およびレポート。

• すべての SAP NetWeaver 管理対象ノードのイベン ト とアクシ ョ ンのレコードを保管する中

央データ  リ ポジ ト リ。

• 定型的な SAP NetWeaver 管理タスクを自動的に実行するユーティ リ ティ。

• SAP サービス検出、 および SAP NetWeaver 環境と  HP Navigator の統合。 SPI には、 管理

対象ノードにインス トールされている  SAP システムのサービス  ビューを自動生成するアプ

リ ケーシ ョ ンが含まれています。

機能と特長

SPI for SAP は、 SAP NetWeaver 管理対象ノード上で HP Operations エージェン ト を使用し

た、 問題の集中管理環境を提供します。 HP Operations の集中管理サーバーを使用するこ とによ

り、 管理作業の重複を回避できます。 SPI for SAP は、 SAP NetWeaver システムを管理するた

めに、 以下の機能を提供します。
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可用性管理

可用性管理は、 SAP NetWeaver 環境で何らかの問題が発生しよ う と している と きに、 それを警

告します。 たとえば、 ディ スクの空きスペースが不足した り、 重要なプロセスが異常終了した
り、 あるいは重要なプロセスが適切なタイ ミ ングで開始しないといった状況です。 SPI for SAP 
と  HPOM が連携して、 このよ うな状況を SAP 管理者に警告します。 アラート  メ ッセージには、

次の情報が含まれています。

• 実行すべき修正アクシ ョ ンに関するアドバイス

• 管理者が開始できる定義済みアクシ ョ ン

• ク リ ティカルな状況が発生した場合の自動アクシ ョ ン  ( 管理者への電子メール メ ッセージの

送付など )

SPI for SAP には、 SAP NetWeaver の可用性の問題を監視する  CCMS とのインタフェースがあ

り ます。 このインタフェースは使いやすく、 CCMS で検出された可用性の問題は、 すべてこの

インタフェースで通知されます。 SPI for SAP は、 SAP システム全体で 70 項目以上の SAP 関連

の問題を監視します。 問題が発生する と、 SPI for SAP は UNIX、 Microsoft Windows、 および 
SAP のさまざまな管理ツールを、 問題解決のために呼び出すこ とができます。

可用性管理の監視対象を次に示します。

• 以下の CCMS アラートの監視

— ABAP/4 データベース  イベン ト

— SAP NetWeaver インスタンスのバッファの問題

— ト レース情報

— サーバー メ ッセージのエンキュー

— SAP NetWeaver の一般的なメ ッセージ

— ローリ ングおよびページング アクティ ビティ

— SAP NetWeaver の内部データベース  イベン ト

— 設定ステータス情報

— syslog メ ッセージ

• syslog の監視

SPI for SAP は、 CCMS syslog アラート を通じて SAP syslog を監視します。

• バッチ ジ ョブの監視

— 中止されたジ ョブ

— 長時間実行されているジ ョブ

— 起動に失敗したジ ョブ

• プロセスの監視

インスタンスに関するすべてのプロセスおよび状態の監視

• ファ イルの監視

SAP 関連の外部ファイル ( ログ ファ イル、 ト レース  ファ イル ) の監視

• SAP NetWeaver のステータス と イベン ト

SPI ABAP モジュールを介した SAP のステータスおよびイベン トの監視。 対象となるス

テータス と イベン トは次のとおりです。

— システム オペレーティング モードの変更

— SAP のロッ ク
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— ABAP/4 のダンプ

— ワークプロセスの可用性

— ワークプロセス  モード  (debug、 private、 no restart)

— システム変更オプシ ョ ン

— TemSe の一貫性

— ALE の監視

— RFC 宛先の監視

— Solution Manager の統合

– CCMS アラートのサテライ ト  システムからの読み取り

– CCMS への HPOM メ ッセージの書き込み

– Solution Manager プロセスへのアラートの割り当てと  HPOM を使用したアラート

の監視

ビジネスの観点からの管理

HP Service Navigator を使用する と、 メ ッセージを ト リ ガーするイベン トの影響をグラフ ィカ

ルなブラウザに表示できるため、 低レベル コンポーネン トの不具合またはパフォーマンス劣化

が業務に与える影響をただちに認識できます。

HP Service Navigator を使用する と、 簡単なポイン ト  & ク リ ッ ク操作で障害のあるコンポーネ

ン トに移動してサービス障害の根本原因を速やかに特定し、 よ り詳しい診断を行って、 問題解決
の方法を探るこ とができます。

SPI for SAP はサービス検出も実行し、 サービスの観点から  SAP NetWeaver 環境を表したサー

ビス  ビューを自動生成できます。 サービス  ビューのコンポーネン トは、 SAP イベン トの業務へ

の影響度を示すラインオブビジネス  ビューの構築単位と して使用できます。

パフォーマンス管理

パフォーマンス管理は、 SAP NetWeaver 環境内でエンドユーザーの生産性に影響を与える可能

性があるパフォーマンス低下が発生したと きに、 それを通知する機能です。 SPI for SAP のメ ト

リ ッ ク  アナライザ / ビューアが、 そのよ うな状況を SAP 管理者に通知します。

これによ り  SAP のパフォーマンス情報とシステム リ ソースの全般的な特性を、 補完的かつ全体

的な視点から把握できるよ うにな り ます。 また、 完全に統合された HP Operations 製品によっ

て、 SAP パフォーマンス  メ ト リ ッ ク と、 他のさまざまなパフォーマンス  データ  ( オペレーティ

ング システム、 データベース、 ネッ ト ワークのメ ト リ ッ クなど ) を相互に関連付けるこ とができ

ます。

これによ り分散環境内のボ トルネッ クを検出し、 除去できます。 さ らに、 統合を通じてシステム
の最適化とサービスレベルの監視が可能にな り、 ユーザーの生産性が向上する と と もに、 最大限
の投資対効果が得られます。

SPI for SAP は、 次の SAP および NetWeaver のメ ト リ ッ クを監視します。

• ワークプロセスの番号、 タイプ、 およびステータス

• ジ ョブの統計情報および状態

• エンドツーエンドの ト ランザクシ ョ ン時間

• スプール ジ ョブおよび印刷ジ ョブ

• ワーク ロード統計
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• バッファの統計

• メモ リ  パフォーマンス  インジケータ

• ログインしているユーザー

• ドキュ メ ン トのボ リ ューム

• SAP Internet Communication Manager (ICM) のステータスおよびパフォーマンス

SPI for SAP によるリモート監視

SPI for SAP では、 リモート  SAP サーバー上の SAP のステータスを監視できます。 この リモー

ト  SAP サーバーは、 HPOM の管理対象ノードではなくても、 SPI for SAP がインス トールされ

ていなくてもかまいません。 リモート監視は、 SPI for SAP ソフ ト ウェアがインス トールされ、

正しい設定で動作している  HPOM 管理対象ノードから設定し、 実行します。

SPI for SAP のリモート監視機能は、 SPI for SAP でサポート されていない環境内で動作してい

る  SAP システムの監視にも使用できます。

リモート  サーバーの場合も通常 ( ローカル ) の管理対象ノード と同様、 モニタ設定ファイルの末

尾にあるアラート  ク ラスのセクシ ョ ンで、 モニタのインスタンスを特定のホス ト、 SAP インス

タンス、 またはプロセスに関連付けるこ とができます。

ITS の監視

SPI for SAP には SAP ITS (Internet Transaction Server) 専用のモニタが含まれており、 これを

使用して次の各領域のチェッ クおよびレポート を行う こ とができます。

• ステータス と可用性

AGate、 WGate、 Web Server を含む ITS サーバーのさまざまなコンポーネン トの可用性の

チェ ッ ク。

• マルチインスタンス環境

複数の ITS インスタンスや複雑な負荷共有における  ITS コンポーネン ト間の通信問題の特

定。

収集したデータを HP Reporter で使用すれば、 障害や一般的な可用性の問題を調査するための

資料が得られます。

SAP Web AS Java (J2EE) の監視

複雑な SAP NetWeaver 環境がずっと継続して使用できるこ とを保証するためには、 Web AS 
ABAP および新しい Web AS Java の両方を監視できるこ とが不可欠です。 SPI for SAP は、 一

方で、 あらかじめ定義された ABAP Web AS の監視ポ リシーを提供し、 また一方で、 Web AS 
Java の管理用の新機能を提供するこ とによ り、 この役割を完璧に果たします。 また、 SPI for 
SAP で CCMS アラート  モニタ  r3monal の監視範囲を SAP Web Application Server Java 
(WebAS Java) の肝要な部分である  SAP J2EE Engine にまで拡張できるよ うにな り ました。

リモート  ホス トは HPOM 管理対象ノードでな くてもかまいませんが、 HPOM 登録ノードには 
( たとえば メ ッセージ対象ノード と して ) 含まれ、 かつ適切なノード  グループに属している必要

があ り ます。 このノードから着信する  SPI for SAP メ ッセージが、 メ ッセージ ブラウザに表示

されるよ うに、 HPOM ユーザーの担当範囲マ ト リ ッ クスを設定して ください。 リモート  ホス ト

を HPOM 登録ノードに追加しないと、 HPOM はリモート  ホス トに関連付けられているホス ト

名を解決できないため、 リモート  ホス トからのメ ッセージはいっさい [ メ ッセージ ブラウザ ] 
ウ ィンド ウに表示されません。
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スタンドアロンのエンキュー サーバーの監視

エンキュー サーバーは、 SAP システムにログイン中のユーザーが使用しているロ ッ クの情報を

管理します。 ロ ッ ク関連の情報は、 メ イン メモ リのロ ッ ク  テーブル内に保存されます。 エン

キュー サーバーを実行中のホス トに障害が発生する と、 ロ ッ ク  データが失われ、 エンキュー 
サーバーを再起動しても回復できません。 高可用性環境では、 スタンドアロン  エンキュー サー

バーを設定するだけでなく、 別のホス トでエンキューレプリ ケーシ ョ ン  サーバーを実行するよ

うに設定する と、 このよ うな問題を回避できます。

SPI for SAP を使用する と、 高可用性 WebAS 環境で設定されたスタンドアロン エンキュー サー

バーによって生成された警告を監視できます。 WebAS 内のスタンドアロンのエンキュー サー

バーの監視用の r3monal の設定についての詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP シ
ステム管理リ ファレンス  ガイ ド』 を参照して ください。

セキュリテ ィの監視

ERP 環境の可用性および円滑な運用は、 システムを攻撃の可能性から常時プロアクティブに保

護し続けるためにしばしば貴重な時間と資金を投じている多数の企業にとって、 重大な関心事で
す。

課題になるのは、 セキュ リ ティ関連イベン ト を 24 時間体制で常時、 監視するこ とだけではあ り

ません。 セキュアでないシステム設定を特定したり、 重要なシステムへの不正アクセスの試みを
調べたり、 システム設定に対するあらゆる変更の試みをチェッ クするこ と も必要です。 SPI for 
SAP の CCMS アラート  モニタ  (r3monal) の機能は、 SAP セキュ リ テ ィ監査機能を使用して、

SAP サブシステム内のセキュ リ ティ  イベン ト を監視するよ うに拡張するこ とが可能になってい

ます。

また、 セキュ リ ティ  モニタ  (r3monsec) で、 SAP システムのセキュ リ ティのさまざまな側面を監

視するこ と もできます。 たとえば、 ログイン失敗、 アクセス権限、 SAP セキュ リ ティ  パラ メー

タなどです。 r3monsec は、 セキュ リ ティ情報が変更されたり、 デフォル トのパスワードがその

まま使用されていたり、 あるいは承認されていないユーザーが SAP へのアクセスを試みている

状況を検出したと きに、 メ ッセージを送信するよ うに設定できます。

ABAP ディスパッチャの監視

ABAP ディ スパッチャ  モニタ  (r3mondisp) は、 さまざまななタイプの SAP ワークプロセスの

キューを対象に、 そのサイズ、 内容、 およびステータスをチェッ ク し、 キューが SAP システム

のパフォーマンスに悪影響を及ぼしかねないほど一杯になるか、 アイ ドル状態のワークプロセス
の割合が少なくなる とアラート を生成します。 この機能は、 SPI for SAP で監視している  SAP 
システムのパフォーマンスの ト ラブルシューティングに役立ちます。 さ らに、 SAP にログイン

する必要がある  SPI for SAP モニタに対して、 ダイアログ プロセスの リ クエス ト前にディ ス

パッチャ  キューのステータスをチェ ッ クするよ うに要求するこ とで、 SAP システムのパフォー

マンス向上も期待できます。

サービスのレポート

SPI for SAP には、 サービス  レポートの定義済みセッ トが含まれています。 サービス  レポート

とは、 HP Reporter が Crystal Reports のテンプレート を使用して生成する  Web ベースのレ

ポートのこ とです。 サービス  レポートは Web ブラウザで表示できます。

HP Performance Agent から抽出されたデータがレポートに使用されます。 運用中の IT 環境に

関する長期的なデータを相関付けて提示し、 HP Performance Manager が生成する リアルタイ

ム レポート を補完するレポート と して、 ト レンド分析の効果的なツールにな り ます。
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可用性管理とパフォーマンス管理の連携

可用性管理とパフォーマンス管理の両方を使用する と、 パフォーマンス警告を  SAP 管理者に自

動的に転送できます。 警告を受け取った SAP 管理者は、 HP Performance Manager を起動し

て、 パフォーマンスの問題を直接確認できます。 この統合型のアプローチによって、 可用性とパ
フォーマンスの問題を、 迅速で効率的、 かつ一貫性のある方法で管理するこ とが可能になり ま
す。

高可用性環境

SPI for SAP は高可用性環境を完全にサポート しており、 パッケージがどこで実行されているか

に関係なく、 フェイルオーバーの後でさえも、 製品の機能を継続して利用できます。 SPI for 
SAP は、 HPOM 管理サーバー、 高可用性環境で動作するよ うに設定されている  SAP サーバー、

あるいはその両者の組み合わせのいずれにも容易かつ速やかにインス トールして設定でき、 環境
に合った方法で SAP を監視するこ とができます。 高可用性 SAP 環境における  SPI for SAP のイ

ンス トールおよび設定の詳細は、 55 ページの 「高可用性ク ラスタでの SPI for SAP」 を参照して

ください。

HPOM との統合

SPI for SAP の中核となるのは一連のモニタ  ( データ  コレクタ ) です。 これらのモニタは、 SAP 
NetWeaver システムの稼動状態をさまざまな側面から定期的にチェ ッ クするよ うに設計されて

います。 SPI for SAP には次のモニタがあ り ます。

• CCMS Alert

SAP NetWeaver の内部モニタである  CCMS アラート  モニタからの警告を収集します。

• Syslog

SAP NetWeaver の syslog のメ ッセージを CCMS から収集する。

• Jobs

異常な状態 ( 中止されたジ ョブなど ) にある  SAP NetWeaver バッチ ジ ョブを識別します。

• Processes

SAP NetWeaver ワークプロセスおよびデータベース  プロセスの可用性をオペレーティング 
システム レベルで報告します。

• Files

SAP NetWeaver の ト レース  ファ イルおよびログ ファ イルに含まれるエラーを報告します。

• SPI ABAP

SAP NetWeaver 内部で監視タスクを実行するモジュールです。 たとえば、 SAP 処理モ

ジュール、 SAP ダンプ、 ワーク  ( およびその他の ) プロセスの可用性をチェッ ク します。

SPI for SAP モニタは、 設定や分配の面だけでなく、 メ ッセージの受信や問題解決のためのアク

シ ョ ンの実行といった日常的なタスクについても、 完全に HPOM に統合されています。 この項

では以下の ト ピッ クについても説明します。

•  「設定および分配の概要」

•  「メ ッセージおよびアクシ ョ ン」
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設定および分配の概要

設定および分配の目的で、 SPI for SAP モニタは以下の 2 つの点で  HP Operations Manager に
統合されています。

• SPI for SAP メ ッセージ ソース テンプレート  グループ 

• SAP R/3 Admin および SAP R/3 Admin Local アプリ ケーシ ョ ン  グループ。 前者はグ

ローバル設定の、 後者はローカル設定の設定 / 分配アプ リ ケーシ ョ ンを含みます。

グローバル設定の分配は、 以下の手順に従って行います。

1 [SAP R/3 Admin] アプリ ケーシ ョ ン グループ内の適切なアプ リ ケーシ ョ ンを使用して設定

ファイルを編集します。 この設定ファイルには、 複数の SAP NetWeaver サーバー上のシス

テムに一括して適用される定義が含まれます。

2 新し く定義されたグローバル設定は、 [ 設定のインストール ] アプリ ケーシ ョ ンを経由して管

理対象ノードに分配されます。

ローカル設定の分配は、 以下の手順に従って行います。

1 ローカル設定を持つ各ノードを対象に、 設定ファ イルを、 [SAP R/3 Admin Local] アプリ

ケーシ ョ ン グループ内の適切なアプ リ ケーシ ョ ンを使用して編集します。 この設定ファ イル

には、 選択したノードだけに適用される定義が含まれています。 各ローカル設定ファイル
は、 HPOM 管理サーバー上のディ レク ト リに格納されます。 このディ レク ト リには、 設定

ファイルの適用先となる管理対象ノードを反映した名前が付けられます。

2 各ローカル設定は、 SPI for SAP アプリ ケーシ ョ ン [ ローカル設定分配 ] を使用して、 その対

象ノードにコピーされます。

メ ッセージおよびアクシ ョ ン

SPI for SAP モニタによる  SAP NetWeaver システムの日次監視機能は、 HPOM が提供する機能

と完全に統合されています。 

モニタで検出された状況は、 管理対象ノード上の HPOM エージェン トに渡されます。 この状況

が、 メ ッセージ ソース  テンプレート内で定義されている状況と比較され、 合致する状況が管理

サーバーに転送されます。 モニタから着信したメ ッセージは SAP 専用の HPOM メ ッセージ グ
ループに割り当てられ、 , SPI for SAP のインス トール時に HPOM に追加されます。 これらの

メ ッセージ グループによ り、 SAP 関連のメ ッセージに関する作業範囲を、 選択したオペレータ

に容易に割り当てるこ とができます。 

管理サーバーに送信されたメ ッセージは、 HPOM メ ッセージ ブラウザ内に表示されます。 SPI 
for SAP のメ ッセージには、 重要度に応じたメ ッセージの振り分け、 状態の詳細説明と問題解決

へのヒン ト 、 定義済みのオペレータ起動アクシ ョ ンや自動アクシ ョ ンなど、 HPOM のすべての

メ ッセージ機能を使用できます。
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図 1 SAP NetWeaver と  HPOM 間のメ ッセージ フロー

HPOM のメ ッセージ フロー フェーズにおけるイベン トの順序は次のとおりです。

1 いずれかのコレク タの監視対象オブジェク トでイベン ト  ( バッチ ジ ョブの中止など ) が発生

します。

2 管理対象ノード上の HP Operations エージェン トがメ ッセージを受信します。

3 メ ッセージがフ ィルタ と比較されます。 抑制条件に合致する メ ッセージや重複メ ッセージが
抑制されます。 その他のメ ッセージは転送されます。

4 フ ィルタに合致する メ ッセージが HPOM のメ ッセージ形式に変換され、 管理サーバーに転

送されます。

5 アクティブ メ ッセージがデータベースに格納されます。

6 該当する メ ッセージ グループおよび管理対象ノードの担当オペレータのメ ッセージ ブラウ

ザ ウ ィンド ウにメ ッセージが表示されます。

7 メ ッセージを選択できるよ うにな り、 定義されているオペレータ起動アクシ ョ ンがすべて開
始可能にな り ます。 たとえば、 次のオペレータ起動アクシ ョ ンを開始できます。

ジ ョブが中止された場合などに SAP GUI を開くアクシ ョ ン。 関連メ ッセージには、

job-overview ト ランザクシ ョ ンを呼び出して SAP GUI に表示するオペレータ起動アクシ ョ

ンを付加するこ と も可能です。

8 受諾されたメ ッセージは、 アクティブなデータベースから削除され、 履歴データベースに追
加されます。 履歴データベース内のメ ッセージは必要に応じて、 よ り詳しい分析に使用でき
ます。

容易なカスタマイズ

こ こでは、 SAP NetWeaver から  HPOM へのメ ッセージ フローをカスタマイズする方法を、

SAP NetWeaver 環境と  HPOM の両方について次の 2 つの項で説明します。

• 17 ページの 「SAP 側でのカスタマイズ」

• 17 ページの 「HPOM 側でのカスタマイズ」
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SAP 側でのカスタマイズ

• SAP NetWeaver ク ラ イアン ト  グループを有効または無効にして、 それらを  CCMS アラー

ト  モニタで追跡するかど うかを決定します。 この方法については、 『HP Operations Smart 
Plug-in for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 で説明します。

— メ ッセージを有効にする と  CCMS アラートが作成されます。作成されたアラートは SPI 
for SAP CCMS アラート  モニタで識別され、 HPOM 管理サーバーに送信されるよ うに

な り ます。

— メ ッセージが CCMS アラート  モニタで無効になっている場合は、 内部で SAP 
NetWeaver CCMS アラートが生成されません。 したがって、 HPOM メ ッセージも生成

されません。

• アラート  メ ッセージを SAP NetWeaver CCMS アラート  モニタに含めるしきい値を設定し

ます。 この方法については、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレ

ンス  ガイ ド』 で説明します。

• 選択したアラート  メ ッセージが SAP NetWeaver システムのログ ファ イルに記録されるよ

うにセッ ト アップします。 この方法については、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP シ
ステム管理リ ファレンス  ガイ ド』 で説明します。

HPOM 側でのカスタマイズ

• 強力なモニタを使用して、 SAP NetWeaver の分散環境の制御を調整します。 詳細は、 HP 
Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ドを参照して ください。

• フ ィルタを適用して、 表示する メ ッセージのタイプを絞り込みます。 この方法については、
『HP Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 で説明します。

• 運用環境での要件に従ってメ ッセージの重要度を変更します。 この方法については、 『HP 
Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 で説明します。
はじめに 17



18 第 1 章



2 始める前に
この章では、 Smart Plug-in for SAP をインス トールするシステムの適合性を確認するために必

要な情報を示します。 SAP/Performance サブエージェン トのインス トール方法については、

『HP Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 を参照して くださ

い。 

インストールの前提条件

SPI for SAP のインス トール ( またはアップグレード ) を開始する前に、 次の作業が必要です。

• システムが、 次の項で説明している要件を満たしているこ とを確認する。

— 19 ページの 「システム要件」

— 21 ページの 「互換性があるソフ ト ウェア バージ ョ ン」

— 22 ページの 「サポート対象外になったソフ ト ウェアのバージ ョ ン」

• 各 SAP インスタンスについて、 次の点を記録する。

— インス トールされている  SAP のバージ ョ ン

— SAP がセン ト ラル インスタンス とアプ リ ケーシ ョ ン サーバーのどちらにインス トール

されているか

• 監視する全 SAP ク ラ イアン トの リ ス ト を作成し、 各ク ライアン トについて、 次のデータを

リ ス トする。

— SAP アプリ ケーシ ョ ン サーバーのホス ト名

— SAP システムの ID

— SAP インスタンス番号

— SAP ク ラ イアン ト番号

— オペレーティング システムのプラ ッ ト フォーム (UNIX または Microsoft Windows)

この情報は、 SPI for SAP の環境設定ファ イルの作成に使用します。

システム要件

SPI for SAP をインス トール ( またはアップグレード ) する前に、 表 1 に示されている情報を使

用して、 システム ( 管理サーバーと管理対象ノード ) がハードウェア、 オペレーティング システ

ム、 およびディ スク容量の要件を満たしているこ とを確認します。

表 1 に、 管理サーバーと管理対象ノードのディ スク容量の要件を示します。

SPI for SAP の旧バージ ョ ンからアップグレード している場合は、 32 ページの 「SPI for SAP の
アップグレード」 に目を通して ください。 データを退避させ、 既存のカスタマイズ内容が失われ
る可能性を抑制または回避するための方法が説明されています。 たとえば、 設定ファイルやメ ッ
セージ ソース  テンプレートのカスタマイズ内容が対象です。
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表 2 に、 今回のバージ ョ ンの SPI for SAP でサポート される  HPOM for UNIX のバージ ョ ンを

示します。

表 3 に、SPI for SAP でサポート されている  SAP NetWeaver カーネルと  SAP NetWeaver Basis 
バージ ョ ン ( 括弧内に併記 ) の組み合わせ、 および組み合わせの実行に使用すべき  HPOM 管理

対象ノードのプラ ッ ト フォームを示します。 たとえば、 4.6D (4.6C) は、 SAP NetWeaver カーネ

ルのバージ ョ ン 4.6D と  Basis バージ ョ ン 4.6C の組み合わせがサポート されているこ とを示し

ています。 表 3 の 3 番目の列には、 SAP NetWeaver のバージ ョ ン番号の変遷を反映し、 SAP 
NetWeaver Basis の各バージ ョ ンと、 対応する  SAP NetWeaver カーネルのバージ ョ ン ( 括弧内

に併記 ) を示しています。

表 1 ディスク容量の要件

製品 最小ディスク容量

管理サーバー上の SPI for SAP 8.28, 8.29, 8.30 1.4 GB a

a. インス トールに 300 MB 、 設定に 600 MB、 最初のインス トール後の展開に 200 MB 必要

です。

管理対象ノード上の SPI for SAP 約 40 MB。b 管理対象

ノードに必要なディ
スク容量は、 SPI に
よって収集され、 ロ
グに出力されるデー
タの量が増えるに伴
い増加します。

b. インス トールされているオペレーティング システムに依存。

SPI for SAP Reporter パッケージ 1 GB 

表 2 サポート対象 HPOM 管理サーバー プラッ ト フォーム

製品 バージョ ン オペレーテ ィング システムのプラッ ト フォーム

HPOM for 
UNIX

8.28, 8.29, 8.30 HP-UX 

Sun Solaris 

表 3 管理対象ノードのプラッ ト フォームと  SAP カーネルのバージ ョ ン

管理対象ノード
の OS

SAP 
NetWeaver 
カーネル 
(Basis) のバー

ジ ョ ン SAP NetWeaver Basis ( カーネル ) のバージ ョ ン

4.6D a
(4.6C)

6.20
(6.20/6.40)

6.40
(6.40)b

7.0
(7.0)c

7.1 (7.1)d

AIXe ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

HP-UX ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
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Windows の各管理対象ノードには、 最新バージ ョ ンの Microsoft .NET フレームワークをインス

トールする必要があ り ます。

SPI for SAP でサポート されている管理サーバーと管理対象ノードのプラ ッ ト フォームの詳細

は、 サポート  マ ト リ ッ クス  (http://h20230.www2.hp.com/sc/support_matrices.jsp) を参照

して ください。

互換性があるソフ トウェア バージ ョ ン

SPI for SAP をインス トール ( またはアップグレード ) する前に、 この項の情報を使用して、 イ

ンス トールやアップグレードが支障なく実行できるこ とを確認して ください。 特に留意すべき点
のいくつかを次に示します。

Linux f ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

Solaris ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

Windows ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

a. SAP 4.6D は、 SAP NetWeaver の正式なバージ ョ ンではあ り ません。 SAP NetWeaver 4.6C の SR 1 以降

に付属して リ リースされた下位互換カーネルです。

b. ITS モニタ  (r3monits) は ITS 6.20 AGate サーバーを監視します。 r3monits を SAP ITS 6.40 と組み合

わせて使用するこ とはできません。

c. SAP 内部の変更によ り、操作モード  モニタ と  SAP ITS 6.20 モニタ  (r3monoms、r3monits) はサポート さ

れません。

d. ABAB スタ ッ クのみ

e. 64 ビッ ト  OS ランタイムのみ

f. SuSE Linux Enterprise Server (SLES)、Red Hat Enterprise Linux (RHEL)。IA-32 プラ ッ ト フォームで 
Linux ノードを監視するには、 すべての Linux ノードに 32 ビッ トのエミ ュレーシ ョ ン レイヤ、 互換性レ

イヤ (x86 バイナリ実行用 )、 および互換性のある標準 C++ ラ イブラ リ をインス トールする必要があ り ま

す。 SPI for SAP はエミ ュレーシ ョ ン モードで RHEL5 と  SLES10 をサポート します。 Red Hat 
Enterprise Linux または SuSE Linux Enterprise Server のマニュアルを参照し、 32 ビッ ト  アプリ ケー

シ ョ ンを実行するための前提条件を確認してください。

表 3 管理対象ノードのプラッ ト フォームと  SAP カーネルのバージ ョ ン ( 続き )

管理対象ノード
の OS

SAP 
NetWeaver 
カーネル 
(Basis) のバー

ジ ョ ン SAP NetWeaver Basis ( カーネル ) のバージ ョ ン

4.6D a
(4.6C)

6.20
(6.20/6.40)

6.40
(6.40)b

7.0
(7.0)c

7.1 (7.1)d

SPI for SAP が BBP (Business-to-Business Procurement)、 BW (Business Warehouse) といっ

た SAP の追加アプ リ ケーシ ョ ン コンポーネン ト をサポートするのは、 表 3 に示されている  
SAP NetWeaver カーネルと  Basis バージ ョ ンの組み合わせのいずれかと、 アプリ ケーシ ョ ン コ
ンポーネン ト との間に互換性がある場合に限られます。 SPI for SAP は、 SAP の特定のテク ノ

ロジ コンポーネン ト をサポート していません。 ただし、 Internet Transaction Server (ITS) だ
けは例外で、 SPI for SAP が専用ツールで監視します。
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• 使用している  HPOM のバージ ョ ンが、 今回のバージ ョ ンの SPI for SAP と互換性があるこ

とを、 表 2 を使用して確認する。

• HPOM サーバー ソフ ト ウェアと  HPOM エージェン ト  ソフ ト ウェアの両方が HPOM 管理

サーバーにインス トールされているこ と。

• 標準の HPOM 管理サーバー テンプレートが HPOM 管理サーバーに割り当てられ、 配布済

みであるこ と。

• SAP NetWeaver のサービス  レポート 、 SAP NetWeaver のパフォーマンス、 および SAP 
ITS Performance Monitor のデータの表示に HP Reporter が使用できるこ と。

SPI for SAP のサービス  レポート を編集するか、 新規に作成する場合は、 HP Reporter 
A.03.50 ( またはそれ以降のバージ ョ ン ) を実行するマシンで Crystal Reports バージ ョ ン 
8.5 が動作しているこ と。

• Performance Agent 関連の留意点 ( 『HP Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ

ファレンス  ガイ ド』 も参照 )

— パフォーマンス  グラフを使用する場合は、 HP Performance Manager が利用できるこ

と。

— 管理対象の全 SAP アプリ ケーシ ョ ン サーバーに HP Performance Agent ソフ ト ウェア

がインス トールされているこ と。

HP Operations Smart Plug-in の DSI-to-DDF ラ ッパー ユーティ リ ティが HPOM 管理

サーバーにインス トールされ、 動作しているこ と。 これは次のコマンドでチェッ クでき
ます。 swlist DSI2DDF

# DSI2DDF  X.X.X HP OpenView Smart Plug-Ins DSI-to-DDF wrapper 
utilities 

SPI for SAP が現在対応しているのは、 サポート しているバージ ョ ンの HP-UX または 
Solaris で動作する  DSI2DDF バージ ョ ン A.02.02 です。

表 2 に、 SPI for SAP がサポート している  HPOM 管理サーバー ソフ ト ウェアのバージ ョ ンを示

します。

SPI for SAP がサポート している他の関連ソフ ト ウェアのバージ ョ ンについては、 HP 
Operations Smart Plug-in for SAP ソフ ト ウェア リ リース  ノート を参照して ください。

サポート対象外になったソフ トウェアのバージ ョ ン

今回のバージ ョ ンの SPI for SAP では、 次の機能、 ソフ ト ウェア、 およびオペレーティング  シ
ステムはサポートの対象外にな り ました。

• SAP 共有メモ リ  インタフェース

• SAP R/3 3.1 ～ 4.6B

• SAP R/3 4.6C カーネル (4.6C と  4.6D カーネルの組み合わせのサポートは継続します )

• SAP ITS 4.6/6.10

• HP-UX 11.00

• r3monsap (SAP R/3 3.1 ～ 4.5 用の CCMS 3.x アラート  モニタ )

• r3monxmi (SAP システム ログ モニタ。 4.6C 以降は r3monal で置き換え )
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SPI for SAP の変更点

この項では、 アップグレード  プロセスのインス トール後のフェーズを完了する上で役立つ情報

を記述します。 SPI for SAP の最新バージ ョ ンにおける変更事項や追加事項を リ ス ト します。

この項の ト ピッ クに関する詳細は、 71 ページの 「Smart Plug-in for SAP の使用」 および 『HP 
Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 の SPI for SAP のカスタ

マイズに関する項を参照して ください。

ノード  グループ

今回のリ リースでは、 ノード  グループへの変更はあ り ません。 ただし、 ノード  グループ sap の
アップロード時に、 SPI for SAP が同じ名前の既存ノード  グループを置き換えなくなったこ とに

注意して ください。 これは、 ノード  グループのアップロードで -replace オプシ ョ ンの代わり

に、 -add オプシ ョ ンが使用されるよ うになったためです。

アプリケーシ ョ ンおよびアプリケーシ ョ ン グループ

SPI for SAP の最新リ リースでは、 SPI for SAP アプリ ケーシ ョ ンやアプリ ケーシ ョ ン グループ

に、 以下の変更や追加があ り ました。

• エージェン ト用の非特権 Windows ユーザー

SPI for SAP が、 Windows ノード上の HP Operations エージェン トで使用できる非特権

ユーザーに対応しました。 詳細については、 93 ページの 「SPI for SAP での非特権 
Windows ユーザーの使用」 を参照して ください。

• 新規アプ リ ケーシ ョ ン

今回のバージ ョ ンの SPI for SAP には、 次のアプ リ ケーシ ョ ンが新たに追加されています。

— RFC ラ イブラ リのインス トール :  ダウンロード した SAP RFC ラ イブラ リ を、 管理サー

バー上の適切なディ レク ト リに配置するために使用します。

— パフォーマンス  パッケージのインス トール / 削除 : SAP/Performance サブエージェン ト

のインス トールおよび削除に使用します。

— SAP NetWeaver 接続チェッ ク : 監視を開始する前に、 SAP NetWeaver Web AS との

接続を確認するために使用します。

— SPI SAP NetWeaver 設定作成 : SAP NetWeaver Web AS で必要な設定を行う ために

使用します。

• 新規アプ リ ケーシ ョ ン グループ

今回のバージ ョ ンの SPI for SAP には、 アプリ ケーシ ョ ン グループ [SPI for SAP] が新た

に追加されています。 このグループには、 SPI for SAP の利用可能なすべてのアプ リ ケー

シ ョ ンが含まれています。

テンプレートおよびテンプレート  グループ

SPI for SAP の最新リ リースでは、 テンプレート  グループに次の変更と追加があ り ました。

新規テンプレート  グループ
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今回のバージ ョ ンでは、 [SAP NetWeaver Java Monitoring] テンプレート  グループが追加され

ました。 このテンプレート  グループは、 SAP NetWeaver Web アプ リケーシ ョ ンサーバー 
(J2EE) 環境の監視に役立つ複数のポ リシーを追加します。 このグループには、 [ スケジュール ] 
テンプレート と  [ モニタ ] テンプレートが含まれています。 詳細は、 『HP Operations Smart 
Plug-in for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 を参照して ください。

レポート

今回のバージ ョ ンの SPI for SAP には SAP NetWeaver WebAS J2EE 環境の監視機能に加え、

SAP NetWeaver WebAS J2EE エンジンの動作状態とパフォーマンスに関する次の各レポートの

生成機能が追加されています。

• 各ポートのスレッ ド使用率

• 接続数

• メモ リ使用

• セッシ ョ ン表示

• リ クエス ト表示

• アプリ ケーシ ョ ンとシステムのスレッ ド数の比較

• アプリ ケーシ ョ ンとシステムの待機タスク数の比較
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3 Smart Plug-in for SAP のインストール
この章では、 Smart Plug-in for SAP をインス トールして設定するために必要な情報と手順を記

載しています。

インストールと設定の概要

SPI for SAP のインス トールと設定は 3 つの段階に分かれており、 次に示す順序で実行します。

Task 1: 25 ページの 「SPI for SAP ソフ ト ウェアのインス トール」

SPI for SAP ソフ ト ウェア バンドルを  HPOM 管理サーバーにインス トールし、 設定を HPOM 
にアップロード します。

Task 2: 35 ページの 「SAP の設定」

SPI for SAP が SAP NetWeaver にログインして通信できるよ うに SAP ユーザーと  SAP 移送を

設定し、 運用環境の監視要件に合う よ うに SPI モニタを設定します。

Task 3: 43 ページの 「HPOM の設定」

SPI for SAP と  HPOM を統合し、 すべての SAP アプリ ケーシ ョ ン サーバーを HPOM の管理下

に置きます。

SPI for SAP ソフ トウェアのインストール

SPI for SAP のインス トールと設定の第 1 段階では、 次の手順を実行します。 これらの各手順

は、 以降の項で個別に説明しています。

1 25 ページの 「SPI for SAP ソフ ト ウェアの HPOM 管理サーバーへのインス トール」

2 26 ページの 「汎用 JMX コンポーネン トのインス トール」

3 27 ページの 「SPI for SAP のインス トールの確認」

4 28 ページの 「パフォーマンス  データ  ソースの選択」

5 30 ページの 「SAP GUI の HPOM 管理サーバーへのインス トール」

6 30 ページの 「SAP ラ イブラ リのダウンロード」

SPI for SAP ソフ トウェアの HPOM 管理サーバーへのインス トール

この項では、 SPI for SAP ソフ ト ウェア バンドルを  DVD からインス トールする方法を説明しま

す。 ソフ ト ウェアをインス トールするには次のよ うにします。

1 SPI for SAP ソフ ト ウェアが収録された DVD を  DVD ド ラ イブに挿入します。
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2 root ユーザーで次のコマンドを使用して、 DVD ド ラ イブへの接続をテス ト し、 Smart 
Plug-in for SAP 製品にアクセスできるこ とを確認します。

mkdir /CDROM
mount /dev/dsk/c1t2d0 /CDROM
swlist -d @ /CDROM/OV_DEPOT/<platform>.depot

<platform> には、 「11.11HPUX」 または 「SOLARIS」 を入力します。 なお、 こ こで使用

している  /dev/dsk/c1t2d0 は一例です。 実際の入力時には、 /dev/dsk/c1t2d0 を、 ご使

用のマシン上の適切なデバイス  ファ イルの名前とそのパスで置き換えてください。

表示されるソフ ト ウェア製品のリ ス トに SPI-SAP-ITO が含まれているこ とを確認します。

含まれていない場合は、 ド ラ イブへのパスが正しいかど うか、 およびド ライブに正しいメ
ディアが挿入されているかど うかをチェッ ク して ください。

3 ソフ ト ウェア製品をインス トールします。

SPI for SAP ソフ ト ウェア製品を HP-UX で動作している  HPOM 管理サーバーにインス トー

ルするには、 次のコマンドを実行します。

swinstall -s /CDROM/OV_DEPOT/11.11HPUX.depot SPI-SAP-ITO

SPI for SAP ソフ ト ウェア製品を Solaris で動作している  HPOM 管理サーバー バージ ョ ン 
8.30 にインス トールするには、 次のコマンドを実行します。

pkgadd -d $PWD/HPOMSpiDVD-8.1.sparc HPOvSpiSap

4 SPI for SAP を高可用性ク ラスタで動作している  HPOM 管理サーバーにインス トールする

場合は、 特別なカスタマイズは必要あ り ません。 ただし、 次の点に留意してください。

a SPI for SAP を HPOM 管理サーバーが設定されている高可用性クラスタ内のすべての

ノードにインス トールするには、 swinstall コマンドを使用します。

b HPOM 管理サーバー パッケージが動作している高可用性クラスタ内のノードで、

r3itoins コマンドを使用して SPI for SAP を設定します。 高可用性クラスタ内で SPI 
for SAP を設定する必要があるのは一度だけです。 HPOM 管理サーバー パッケージが動

作していない高可用性クラスタ内のノードでは、 SPI for SAP を設定する必要はあ り ま

せん。

c HPOM 管理サーバー パッケージが動作していない高可用性クラスタ内の各バッ クアッ

プノードで r3itoins コマンドを使用して、 フェイルオーバー発生時に SAP からバッ ク

アップ ノード上の HPOM 管理サーバーへのアクセスに使用するポート を指定します。

r3itoins -services 

表示されるデフォルトのポート範囲をそのまま受け入れるか、 手入力でポート を指定し
ます。 どちらの場合も、 高可用性クラスタ内の全ノードで、 ポート指定を統一する必要
があ り ます。

汎用 JMX コンポーネン トのインス トール

SAP NetWeaver Web AS J2EE 環境を監視するには、汎用 JMX コンポーネン ト を SPI for SAP 
と と もにインス トールする必要があ り ます。 SAP NetWeaver Web AS J2EE 環境を監視しない

場合は、 以下の手順は省略してかまいません。 汎用 JMX コンポーネン ト をインス トールするに

は、 次の手順に従います。

1 SPI for SAP ソフ ト ウェアが収録された DVD を  DVD ド ラ イブに挿入します。

2 root ユーザーで次のコマンドを使用して、 DVD ド ラ イブへの接続をテス ト し、 Smart 
Plug-in for SAP 製品にアクセスできるこ とを確認します。

mkdir /CDROM
mount /dev/dsk/c1t2d0 /CDROM
swlist -d @ /CDROM/OV_DEPOT/<platform>.depot
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<platform> には、 「11.11HPUX」 または 「SOLARIS」 を入力します。 なお、 こ こで使用

している  /dev/dsk/c1t2d0 は一例です。 実際の入力時には、 /dev/dsk/c1t2d0 を、 ご使

用のマシン上の適切なデバイス  ファ イルの名前とそのパスで置き換えてください。

3 汎用 JMX コンポーネン ト をインス トールします。

HP-UX で動作している  HPOM 管理サーバーに汎用 JMX コンポーネン ト をインス トールす

るには、 次のコマンドを実行します。

swinstall -s /CDROM/OV_DEPOT/11.11HPUX.depot JMXSPI

Solaris で動作している  HPOM 管理サーバーに汎用 JMX コンポーネン ト をインス トールす

るには、 次のコマンドを実行します。

pkgadd -d $PWD/HPOMSpiDVD-8.1.sparc JMXSPI

SPI for SAP コンポーネン トのアップロード

SPI for SAP のインス トール後、 r3itoins スク リプ ト を使用して、 SPI の必要なコンポーネン

ト を HPOM データベースにアップロード します。 r3itoins スク リプ トは opccfgupld コマン

ドを使用します。 詳細は opccfgupld のマン ページを参照して ください。

SPI コンポーネン ト をアップロードするには、 次の手順に従います。

1 root ユーザーと して管理サーバーにログオンします。

2 /opt/OV/lbin/sapspi ディレク ト リに移動し、 次のコマンドを実行します。

./r3itoins

以下のメ ッセージが順次表示されます。

a Do you want to upload the SAPSPI UI integration? <y,n>

y を選択し、 必要な UI コンポーネン ト を HPOM データベースにアップロード します。

UI コンポーネン トがアップロード済みの場合、 y を選択する と既存のコンポーネン トが

上書きされます。 既存の設定を維持する場合は、 n を選択します。

b Do you want to modify the /etc/services files with the following entry 
ranges:
A) From sapdp01 3200/tcp to sapdp99 3299/tcp
B) From sapgw01 3300/tcp to sapgw99 3399/tcp <y,n>

設定ファ イルに必要な変更をアップロードするには y を選択します。 変更がすでに追加

済みの場合、 y を選択する と既存の設定が上書きされます。 既存の設定を維持する場合

は、 n を選択します。

SPI for SAP のインス トールの確認

SPI for SAP のインス トールが正常に終了したこ とを確認するには、 次の手順に従います。

1 HPOM 管理者と して HPOM GUI を起動します。 コンソールを起動するには、 コマンド  プ
ロンプ トで次のコマンドを実行します。

opc

[ ログイン ] ダイアログ ボッ クスが開きます。 次に示すデフォルトの管理者認証情報でログ

オンできます。

ユーザー名 : opc_adm

パスワード : opc_adm
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2 [ ウィンドウ > 登録ノード  グループ ] をク リ ッ ク します。 [ 登録ノード  グループ ] ウ ィンド ウが

開きます。

SPI for SAP の sap ノード  グループが表示されているこ とを確認します。sap ノード  グルー

プは、 この時点では空のはずです。

3 [ ウィンドウ > 登録アプリケーシ ョ ン ] をク リ ッ ク します。 [ 登録アプ リ ケーシ ョ ン ] ウ ィ ンド ウ

が開きます。

[SPI for SAP] グループ内に SPI for SAP のアプリ ケーシ ョ ン グループが 4 つ (SAP R/3 
Admin、 SAP R/3 Admin Local、 SAP R/3 NT、 SAP R/3 UN*X) 含まれているこ とを確認し

ます。 さ らに、 SPI for SAP の各アプリ ケーシ ョ ン グループにアプリ ケーシ ョ ンが含まれて

いるこ と も確認します。

4 [ ウィンドウ > 登録メ ッセージ グループ ] をク リ ッ ク します。 [ 登録メ ッセージ グループ ] ウ ィ

ンド ウが開きます。

SPI for SAP のメ ッセージ グループが表示されているこ とを確認します。 SPI for SAP の
メ ッセージ グループは、 R3_CCMS など、 名前の先頭に R3_ が付いています。

5 [ ウィンドウ > 登録ユーザー プロファイル ] をク リ ッ ク します。 [ 登録ユーザー プロファ イル ] 
ウ ィンド ウが開きます。

SPI for SAP のユーザー プロファ イルが 4 つ (SAP Administrator、 SAP Backup、 SAP 
Database、 SAP Operator) 表示されているこ とを確認します。

6 [ ウィンドウ > メ ッセージ ソースのテンプレート ] をク リ ッ ク します。 [ メ ッセージ ソースのテン

プレート ] ウ ィンド ウが開きます。

左側のペインに SPI for SAP の最上位レベルのテンプレート  グループ (SPI for SAP) が表

示されているこ とを確認し、 さ らにそれをク リ ッ ク して、 SPI for SAP のメ イン テンプレー

ト  グループ (SAP R3 4.6/6.x/7.0AS/7.1kernel、 SAP R3 4.6/6.xCI、 SAP R3 7.0CI/
7.1kernel、 SAP NW Java Monitoring など ) が含まれているこ とを確認します。

パフォーマンス データ  ソースの選択

デフォルトでは、HPOM for UNIX は  HP Performance Agent ( 旧称 MWA) をすべての HPOM 
A.08.x エージェン ト と と もに配布します。 HPOM Smart Plug-in は、 HP Performance 
Manager でのグラフ生成と  HP Reporter でのレポート生成に必要なパフォーマンス  データのデ

フォルト  ソース と して HP Performance Agent を使用します。 以前からインス トールされてい

て、 HP Performance Agent を使用する  HP Operations 製品は、 従来どおり  Performance 
Agent をデータ  ソース と して使用します。

この項では、 管理対象ノード上でデータ  ソース と して OVO Embedded Performance 
Component を使用している場合に、 データ  ソースを Performance Agent に変更するために必要

な作業について説明します。 nocoda.opt という小さいテキス ト  ファ イルを作成すれば、 OVO 
Embedded Performance Component を使用する設定を無効にするこ とが可能です。 これによ り

データ  ソースが、 CODA から  Performance Agent に変更されます。

作成した nocoda.opt ファ イルは、 パフォーマンス  データ  ソースを OVO Embedded 
Performance Component から  Performance Agent に変更する各管理対象ノード上の特定の場所

に置く必要があ り ます。 管理対象ノード上の nocoda.opt ファ イルの場所は、 HPOM 管理サー
28 第 3 章



バーおよび管理対象ノード上で動作しているオペレーティング システムによ り異な り ます。表 4 
に、 UNIX 管理サーバーの HPOM で管理される ノード上の nocoda.opt ファ イルの場所を示し

ます。

データ  ソースのデフォルト設定を Embedded Performance Component から  Performance 
Agent に変更するには、 テキス ト  エディ タで nocoda.opt ファ イルを開き、 「nocoda.opt ファ イ

ルの例」 に示している書式と文法に従って適切な情報を手入力します。

1 Performance Agent をすべてのデータ  ソースのエージェン トに指定するには、 ファ イルの先

頭にキーワード  ALL を入力します。

2 Performance Agent を、 特定の SAP NetWeaver ( または SAP NetWeaver ITS) インスタン

スに連係するデータソースに対するエージェン ト と して指定するには、 各インスタンスへの
参照をそれぞれ 1 つの行と して、 次の書式に従って nocoda.opt ファ イルに追加します (
「nocoda.opt ファ イルの例」 を参照 )。

3 nocoda.opt ファ イルを変更した管理対象ノードの HPOM エージェン ト を再起動します。

nocoda.opt ファ イルの例

############################################################
# Add to (or modify) the contents of this file to change the
# data-source from the default CODA to the Performance Agent
############################################################
# All hosts:
# ALL
# SAP R/3 hosts/instances:
R3_ovsdsap_DEV_00_DATA
# SAP R/3 ITS hosts/instances:
R3ITS_SP6_00_ovspi_DATA
------------------------------------------------------------

表 4 HPOM 8.x for UNIX 管理サーバー

管理対象ノードの
オペレーテ ィ ング 
システム nocoda.opt ファイルの場所

AIX DCE: /var/lpp/OV/conf/dsi2ddf/nocoda.opt
https: /var/opt/OV/conf/dsi2ddf/nocoda.opt

HP-UX、 Linux、
および Solaris

DCE: /var/opt/OV/conf/dsi2ddf/nocoda.opt
https: /var/opt/OV/conf/dsi2ddf/nocoda.opt

Microsoft 
Windows

DCE: ¥usr¥OV¥conf¥dsi2ddf¥nocoda.opt
https: %OvDataDir%¥conf¥dsi2ddf¥nocoda.opt

対象システム 使用する形式

SAP 
NetWeaver:

R3_<SAP_Hostname>_<SAPSID>_<SAP_Instance_ Number>_ DATA

SAP 
NetWeaver ITS

R3ITS_<Virtual_SAPITS_Instance_Name>_<SAPITS_Hostname>_DAT
A
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SAP GUI の HPOM 管理サーバーへのインストール

こ こでは、 SAP NetWeaver インス トール DVD を使用して SAP GUI を HPOM 管理サーバーに

インス トールします。 SAP NetWeaver のインス トール メディアには、 インス トールの前提条件

に関するすべての情報と指示が含まれています。 ご使用の環境で利用可能な最新バージ ョ ンの 
SAP GUI を使用して ください。 SPI for SAP に含まれているオペレータ起動アクシ ョ ンとアプ

リ ケーシ ョ ンの大部分は SAP GUI の起動を必要と します。 そのため、 SAP GUI のバイナリは

必ず、 HPOM 管理サーバーにインス トールして ください。

SAP NetWeaver のインス トール メディアから  SAP GUI をインス トールした後、 HPOM 管理

サーバーで root ユーザーと して次のコマンドを実行し、 SAP GUI バイナリの場所を SPI for 
SAP に通知する必要があ り ます。

1 umask を設定します。 次のよ うに入力します。 umask 22

2 SAP GUI へのリ ンクを作成します。 次のよ うに入力します。

ln -s <your_install_path_to_the_SAPGUI>/sapgui ¥
/opt/OV/lbin/sapspi/sapgui/sapgui

ln -s <your_install_path_to_the_SAPGUI>/guilogon ¥
 /opt/OV/lbin/sapspi/sapgui/javaguilogon

3 次のコマンドを使用して SAP GUI を起動します。

/opt/OV/lbin/sapspi/sapgui/sapgui ¥
/H/<hostname>/S/<port_nr>

<hostname> には接続する  SAP NetWeaver インスタンスが動作しているサーバーの名前、

<port_nr> には /etc/services で SAP プロセスに割り当てられているポート番号をそれ

ぞれ指定します。

4 SPI for SAP の Java R/3 Frontend アプリ ケーシ ョ ンを使用するよ うに SAP GUI を設定

します。 たとえば、 アプリ ケーシ ョ ンを呼び出すユーザーのホーム  ディ レク ト リに、

platin.ini ファ イルを作成する必要があ り ます。 platin.ini ファ イルには、 ログイン可

能な SAP のホス ト と インスタンスのリ ス ト を記述します。 詳細は、 SAP NetWeaver のイン

ス トール メディアに収録されている  SAP GUI のインス トール説明を参照して ください。

SAP ライブラリのダウンロード

必要な SAP RFC ラ イブラ リ を管理サーバーにダウンロードする必要があ り ます。 SAP RFC ラ
イブラ リ をダウンロードするには、 次の手順に従います。

1 管理サーバーで次のディ レク ト リ を作成します。

/tmp/Sap_RFC_Downloads/Libraries

SAP は、 HP-UX/Itanium プラ ッ ト フォームでは SAP GUI をサポート しません。 HPOM 管理

サーバーにインス トールされている  SAP GUI に依存する  SPI for SAP の機能は、 HPOM 管理

サーバーを Itanium プラ ッ ト フォームにインス トールする と きには利用できません。 SAP 用 
Java GUI のインス トールの方法と前提条件についての情報は、 SAP インス トール DVD に収録

されています。
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2 作成した Libraries ディレク ト リ内に、 次のディ レク ト リ構造を作成します。

a /tmp/Sap_RFC_Downloads ディレク ト リ内に Libraries ディ レク ト リ を作成する。

b Libraries ディ レク ト リ内に、 Windows、 Linux、 Sun、 HPUX、 AIX の各ディレク ト

リ を作成する。

c Windows ディ レク ト リ内に 32bit ディレク ト リ と  x64 ディレク ト リ を作成する。

d Sun ディ レク ト リ内に sparc ディ レク ト リ を作成する。

e AIX ディ レク ト リ内に x64 ディ レク ト リ を作成する。

f HPUX ディ レク ト リ内に IPF64 ディ レク ト リ と  PA ディレク ト リ を作成する。

3 SAP Software Distribution Center Web サイ ト  (http://service.sap.com/swdc) から適切

なフレーバーの RFC SDK 6.40 をダウンロード します。

RFC SDK の内容を抽出し、 手順 2 で作成した各ディレク ト リに、 次の表に示すよ うにライ

ブラ リ  ファ イルをコピーします。

4 作成したディ レク ト リ内にライブラ リ  ファ イルをコピーした後、 管理サーバーで [SPI for 
SAP > SAP R/3 Admin] アプリ ケーシ ョ ン  グループの [RFC ライブラリのインストール ] アプリ

ケーシ ョ ンを実行します。

ご使用の環境に導入している  SAP のバージ ョ ンに関係なく、 必ず RFC SDK バー

ジ ョ ン 6.40 をダウンロード して ください。

ノードのプラッ ト フォーム ライブラリ  ファイル コピー先のフォルダ

Windows (32 ビッ ト ) librfc32.dll /Windows/32bit

Windows X64 librfc32.dll /Windows/x64

Linux a

a. Linux IA-32 プラ ッ ト フォームには RFC SDK 6.40 を使用します。

librfccm.so  /Linux

Solaris librfccm.so /Sun/sparc

HP-UX IA-64 (64 ビッ ト ) librfccm.so /HPUX/IPF64 

HP-UX PA-RISC librfccm.sl /HPUX/PA

AIXb

b. サポート されている  AIX のすべてのフレーバーで、 AIX 64 ビッ ト  RFC SDK (6.40) 
を使用します。

librfccm.so /AIX/x64
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SPI for SAP のアップグレード

この項では、 SPI for SAP ソフ ト ウェアを旧バージ ョ ンから最新バージ ョ ンにアップグレードす

る方法について説明します。 HPOM 管理サーバーで SPI for SAP ソフ ト ウェアをアップグレー

ド した後は、 27 ページの 「SPI for SAP のインス トールの確認」 の手順に従って、 ソフ ト ウェア

のアップグレードが正常に完了したこ とを確認する必要があ り ます。

SPI for SAP を旧バージ ョ ンから最新バージ ョ ンにアップグレードするには、 次の手順に従いま

す。

1 19 ページの 「システム要件」 および 21 ページの 「互換性があるソフ ト ウェア バージ ョ ン」

の要件を熟読し、 理解しておいてください。

2 opc_backup コマンドを使用して、 現在の設定全体を保存します。 これによ り、 アップグ

レードが失敗した場合でも設定が復元可能になり ます。

a インス トール済みの HPOM をバッ クアップする前に、 HPOM GUI を使用 ([ 設定データ

のダウンロード ] で [ すべての設定データ ] オプシ ョ ンを指定 ) して、 すべての設定デー

タをダウンロードするこ とをお勧めします ( 必須ではあ り ません )。 opccfgdwn(1m) コ
マンドを使用するこ と もできます ( このコマンドはデフォルトで全設定データをダウン

ロード します )。

さ らに、 履歴メ ッセージと監査エン ト リ を、 それぞれ opchistdwn(1m) コマンド と  
opcauddwn(1m) コマンドを使用してダウンロードするこ と も考慮して ください。

b 実行中の HPOM GUI をすべて終了します。

c 現在のインス トールを完全にバッ クアップします。 次のコマンドを実行します。

/opt/OV/bin/OpC/opc_backup

次のメ ッセージが表示されます。

Do you want to use the full or configuration backup?
(f | c) ==>

次のよ うに入力します。 f (HPOM のバイナリ と設定データを含む完全バッ クアップ )

d オ リジナルの設定に変更を加えた設定ファ イルは、 すべて安全のためコピーを作成して
ください。 表 5 に、 設定ファイルが格納されているディ レク ト リ を示します。 旧バー

ジ ョ ンの SPI for SAP と最新バージ ョ ンの間では、 メ ッセージ条件などの設定が変更さ

れているこ とに留意して ください。 また、 旧バージ ョ ンの設定ファイルは最新バージ ョ
ンと互換性があ り ますが、 一部のモニタのデフォルト設定が変更されています。

インス トールされる最新バージ ョ ンの設定ファイルは、 旧バージ ョ ンの設定ファイ
ルで上書きしないこ とをお勧めします。 代わりに、 旧バージ ョ ンの設定ファ イルに
加えた変更点を、 慎重に新しい設定ファイルにも反映すべきです。

表 5 SPI for SAP の設定ファイルの場所

設定ファイル ディ レク ト リ

オリジナルa /opt/OV/newconfig/var/opt/OV/share/conf/sapspi

グローバルb /var/opt/OV/share/conf/sapspi/global

ローカル /var/opt/OV/share/conf/sapspi/local

a. オリジナル : SPI for SAP ソフ ト ウェアのインス トール時の格納先ディ レク ト

リ。 旧バージ ョ ンの SPI for SAP のインス トール時には、 設定ファイルは次の

ディ レク ト リに格納されます。 /opt/hpitosap/config/[cmds|monitors] こ
のディ レク ト リは 11.00 にアップグレード しても削除されません。

b. オリジナルの作業用コピー。 SPI for SAP の設定時に格納先ディ レク ト リにコ

ピーされます。
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3 変更を加えた SPI for SAP メ ッセージ ソース  テンプレートがある場合は、 SPI for SAP テン

プレート  グループとその中の全テンプレートのコピーを、 安全のために作成してください。

テンプレートのコピー方法については、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP システム管

理リ ファレンス  ガイ ド』 を参照して ください。

4 SPI for SAP パフォーマンス  モニタ  サブエージェン トのバージ ョ ン 11.00 を使用している場

合は、 次の手順で既存の SPI for SAP ソフ ト ウェアを削除する前に、 『HP Operations 
Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 のパフォーマンス  モニタ  サブ

エージェン トのアップグレード方法に関する項に目を通して ください。

5 管理対象ノードから、 旧バージ ョ ンの SPI for SAP ソフ ト ウェアを削除します。

a SPI for SAP のコンポーネン ト とエージェン ト  ソフ ト ウェアを、 HPOM GUI を使用し

て管理対象ノードから削除します。

b SPI for SAP/Performance Agent のサブエージェン トのコンポーネン ト を、HPOM GUI 
を使用して管理対象ノードから削除します。

6 管理サーバーから、 旧バージ ョ ンの SPI for SAP ソフ ト ウェアを削除します。

a HPOM の UI 統合要素は、 削除を確認する メ ッセージが表示されても、 いっさい削除し

ないでください。 これらの要素の大部分は、 旧バージ ョ ンの SPI for SAP から変更され

ていません。

b 既存の SPI for SAP ソフ ト ウェアを HPOM 管理サーバーから削除する前に、 必ず 
r3itoins -u コマンドを実行して SPI for SAP のバイナリ を HPOM データベースから

削除して ください。 次のメ ッセージが表示されます。

Removing SPI for SAP instrumentation from OVO instrumentation directory 
tree.

c swremove(1M) コマンドを使用して、 SPI for SAP ソフ ト ウェアを管理サーバーから削

除します。 root ユーザーと して、 管理サーバーで次のコマンドを実行します。

swremove SPI-SAP-ITO

7 新しい SPI for SAP ソフ ト ウェアを、 25 ページの 「SPI for SAP ソフ ト ウェアのインス トー

ル」 の手順に従ってインス トールし、 設定します。

SPI for SAP の r3itoins スク リプ トによって、 既存の設定ファ イルを新しい SPI for SAP 
のデフォルト  ファ イルで上書きするかど うか尋ねる メ ッセージが次のよ うに表示されます。

このメ ッセージには No で応答してください。

A set of SPI for SAP configuration files is already in use. Uploading the 
factory defaults now will overwrite the configuration files already in 
use. Overwrite the existing configuration files with the factory defaults? 
<y,n> No

SPI for SAP バージ ョ ン 11.00 に含まれる新しいテンプレート を、 旧バージ ョ ンのテ

ンプレートのバッ クアップでそのまま上書きすべきではあ り ません。 旧バージ ョ ン
のテンプレートに加えた変更を、 新しいテンプレートに反映する必要があ り ます。
新しいバージ ョ ンのテンプレートには改訂や改良が加えられており、 それらを旧
バージ ョ ンのテンプレートで上書きしてしま う と、 メ ッセージが一致しなくなるこ
とがあ り ます。 詳細については、 23 ページの 「SPI for SAP の変更点」 を参照して く

ださい。

上記バージ ョ ンの SPI for SAP パフォーマンス  モニタ  サブエージェン トは、 既存の 
SPI for SAP を削除し、 アップグレードする前に削除する必要があ り ます。
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8 HPOM には、 アップグレードで発生した重複や変更をクロスチェッ クするために役立つ

ツールが多数用意されています。 たとえば、 opcdbidx コマンドで、 アプリ ケーシ ョ ンの重

複をチェッ クできます。 アップグレード後に古い設定と新しい設定をマージするために 
HPOM で使用できるツールの詳細は、 『HP Operations Manager for UNIX 管理サーバー イ
ンス トール ガイ ド』 のアップグレードに関する項を参照して ください。

9 SPI for SAP パフォーマンス  モニタ  サブエージェン ト をアップグレード します。

データの変換を行う前に、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレン

ス  ガイ ド』 の SPI for SAP パフォーマンス  モニタ  サブエージェン トのアップグレードに関

する項の説明に慎重に目を通して ください。

10 SPI for SAP のディ レク ト リ構造は、 バージ ョ ン 10.20 で変更されました。 SPI for SAP を 
10.20 よ り前のバージ ョ ンからアップグレードする場合は、 旧バージ ョ ンの SPI for SAP で
使用されていたディ レク ト リ構造を問題なく削除できます。 ただし、 削除前にアップグレー
ド手順が正し く完了し、 すべて正常に動作するこ とを確認して ください。 旧バージ ョ ンの
ディ レク ト リ構造は、 次のコマンドで削除します。

rm -r /opt/hpitosap
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4 SAP の設定
この章では、 SAP NetWeaver が Smart Plug-in for SAP を認識し、 連携するための設定に必要

な情報を示します。

この項の内容

このタスクを実行するには、 SAP ト ランザクシ ョ ンと特定の監視要件に関する知識が必要です。 
こ こでは SAP システム アプリ ケーシ ョ ン サーバーを使用しながら  HPOM GUI を使って作業し

ます。 HPOM にオペレータ と してログインし、 SAP ク ラ イアン トには十分な権限を持つユー

ザーと してログインして SAP の設定作業を行います。 実行する作業の要約を次に示します。

1 35 ページの 「SAP 移送ファイルの適用」

この手順では、 SPI for SAP 移送ファイルを、 各 SAP NetWeaver セン ト ラル インスタンス

上の SAP 移送ディレク ト リにコピーし、 ファ イルの内容を適用します。 これらのファ イル

は、 HPOM 管理者による  SPI for SAP コンポーネン トの SAP ノードへの配布が円滑に進む

よ うに、 一時的に HPOM ディ レク ト リに置かれます。

2 38 ページの 「HPOM の SAP ユーザーのセッ ト アップ」

この処理を実行するのは、 SPI for SAP のアプリ ケーシ ョ ン、 モニタ、 アクシ ョ ンで SAP へ
のアクセスが必要になるたびに、 SPI for SAP が SAP にログオンできるよ うにしておく必要

があるためです。

3 40 ページの 「SPI for SAP モニタの設定値」。 詳細については、 『HP Operations Smart 
Plug-in for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 を参照して ください。

4 41 ページの 「設定ファイル テンプレートの編集」

SPI for SAP は、 r3moncol ベースの設定ファイルを保存する際に、 ファ イルの内容を検証

し、 設定エラーを含むファイルの保存は許可しません。

SAP 移送ファイルの適用 

この手順では、 SPI for SAP に付属している移送ファイルを、 各 SAP セン ト ラル インスタンス

上の SAP 移送ディレク ト リにコピーします。 この段階でインポートする移送には、 この項で後

述する  SAP の設定作業で必要になる  SAP のロール ( 役割 ) と権限のプロファ イルが含まれてい

ます。

SPI for SAP は、、 サポート している  SAP の各バージ ョ ン用の移送ファイル (SAP 名前空間 "/
HPOV/" 内の SPI for SAP の機能を含む ) を用意しています。 この命名規則の採用によ り、 SPI 
for SAP で SAP システムを監視する場合、 管理者は SPI for SAP の新しい名前空間移送を使用

する必要があ り ます。

設定値のセッ ト アップと配布の完了後は、 SPI テンプレート を  SAP ノードに配布す

る必要があ り ます。 43 ページの 「HPOM の設定」 を参照して ください。
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SPI for SAP には、 次の移送ファイルが含まれています。

• R3Trans.car

R3Trans.car 移送ファイルには、 SPI for SAP がデフォルト設定と と もに使用するすべての 
ABAP モニタが含まれています。SPI for SAP で監視する各 ABAP インスタンスに、SPI for 
SAP through SAP の中央監視システム (CEN) を通じて R3Trans.car をインポート します。

• SAPSPI_CCMS_Monitors.car

SAPSPI_CCMS_Monitors.car 移送ファイルによって、 J2EE、 システム セキュ リ ティ、 ス

タンドアロン エンキュー サーバー、 Enterprise-Portal、 および XI を監視するための SPI 
for SAP の CCMS ベース  モニタが、 CCMS モニタ  セッ ト  HP OV SAP-SPI に追加されま

す。 SAPSPI_CCMS_Monitors.car 移送は、 SPI for SAP による  CCMS アラートの監視対象

となる各 SAP システムにインポート します。 中央監視システム (CEN) が設定されている場

合は、 代わりに CEN にインポートするこ と もできます。 SAP 用語で、 CEN は、 監視対象

の SAP ランドスケープのあらゆる場所から発生した CCMS アラート を一括制御する管理点

と して設定されたシステムを意味します。

移送オブジェク トの命名規則は次のとおりです。

SPI for SAP 内のオブジェクト

開発クラス : /HPOV/SAPSPI

関数グループ : /HPOV/ZLPO
/HPOV/ZSPA
/HPOV/ZSPB
/HPOV/ZSPY
/HPOV/WEBAS
/HPOV/WEBAS70
/HPOV/SOLMAN

関数モジュール : /HPOV/OV_*

プログラム : /HPOV/YSPI*
/HPOV/ZHPSPI*

ロール : /HPOV/SAPSPI_MONITORING*
ロール : /HPOV/SAPSPI_SECURITY_MON

SPI for SAP 移送ファイルを管理対象ノードにコピーするには

1 HPOM 管理サーバーで [HPOM 登録ノード ] ウ ィンド ウを開きます。

2 [HPOM 登録アプリケーション ] ウ ィンド ウで、 [SPI for SAP > SAP R/3 Admin] アプリ ケー

シ ョ ン グループを開きます。

3 1 つまたは複数の SAP ノードを選択します。

新しい SPI for SAP 名前空間移送は、 旧バージ ョ ンの SPI for SAP 移送が存在している  SAP シ
ステムにインポートするこ とが可能です。

次の手順では、 SAP Kernel CD に含まれている  CAR/SAPCAR コマンドを使用します。 SAPCAR コ
マンドが使用できるのは、 SAP 4.6 以降です。
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4 [SAP R/3 Admin] アプリ ケーシ ョ ン グループ内で、 [SAP トランスポート転送 ] アイコンをダ

ブルク リ ッ ク します。 指定したディ レク ト リに移送ファイルを移動したこ とを通知する メ ッ

セージがメ ッセージ ブラウザに表示されます。

5 HPOM 管理対象ノードで、 SAP 管理者 (<SID>adm) と して CAR ( または SAPCAR) コマンド

を使用し、 移送ファイルの内容を /usr/sap/trans 内に展開します。 次のコマンドを実行し

ます。

CAR -xvf R3Trans.car

SPI for SAP 移送パッケージには、 複数の異なる移送ファイルが含まれています。 たとえば、

SPI for SAP のメ イン移送、 テス ト  プログラム、 ユーザー ロール、 ローカライズされた特殊

なテキス ト  シンボルなどがあ り ます。 一部の移送は必須、 それ以外は省略可能です。 イン

ポートする必要がある移送は、 SPI for SAP を使用して監視する対象のシステムで動作して

いる  SAP のバージ ョ ンによ り異な り ます。 SPI for SAP 移送とその内容、 および必須かど う

かについての詳細は、 管理サーバーにある次の移送 readme ファ イルを参照して ください。 
/usr/sap/trans/readme

6 SPI for SAP 関連の移送を SAP アプリ ケーシ ョ ン サーバーにインポート します。 管理対象

ノード上で、 SAP 管理者 (<SID>adm) と して次のコマンドを実行します。

cd /usr/sap/trans/bin
tp addtobuffer <transport_file_name> <SID> 
tp import <transport_file_name> <SID> client=<client_ number>

<SID> には HPOM 管理対象ノード上の SAP のシステム ID、 <transport_file_name> に
は移送ファイルの名前をそれぞれ指定します ( 移送ファイルの名前は、 HPOM 管理対象ノー

ド上で動作している  SAP NetWeaver のバージ ョ ンに対応しています )。 例 :

tp addtobuffer SPIK900132 CIA 

上記の移送ファ イル名 (SPIK900132) と  SAP システム ID (CIA) は、 tp コマンドの適切な構

文を示すための例に過ぎません。 移送番号と  SAP NetWeaver のバージ ョ ンの詳細は、 SPI 
for SAP のインス トール後に HPOM 管理サーバー上にある次の readme ファ イルを参照し

て ください。 /opt/OV/lbin/sapspi/trans/readme 

SAP 4.5 またはそれ以前のバージ ョ ンの SAP NetWeaver で tp addtobuffer コマンドや 
tp import コマンドを実行したと きに、 ファ イルや必要な情報が見つからないこ とを通知す

る メ ッセージが表示された場合は、 pf=<path>/TPPARAM オプシ ョ ンを使用すれば、 tp の
パラ メータ  ファ イルを指定できます。

pf=/usr/sap/trans/bin/TPPARAM

TPPARAM ファ イルには、 tp コマンドが使用する設定パラ メータを記述できます。 設定パラ

メータには、 SAPSID、 データベースのホス ト名、 データベースの設定パスなどがあ り ます。 
なお、 SAP 4.6 以降では TPPARAM ファ イルの名前と形式が次のよ うに変更されているこ

とに留意して ください。 

pf=/usr/sap/trans/bin/TP_DOMAIN_<SID>.PFL

tp addtobuffer コマンド使用時にエラーが発生した場合は、 次のコマンドで tp バッファ

を初期化できます。

tp cleanbuffer <SID>

SAP GUI を使用して、 移送ファ イルをインポートするこ と もできます。 SAP GUI で移送

ファイルをインポートするには、 次の手順に従います。

[SAP トランスポート転送 ] アプリ ケーシ ョ ンを実行するオペレーティング システム 
ユーザーが、 管理対象ノード  (SAP サーバー ) 上の移送ディ レク ト リ  (/usr/sap/
trans) への書き込み権限を持たない場合、 このコピー処理は失敗します。 その場合

は、 移送ディ レク ト リへの書き込みアクセスを有効にするか、 ファ イルを手動でコ
ピーして ください。
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a SPI for SAP 移送ファ イルを適用するすべての SAP システムにログオンします。

b SAP GUI で次のト ランザクシ ョ ン ID  を入力し、 SAP 移送管理システム (STＭS) のロ

グイン ページを表示します。 STMS

c SAP 移送管理システムのログイン ページで [ 移送 ] アイコンをク リ ッ ク します ( または 
[F5] ファンクシ ョ ン キーを押します )。

d SPI for SAP 移送ファ イルをインポートする  SAP システムの SID を選択します。

e [ ファ イル ] メニューで [ 補足 > その他の依頼 > 追加 ] をク リ ッ ク します。

f [ インポート キューに移送依頼を追加 ] で以下を入力します。

<Transport_file_name>

SPI for SAP 移送ファ イル名は、 HPOM 管理サーバーの次のディレク ト リにある  
readme ファ イルに記述されています。

 %OvShareDir%¥Packages¥SAPTransports

g チェ ック  [✓] アイコンを選択するか、 [Enter] キーを押して ト ランザクシ ョ ン要求を追加し

ます。

h 目的の移送をハイライ ト します。

i [ 依頼 > インポート ] を選択します。 [ インポート依頼 ] ダイアログ ボッ クスが表示されま

す。

j ターゲッ ト  ク ラ イアン ト番号を入力します ( デフォルトのク ラ イアン ト番号は 000 です

)。

k ご使用のシステムに応じて、 [ オプシ ョ ン ] タブのチェッ ク項目を選択します。

l チェ ック [✓] アイコンをク リ ッ クするか、 [Enter] キーを押します。

7 HPOM で管理する各 SAP システムに対し、 この手順を繰り返します。

HPOM の SAP ユーザーのセッ トアップ

HPOM オペレータの自動ログオンを許可する各 SAP SID を対象に、 次の手順を実行します。

1 SAP にログオンします。

2 次の ト ランザクシ ョ ンを呼び出します。 /nsu01

3 以下に示すパラ メータを使用して新規ユーザー ITOUSER を作成します。

移送ファ イルは、 各 SAP システムに適用する必要があ り ます。

SAP ユーザー 「ITOUSER」 を作成したク ライアン トには、 SPI for SAP ユーザー 
ロールを必ずインポート して ください。 詳細については、 38 ページの 「HPOM の 
SAP ユーザーのセッ ト アップ」 を参照して ください。 SPI for SAP ユーザー ロール移

送のデフォルト  ク ライアン トは 「099」 です。

移送が選択されていない場合、 SAP はリ ス ト内のすべての移送が選択されたものとみ

なします。

ユーザー ロールの移送はク ライアン トに依存するため、 SAP ユーザー ITOUSER は、

SPI for SAP ユーザー ロール移送のインポート先と同じ  SAP ク ラ イアン トに作成す

る必要があ り ます。 このク ラ イアン トに作成しないと、 ユーザー ロール 「/hpov/
sapspi_monitoring*」 をユーザー ITOUSER に割り当てるこ とができません。
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4 プロファ イルを有効化し、 作成した SAP ユーザー ITOUSER に割り当てます。

SPI for SAP のロールを割り当てる際には、 必要な権限オブジェク トがすべてアクティブに

なっているこ と、 およびユーザーの比較が正常に完了しているこ とを必ず確認してくださ
い。 SAP は、 ユーザー権限オブジェク トがアクティブになっているこ と、 またはユーザーの

比較が正常に完了したこ とを緑色で示し、 ユーザー権限オブジェク ト をアクテ ィブにする
か、 またはユーザーの比較を完了させる必要があるこ とを赤色で示します。 ト ランザクシ ョ

ン SU01 は、 SAP ユーザー ロールの詳細を表示します。

5 ユーザー ITOUSER と して SAP にログオンします。

6 SAP NetWeaver によ り、 ITOUSER に最初に割り当てたパスワードの変更を求める メ ッ

セージが表示されます。 自分用の SAP ユーザー ログイン情報を設定しておらず、 SPI for 
SAP の中央監視設定ファ イル (r3itosap.cfg) 内の値 =default を使用する場合は、 パス

ワード と して、 次を入力します。 HPSAP_30

ユーザタイプ ダイアログ

ユーザタイプ をダイアログに設定せず、 対応するパスワード も定義 しない

と  SAP GUI が動作せず、 HPOM の大部分のオペレータ起動アクシ ョ ンや

アプリ ケーシ ョ ンも使用できません。 ただし、 CPIC/SYSTEM ユーザーの

場合は、 パフォーマンス と イベン トの監視機能は正常に動作します。

初期
パスワード

SAP で許可されている任意の値 ( ただし  HPSAP_30 を除く )

パスワード  HPSAP_30 は、 SPI for SAP の集中監視設定ファイル 
(r3itosap.cfg) 内で値 =default が設定されている状態に関連付けられ

ています。 =default を使用する場合は、 この時点でパスワードを 
HPSAP_30 に設定するこ とはできません。 このパスワードは、 セッ ト アッ

プ完了後に SAP に (ITOUSER と して ) 初めてログインする際、

ITOUSER のパスワードの設定が求められたと きに入力します。 

ロール SAP バージ ョ ン 4.6C 以降では、 SAP ユーザー ロールを定義する必要があ

り ます。 40 ページの図 2 に示すよ うに ト ランザクシ ョ ン /nsu01 を使用し

ます。 ITOUSER には、 SPI for SAP ABAP 機能を実行できる権限が必要

です。 次のユーザー ロールを選択して ください。

• /HPOV/SAPSPI_MONITORING_TCODE

このユーザー ロールによ り、 特定の SAP ト ランザクシ ョ ンが使用可

能になり ます。 SPI for SAP の機能はいっさい制限されません。

• /HPOV/SAPSPI_MONITORING_NO_TCD

このユーザー ロールには、 SAP ト ランザクシ ョ ン権限が含まれておら

ず (NO_TCD)、 SAP ユーザーによる  SPI for SAP のアプリ ケーシ ョ ン

やオペレータ起動アクシ ョ ンの起動を禁止するこ とによ り、 SPI for 
SAP の機能を制限します。 ただし、 SAP ユーザーは SAP にログイン

するこ とはできます。

• /HPOV/SAPSPI_SECURITY_MON

r3monsec モニタを使用して SAP システムのセキュ リ ティを監視する

場合には、 ITOUSER ( または r3monsec を実行するユーザー ) に、 /
HPOV/SAPSPI_SECURITY_MON で定義されている権限 (SPI for 
SAP-security ユーザー ロール ) を割り当てる必要もあ り ます。
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図 2 ITOUSER の SAP 4.6C ユーザー ロール

SPI for SAP モニタの設定値

SAP の設定作業を完了するには、 設定ファイルを管理対象ノードに配布する前に、 SPI for SAP 
モニタの初期値を設定する必要があ り ます。 この手順では、SPI for SAP で監視する  SAP および 
SAP システムに関する専門的な詳しい知識が必要にな り ます。 たとえば、 着信および発信 iDOC 
のステータスをチェッ クする  r3monale モニタを設定する際には、 どの情報が重要であるかを見

極め、 それを SPI for SAP で監視するために、 iDOC システムを理解しておく必要があ り ます。 
SPI for SAP には、 表 6 に示すモニタがあ り ます。

表 6 SPI for SAP のモニタ

モニタ名 説明

r3monaco TemSe コールのアラート収集

r3monale iDOC ステータス  モニタ

r3monal CCMS モニタ

r3monchg システム変更モニタ

r3moncts システムモニタの修正と移送

r3mondev SAP ログファ イルの ト レース  モニタ :
<SID>/<INSTANCE>/work/dev*

r3mondisp ABAP ディ スパッチャ  モニタ

r3mondmp ABAP/4 Dump モニタ

r3monjob Job モニタ

r3monlck ロ ッ ク  チェッ ク  モニタ
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SPI for SAP では、 モニタの設定および分配がしやすいよ うに 2 つのセッ トでアプリ ケーシ ョ ン

を提供しています。

• グローバル アプリ ケーシ ョ ン

すべての管理対象ノードに適用されるモニタの設定に使用します。 個々のアプ リケーシ ョ ン

と、 対応するモニタ設定ファ イルの詳細は、 78 ページの 「[SAP R/3 Admin] アプリ ケー

シ ョ ン グループ」 を参照して ください。

• ローカル アプリ ケーシ ョ ン

指定した管理対象ノードだけに適用されるモニタの設定に使用します。 個々のアプリ ケー

シ ョ ンと、 対応するモニタ設定ファ イルの詳細は、 81 ページの 「[SAP R/3 Admin Local] の
アプリ ケーシ ョ ン デスク ト ップ」 を参照して ください。

SPI for SAP モニタの設定の詳細および設定方法については、 『HP Operations Smart Plug-in 
for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 を参照して ください。 Performance Agent エージェ

ン ト関連機能のインス トールの詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP システム管理

リ ファレンス  ガイ ド』 を参照して ください。

設定ファイル テンプレートの編集

r3moncol 構造体を使用する  SPI for SAP の設定ファイルを  HPOM のツールで編集した後、 そ

のファイルを保存しよ う とする と、 SPI for SAP によってファ イルの内容が自動的に検証されま

す。 設定エラーを含むファイルの保存は許可されません。 検証ツールと、 それによ り生成される

エラー メ ッセージの詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレン

ス  ガイ ド』 を参照して ください。

42 ページの図 3 は、 保存しよ う と したモニタ設定ファイル内で設定パーサーがエラーを検出し

たと きに、 SPI for SAP によって表示される情報を示しています。

r3monoms a 操作モード  スイ ッチ モニタ

r3monpro オペレーティング システム プロセス  モニタ

r3monrfc SAP RFC 宛先モニタ

r3monsec SAP セキュ リ ティ  モニタ

r3monspl スプール モニタ

r3status SAP NetWeaver ステータス  モニタ

r3montra 移送モニタ

r3monupd 更新モニタ

r3monusr ユーザー モニタ

r3monwpa ワーク  プロセスの可用性モニタ

a. SAP の変更によ り、 SAP NetWeaver 04/WebAS 07 では、 操作モード  モ
ニタ  r3monoms はサポート されていません。

表 6 SPI for SAP のモニタ  ( 続き )

モニタ名 説明
SAP の設定 41



図 3 モニタ設定ファイルの構文解析

構文解析の完了後、 エラーが検出されたこ と、 およびエラーを修正するまでファイルを保存でき
ないこ とを示すメ ッセージが、 設定パーサーによって表示されます。 このメ ッセージは編集して

いる設定ファイルの最下部に表示され、 修正が必要な最初のエラー ( 複数のエラーが存在する場

合 ) を表示するために [Enter] キーを押すよ うに求められます。

保存しよ う と したモニタ設定ファイルにエラーが含まれていない場合、 SPI for SAP は 42 ペー

ジの 「有効なモニタ設定ファ イルの保存」 に示すよ う なメ ッセージを表示します。 このメ ッセー

ジは、 編集した SAP iDOC ステータス  モニタ  r3monale の設定ファイルが有効であるこ とを示

し、 編集した設定ファ イルを有効にして、 管理対象ノードに配布する必要があるこ とを通知しま
す。 

有効なモニタ設定ファ イルの保存

"/var/opt/OV/share/conf/sapspi/global/r3monale.cfg" 62 lines, 2422 characters 
*** parsing configuration file ***
**** parsing completed ****
Use the 'Install Config' application to activate and distribute
the configuration to the managed node(s).
Press <return> to continue
42 第 4 章



5 HPOM の設定
この章では、 HPOM が Smart Plug-in for SAP を認識し、 連携するための設定に必要な情報を

示します。

この項の内容

インス トールのこの段階では、HPOM 管理者 GUI を使用して SPI for SAP と  HPOM を統合し、

すべての SAP アプ リ ケーシ ョ ン サーバーを  HPOM の管理下に置きます。 この項では、 次のタ

スクを完了します。

1 43 ページの 「監視する  SAP ク ラ イアン トの指定」

この手順では、 HPOM GUI を使用して、 SPI for SAP で監視する  SAP システムを指定しま

す。

2 47 ページの 「SAP ノード  グループへの SAP サーバーの割り当て」

この手順では、 HPOM で管理する  SAP サーバーを、 新たに作成した sap ノード  グループ

に割り当てます。

3 48 ページの 「SAP の作業範囲の割り当て」

SPI for SAP は 4 つの新しいオペレータ  プロファ イルを作成します。 これらのプロファ イル

は、 ユーザーが SAP オペレータを作成する際のひな形と して利用できます。 

4 50 ページの 「SPI for SAP テンプレートの SAP ノードへの割り当て」

SPI for SAP のデフォルト  テンプレート  グループには、 SPI for SAP に付属しているすべて

の SAP NetWeaver モニタ用のテンプレートが含まれています。 テンプレート  グループを割

り当てて配布する と、 そのグループに含まれているモニタが自動的に有効にな り ます。

5 52 ページの 「SPI for SAP コンポーネン トの SAP ノードへの配布」

この手順では、 SPI for SAP のアクシ ョ ン、 コマンド、 モニタ、 およびテンプレート を SAP 
管理対象ノードに配布します。 

監視する SAP クライアン トの指定

この項では、 HPOM のユーザーとアプリ ケーシ ョ ンが SAP GUI に自動アクセスできるよ うに

する方法と、 SAP システムで監視する  HPOM モニタについて説明します。 SPI for SAP の SAP 
R/3 GUI アプ リケーシ ョ ンを使用すれば、 この作業を完了させるために必要なすべての情報を入

力できます。

1 HPOM GUI でアプ リケーシ ョ ン グループ ウ ィンド ウを開き、 SAP R/3 GUI アプリ ケー

シ ョ ンを見つけます。 このアプリ ケーシ ョ ンは、 アプリ ケーシ ョ ン  グループ [SPI for SAP > 
SAP R/3 Admin] 内にあ り ます。 SAP R/3 GUI アプリ ケーシ ョ ンによって設定ファイル 
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r3itosap.cfg がテキス ト  エディ タで開き、 SPI for SAP で監視する  SAP システムに関す

る必要な情報を入力できます。 r3itosap.cfg ファ イル内には、 デフォルトでコ メン トに

なっている入力例が記述されており、 設定行に必要な内容と構文を確認できます。

2 r3itosap.cfg 設定ファイル内の入力例の書式に従って、 SPI for SAP で監視する各 SAP イ
ンスタンスに対応する  HostSapAssign エン ト リ を追加します。 r3itosap.cfg にエン ト リ

を追加する際に、 以下の重要点を念頭に置いておいてください。

• r3itosap.cfg ファ イル内で指定するすべてのホス ト名には、 完全修飾ホス ト名を使用

して ください。

• 各 HostSapAssign エン ト リで指定した言語によって、 SPI for SAP モニタが SAP にロ

グインする と きに使用する言語が決定されます。 SPI for SAP 移送で現在サポート され

ている言語のいずれか 1 つを指定する必要があ り ます。 たとえば、 =EN ( 英語の場合 )、
=JA ( 日本語の場合 ) のよ うに指定します。 こ こで指定する言語は SAP GUI の起動時に

使用する言語には影響しません。

• SPI for SAP が SAP システムのステータス監視に使用するツール r3status は、

r3itosap.cfg 内で指定された SAP システムの有無を確認しません。 r3status は、 た

とえばタイプ ミ スなどの理由によ り指定された SID が見つからない場合、 その SID が
利用できないこ とを通知します。

• SPI for SAP の集中監視設定ファイル r3itosap.cfg では、 文字列 =default が 
ITOUSER のデフォルト  パスワード  (HPSAP_30) と関連付けられています。 独自の 
SAP ユーザー ログインを使用する場合は、 =default を適切なユーザー パスワードで置

換する必要があ り ます。 SPI for SAP の R/3 SAP GUI アプ リ ケーシ ョ ンで 
r3itosap.cfg ファ イルを編集する場合は、 ファ イルの保存時にパスワードが自動的に

暗号化されます。

r3itosap.cfg ファ イル内で指定する  SAP のログイン名やパスワードには、 ASCII 以
外の文字は使用できません。 SPI for SAP が現在解決できる設定ファ イル内の文字は 
ASCII 文字だけです。

• デフォルトでは、 SPI for SAP は、 メ ッセージを生成する管理対象ノードの名前を、

SAP 変数 SAPLOCALHOST で定義されているホス ト名と して解決します。

• r3itosap.cfg ファ イルには、 管理対象ノードから リモート監視する ノード上の SAP イ
ンスタンスごとに、 対応するエン ト リ を追加する必要があ り ます。 SPI for SAP による リ

モート監視の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレン

ス  ガイ ド』 を参照して ください。

3 r3itosap.cfg ファ イルに追加するホス トが高可用性ク ラスタ内に設定されている場合は、

r3itosap.cfg ファ イルのホス ト  マッピング セクシ ョ ンに情報を追加する必要があ り ます。 
r3itosap.cfg ファ イルに追加するホス トが高可用性ク ラスタ内に設定されていない場合

は、 この手順を省略して、 設定作業の次の段階に進んでください。 

r3itosap.cfg ファ イルのホス ト  マッピング セクシ ョ ン内の情報は、 高可用性ク ラスタ内

の物理ノードの名前を、 SAP 変数 SAPLOCALHOST で定義されている ノードの名前に対応

付けるほか、 ク ラスタからのメ ッセージが HPOM メ ッセージ ブラウザや Navigator に表示

されたと きに、 そのメ ッセージと関連付けるホス ト名との対応付けにも使用されます。

SAP ユーザーは SAP ク ライアン ト ごとに設定し、 CCMS の表示および保守の権限

を与える必要があ り ます。 19 ページの 「インス トールの前提条件」 で作成した SAP 
ク ラ イアン トの リ ス トには、 各設定行に必要な情報が含まれています。 HPOM 用の 
SAP ユーザーを設定する方法の詳細は、 38 ページの 「HPOM の SAP ユーザーの

セッ ト アップ」 を参照して ください。 
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物理ノード とは、 SPI for SAP をインス トールして設定する高可用性クラスタ内のホス トの

こ とです。 r3itosap.cfg ファ イル内で指定されるホス ト名は、 HPOM で識別可能で、 かつ

解決可能である必要があ り ます。 長いホス ト名または短いホス ト名のどちらを使用するか
は、 ネッ ト ワークにセッ ト アップした名前解決に応じて選択します。 

ク ラスタのホス ト名は、 カンマ区切りのリ ス トの形式で HostMapping エン ト リに表示され

ます。 HostMapping エン ト リの最後の項目は、 高可用性ク ラスタ内のノードによって生成

される メ ッセージに関連付けるホス ト名を定義します。 例 : 

=ClusterHostA,ClusterHostB,SAPLOCALHOST =<HPOM_Msg_Node>

「物理ホス ト名と再配置可能なホス ト名のマッピング」 の CTO と  11 は、 それぞれ高可用性

クラスタ内で動作している  SAP インスタンスの SID と番号です。 「物理ホス ト名と再配置可

能なホス ト名のマッピング」 には、 2 台の物理ノード  True および False を含み、 SAP 変数 
SAPLOCALHOST の値が 「maybe」 で、 ク ラスタから発信される メ ッセージと関連付ける

ホス トの名前が 「example」 の高可用性クラスタを  SPI for SAP で監視する場合に、

r3itosap.cfg の HostMapping セクシ ョ ンに追加するエン ト リ も示されています。

物理ホス ト名と再配置可能なホス ト名のマッピング

# cluster host mapping
HostMapping =CTO =11 =true.hp,false.hp,maybe.hp =examlple.hp

高可用性クラスタでは、 HPOM のメ ッセージと関連付けるホス トの名前 ( 上記の例では

<HPOM_Msg_Node>) は通常、 SAPLOCALHOST で定義されるホス ト と同じです ( ただし必

須ではあ り ません )。 SAPLOCALHOST が <HPOM_Msg_Node> と同じかど うかによって、 ホ

ス ト マッピング セクシ ョ ンに含める必要のある情報が以下のよ うに異なり ます。

• SAPLOCALHOST と  <HPOM_Msg_Node> が同じホス ト を指している場合、 ク ラスタ  
ノードの リ ス トに SAPLOCALHOST のエン ト リ を加える必要はあ り ません。 次に例を

示します。

=ClusterHostA,ClusterHostB =<HPOM_Msg_Node>

• SAPLOCALHOST と  <HPOM_Msg_Node> が同じホス ト を指していない場合は、 物理ク

ラスタ  ノードの リ ス トに SAPLOCALHOST のエン ト リ を加える必要があ り ます。 次に

例を示します。

=ClusterHostA,ClusterHostB,SAPLOCALHOST =<HPOM_Msg_Node>

自動アクシ ョ ンまたはオペレータ起動アクシ ョ ンによ り、 高可用性クラスタ内で SAP イン

スタンスが動作している ノードで確実に SAP GUI が開く よ うにするには、 r3itosap.cfg 
ファ イルに HostSapAssign エン ト リ を追加する必要があ り ます。 これによ り、 変数 
HPOM_Msg_Node で定義されている ク ラスタホス ト名が指定されます。

HPOM エージェン トのホス ト名および IP アド レスの設定が、 SPI for SAP の中央設定ファ

イル (r3itosap.cfg) のホス ト  マッピング セクシ ョ ンで定義した設定よ り優先される と、

ク ラスタから着信下メ ッセージに不正なホス ト名が表示される可能性があ り ます。 この事態
を回避する方法については、 64 ページの 「ク ラスタ  ノード上のホス ト  マッピング」 を参照

して ください。

4 変更を保存して終了します。

短いホス ト名は、 r3itosap.cfg ファ イルの ホス ト  マッピング セクシ ョ ンでは使用

できません。 r3itosap.cfg ファ イルのホス ト  マッピング セクシ ョ ンで指定するホ

ス ト名には、 必ず完全修飾ホス ト名を使用して ください。

高可用性クラスタ内のすべての物理ノードは、 HPOM 登録ノードに表示される必要

があ り ます。 また、 上記の例で <OVO_Msg_Node> で定義しているホス ト を、 HPOM 
登録ノードに 「メ ッセージ対象」 タイプのノード と して追加する必要もあ り ます。
高可用性環境での SPI for SAP のセッ ト アップの詳細は、 63 ページの 「高可用性環

境での SPI for SAP の設定」 を参照して ください。
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モニタ設定ファ イルに入力した新しいパスワードが常に暗号化されるよ うにするには、 SPI 
for SAP の R/3 SAP GUI アプリ ケーシ ョ ンを使用して r3itosap.cfg 設定ファ イルを編集

します。 vi や emacs などのテキス ト  エディ タを使用してモニタ設定ファイルにパスワード

を入力した場合には、 ファ イルを保存して終了する と きに、 新しいパスワードが自動的に暗
号化されるこ とはあ り ません。 

「r3itosap.cfg ファ イルへの SAP SID の追加」 に示すよ うな出力が画面最下部に表示される

かど うかを調べ、 SAP システムが正し く追加されているこ とを確認します。 

図 4 r3itosap.cfg ファイルの一例

r3itosap.cfg ファ イルへの SAP SID の追加

"/var/opt/OV/share/conf/sapspi/r3itosap.cfg" 15 lines,1175 char
>>> Encoding passwords in file
>>> /var/opt/OV/share/conf/sapspi/r3itosap.cfg started
>>> Encoding of passwords done
>>> Scanning SAP systems for existing front-end done
>>> Symbolic link /usr/sap/SP6/SYS/exe/run -> /opt/OV/lbin/sapspi/sapgui 
created
>>> Directory /usr/sap/SP6/D0/work created
                          
 In order to activate this configuration, execute "Install Config" 
 and distribute the Monitors and Commands to the SAP R/3 managed node 

Press return to continue
-------------------------------------------------------------------------
----

r3itosap.cfg ファ イル内の情報はサービス  ディ レク ト リ  アプリ ケーシ ョ ン R/3 Service 
Discovery によ り、 SAP ランド スケープのサービス  ビュー生成に使用されます。 サービス  
ビュー機能を使用する場合は、 サービス検出を実行する前に、 サービス  ビューを生成する管理

対象ノードに r3itosap.cfg ポ リシーを割り当て、 配布して ください。 サービス検出の実行と

サービス  ビューの設定の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファ

レンス  ガイ ド』 を参照して ください。
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SAP ノード  グループへの SAP サーバーの割り当て

SPI for SAP をインス トールする と、 新しいノード  グループ sap が自動的に作成されます。 この

ノード  グループに SAP サーバーを割り当てます。 この割り当ては必須であるこ とに注意して く

ださい。 この手順を省略する と、 SAP サーバーからのメ ッセージは HPOM メ ッセージ ブラウ

ザにいっさい表示されません。

1 [ 登録ノード グループ ] ウ ィンド ウで、 [sap] ノード  グループを選択します。

2 表 7 に示す手順に従って、 監視するすべての SAP サーバーを sap ノード  グループに割り当

てます。

DCE 管理 Windows ノード用の追加設定

すべての DCE 管理 Windows ノードで、 opcmsg.exe ファ イルのパスを環境変数に設定する必

要があ り ます。 変数を作成し、 正しいパスを設定するには、 次の手順に従います。

1 DCE エージェン トが動作している  Windows ノードで、 opcmsg.exe ファ イルを検索しま

す。

2 システム変数 OvBinDir を作成します。

3 OvBinDir の値を opcmsg.exe ファ イルのパスに設定します。

ノードの追加を開始する前に、 Windows オペレーティング システムで動作しているすべての 
ノードに、 Microsoft .NET フレームワークの最新バージ ョ ンがインス トールされているこ とを

確認して ください。

表 7 管理対象ノードのノード  グループへの割り当て

現在の状況 手順

ノードがすでに HPOM 登録

ノードに属している

1 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウを開きま
す。

2 SAP ノードを選択します。

3 そのまま  [sap] ノード  グループ ア
イコンまでド ラ ッグし、 ド ロ ップ
します。

ノードが [HPOM] 登録ノード

に属していない

1 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウを開き、
メニュー バーから次の項目を選択
します。

[ アクシ ョ ン : ノード -> 追加 ]

2 新しいノードのグループと して 
[sap] ノード  グループを指定しま
す。

3 次の手順に進む前に、 新しい管理
対象ノードに HPOM エージェン ト  
ソフ ト ウェアをインス トールしま
す。
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SAP の作業範囲の割り当て

HPOM では、 オペレータの作業範囲をユーザー プロファ イルのかたちで割り当てるこ とができ

ます。 SPI for SAP は 4 つの新しいオペレータ  プロファ イルを作成します。 これらのプロファ イ

ルは、 ユーザーが SAP オペレータを作成する際のひな形と して利用できます。 次の 4 つの SAP 
専用ユーザー プロファ イルが [ 登録ユーザー プロファイル ] ウ ィンド ウに表示されます。

• SAP Administrator

• SAP Backup

• SAP Database

• SAP Operator

新しい HPOM ユーザーを追加する方法と して最も簡単なのは、 既存ユーザーをコピーしてユー

ザー名を変更し、 新しいユーザーの作業範囲を適切に編集する方法です。

1 [ 登録ユーザー ] ウ ィンド ウ と [ 登録ユーザー プロファイル ] ウ ィンド ウを開きます。

2 [ 登録ユーザー ] ウ ィンド ウで、 いずれかの既存ユーザー (opc_op など ) を選択して右ク リ ッ

ク し、 メニューから  [ コピー ...] を選択します。 [ ユーザーのコピー ] ウ ィンド ウが表示され

ます。

[ 名称 ] フ ィールド と  [ ラベル ] フ ィールドの値を変更します。 この例では、どちら も  SAP_op 
に変更したものと します。 

3 [ プロファイル ...] をク リ ッ ク して、 新しいユーザーにデフォルトの作業範囲とアプ リ ケー

シ ョ ンを割り当てます。 [ 新規ユーザのプロファイル ] ウ ィンド ウが表示されます。 

4 [ 登録ユーザー プロファイル ] ウ ィンド ウを開き、 利用可能なプロファ イルを確認します。 適
切なユーザー プロファ イル ( この例では SAP Operator) を選択し、 そのまま  [ 新規ユーザの

プロファイル ] ウ ィンド ウまでド ラ ッグして、 その中にド ロ ップします。

5 [ ユーザーのコピー ] ウ ィンド ウに戻り、 [OK] をク リ ッ ク します。 [ 登録ユーザー ] ウ ィンド ウ

内に、 コピー元と して使用した opc_op オペレータ と  SAP Operator ユーザー プロファ イル

のデフォルトの作業範囲を併せ持つ SAP_op ユーザーが表示されます。

 特定のユーザーに割り当てられている作業範囲は、 そのユーザーを [ 登録ユーザー ] ウ ィン

ド ウ内で選択し、 レポート を生成するこ とによ り確認できます。 レコードを生成するには、
次の項目を選択します。 

[ アクシ ョ ン : ユーティ リテ ィ  > リポート ... > オペレータ詳細 ]

特定オペレータの作業範囲やアプリ ケーシ ョ ンを変更するには

1 [ 登録ユーザー ] ウ ィンド ウで、 既存のユーザー ( この例では SAP_op) を選択して右ク リ ッ ク

し、 メニューから  [ 変更 ...] を選択します。 [ ユーザの変更 ] ウ ィンド ウが表示されます。

ユーザー プロファ イルで割り当てられる作業範囲はグローバルであるため、 作成す

る個別ユーザーの作業範囲マ ト リ ッ クスにただちに反映されるこ とはあ り ません。 一
方、 作成するユーザーの作業範囲はローカルであるため、 そのユーザーの作業範囲
マ ト リ ッ クスだけに表示されます。 したがって、 SAP Operator ユーザー プロファ イ

ルを SAP_op ユーザーに割り当てる場合には、 SAP Operator ユーザー プロファ イ

ルにデフォルトで含まれているすべてのメ ッセージと ノード  グループが SAP_op 
ユーザーに割り当てられますが、 これらのメ ッセージと ノード  グループは割り当て

直後には表示されません。
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2 既存ユーザーのデフォルトの作業範囲を変更する場合は、 [ 作業範囲 ...] ボタンをク リ ッ ク

します。 [ オペレータの作業範囲 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。 表 8 に、 SPI for SAP に標準

で含まれている各ユーザー プロファ イルと、 各 SAP オペレータ  プロファ イルにデフォルト

で割り当てられる メ ッセージ グループを一覧します。

表 8 SPI for SAP ユーザー プロファイルへのメ ッセージ グループの割り当
て

メ ッセージ グループ

デフォルトの SPI for SAP ユーザー プロファイル

SAP 
Admin.

SAP 
Backup

SAP 
Database

SAP 
Operator

R3 ABAP-4 ✓ ✓

R3 ALE ✓ ✓

R3_Buffers ✓ ✓

R3_Backup ✓ ✓

R3 CCMS ✓ ✓

R3_CTS ✓

R3_DB ✓ ✓ ✓ ✓

R3_Dispatch ✓ ✓

R3_Enqueue ✓ ✓ ✓

R3_General ✓ ✓

R3_ITS ✓ ✓

R3_Jobs ✓ ✓

R3_MON_ERROR ✓ ✓

R3_Performance ✓ ✓

R3_Roll-Paging ✓ ✓

R3_RFC ✓ ✓

R3_Security ✓ ✓

R3_Spooler ✓ ✓

R3_State ✓ ✓

R3_Syslog ✓ ✓ ✓ ✓

R3_Trace ✓ ✓

R3_Transport ✓

R3_Update ✓ ✓ ✓

R3_User ✓ ✓

R3_WP ✓ ✓

R3_XMI ✓ ✓ ✓ ✓
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3 既存ユーザーのデフォルトのアプリ ケーシ ョ ン割り当てを変更する場合は、 [ アプリケーショ

ン ...] ボタンをク リ ッ ク します。 [ ユーザのアプリケーション ] ウ ィンド ウが表示されます。

表 9 に、 SPI for SAP に標準で含まれている各ユーザー プロファ イルと、 各 SAP オペレー

タ  プロファ イルにデフォルトで割り当てられるアプリ ケーシ ョ ン  グループを一覧します。

4 変更作業が終了したら、 [ ユーザの変更 ] ウ ィ ンド ウに戻って [OK] をク リ ッ ク し、 変更を保

存します。

SPI for SAP テンプレートの SAP ノードへの割り当て

SPI for SAP のメ ッセージ ソース  テンプレートは複数のデフォルト  グループに分けられており、

これらのデフォルト  グループはすべてテンプレート  グループ SPI for SAP に属しています。 
SPI for SAP のテンプレート  グループは次のとおりです。

• SAP ITS 6.20

• SAP R3 4.6/6.xCI

• SAP R3 4.6/6.x/7.0AS/7.1kernel

• SAP R3 7.0CI/7.1kernel

• SAP NW Java Monitoring

1 台の管理対象ノードに割り当てるこ とができるテンプレート  グループは 1 つだけです。 割り当

てられるテンプレート  グループは、 ノードで動作している  SAP のバージ ョ ンと、 そのノードが

セン ト ラル インスタンス、 アプリ ケーシ ョ ン サーバーのどちらであるかによって決定されます。

独自のテンプレート  グループを作成するには、 既存のテンプレート  グループをコピーし、 その

内容を次の手順で編集します。

1 51 ページの図 5 の [ メッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィンド ウを使用して、 次の手順で

テンプレート  グループを作成し、 不要なテンプレート とモニタをすべて削除します。

表 9 SPI for SAP ユーザー プロファイルへのアプリケーシ ョ ン グループの
割り当て

アプリケーシ ョ ン 
グループ

デフォルトの SPI for SAP ユーザー プロファイル

SAP 
Admin.

SAP 
Backup

SAP 
Database

SAP 
Operator

SAP R/3 Admin ✓

SAP R/3 Admin Local ✓

SAP R/3 NT ✓ ✓

SAP R/3 UN*X ✓ ✓

SPI for SAP のデフォルト  テンプレート  グループには、 SPI for SAP に付属しているすべての 
SAP NetWeaver モニタ用のテンプレートが含まれています。 テンプレート  グループを割り当て

て配布する と、 そのグループに含まれているモニタが自動的に有効にな り ます。 不要なモニタか

らのメ ッセージの受信を回避するためにも、 テンプレート  グループを作成する際には、 必要な

モニタ とテンプレートだけを含むデフォルトのテンプレート  グループをひな形と して使用する

こ とが推奨されます。 また、 モニタ とテンプレートは、 SPI for SAP で管理する ノードに割り当

てて配布する前に、 運用環境に応じて調整するこ とが推奨されます。 それによ り不要なメ ッセー

ジの受信を回避できます。
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a [ メッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィンド ウを開き、 コピーするテンプレート  グルー

プを選択して [ コピー ...] ボタンをク リ ッ ク します。

b 新しいテンプレート  グループの名前と説明をフ ィールドに入力し、 [OK] をク リ ッ ク しま

す。

c 左側のペインで新しいテンプレート  グループを選択します。 右側のペインで不要なテン

プレート とモニタを選択し、 [ グループからの削除 ] ボタンを使用して削除します。

d 必要なモニタ とテンプレート を設定します。 詳細については、 『HP Operations Smart 
Plug-in for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 を参照して ください。

図 5 テンプレート  グループからのテンプレートの削除

2 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウで、 テンプレート を割り当てる  SAP ノードを選択します。 同時に

選択する各ノードは、 次の条件を満たしている必要があ り ます。

• すべて同じバージ ョ ンの SAP が動作している  ( 例 : 4.6/6.x)。

• すべて同じ役割 ( アプリ ケーシ ョ ン  サーバーまたはセン ト ラル インスタンス ) である。

3 メニュー バーから、 次のメニュー オプシ ョ ンを選択します。

[ アクシ ョ ン : エージェン ト  -> テンプレートの指定 ...] 

[ノード / テンプレートの指定 ] ウ ィンド ウが開きます。

4 [ 追加 ...] をクリックし、[ ノード /テンプレートの追加 ] ウ ィンド ウを開きます。

5 [ テンプレートウインドウ ...] をク リ ッ ク します。 [ メッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィ

ンド ウが表示されます。

6 左側のペインで [SPI for SAP] テンプレート  グループを展開し、 作成した 1 つ以上のテン

プレート  グループ ( 必要なモニタを含んでいるテンプレートのグループ ) を選択します。 こ

の選択は、 管理対象ノードにインス トールされている  SAP のバージ ョ ンと ノードの役割 ( セ
ン ト ラル インスタンスまたはアプリ ケーシ ョ ン サーバー ) によ り異な り ます。例 : SAP R/3 
4.6/6.x C. Inst. COPY. 

7 [ノード /テンプレートの追加 ] ウ ィンド ウ  ( 図 6 を参照 ) に戻り、[選択テンプレートの取得

] をク リ ッ ク します。

新し く割り当てられたテンプレートが [テンプレート ] リ ス トに表示されます。

8 [OK] をク リ ッ ク してテンプレートの割り当てを完了します。
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図 6 [ ノード / テンプレートの追加 ] ウィンドウ

SPI for SAP コンポーネン トの SAP ノードへの配布

この手順では、 設定ファイルを SAP 管理対象ノードに配布して設定し、 完了後には SPI for 
SAP のアクシ ョ ン、 コマンド、 モニタ、 およびテンプレート を SAP 管理対象ノードに配布しま

す。 手順は次のとおりです。 

1 アラート  モニタ とアラート収集モニタの SPI for SAP 設定ファイルを SAP 管理対象ノード

に配布してインス トールします。

a [ 登録ノード ] ウ ィンド ウで、 SPI for SAP 設定ファイルの配布先となる  SAP サーバーを

選択します。 最初の配布時には、 必ずすべての SAP ノードを選択して ください。

b 選択したノードを [SPI for SAP > SAP R/3 Admin] アプ リ ケーシ ョ ン グループ ウ ィンド ウ

までド ラ ッグし、 [ 設定のインストール ] アプリ ケーシ ョ ンにド ロ ップします。 

SPI for SAP モニタ設定ファ イルが選択した SAP サーバーに配布され、 インス トールさ

れます。 [ 設定のインストール ] アプリ ケーシ ョ ンの詳細は、 78 ページの 「[SAP R/3 
Admin] のアプリ ケーシ ョ ン」 を参照して ください。

2 SPI for SAP のアクシ ョ ン、 コマンド、 モニタ、 およびテンプレート を SAP 管理対象ノード

に配布します。

a SPI for SAP コンポーネン トの配布先となる  SAP サーバーを選択します。 最初の配布時

には、 必ずすべての SAP ノードを選択して ください。

b [ノード グループ ] ウ ィンド ウのメニュー バーから、次のメニュー オプシ ョ ンを選択し

ます。

[アクション : エージェント -> ソフトウェアと設定のインストール /更新 ...]

[HPOM ソフトウェアと設定のインストール /更新 ] ウ ィンド ウが表示されます (53 ページ

の 「HPOM ソフ ト ウェアと設定のインス トール / 更新」 を参照 )。

c 配布するコンポーネン ト を選択します。 この操作は 2 回実行する必要があ り ます。 次に

示すよ うに、 それぞれの操作で異なるコンポーネン ト を選択します。

— 最初の配布では、 モニタ設定を完了する前に、 次の各項目を選択します。

– アクシ ョ ン

– モニタ
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– コマンド

— 2 回目の配布ではモニタ設定の完了後に、 次の項目を選択します。

– テンプレート :

d [強制アップデート ] を選択します。 

e [OK] をク リ ッ ク して配布を終了します。

図 7 HPOM ソフ トウェアと設定のインストール / 更新

この操作で、 テンプレートに必要なすべてのコマンドを転送します。

ソフ ト ウェアのインス トールおよび更新で使用できるオプシ ョ ンの詳細は、 HPOM 管理者用の

オンライン ヘルプを参照して ください。
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6 高可用性クラスタでの SPI for SAP
この章では、 MC/ServiceGuard ク ラスタをはじめとする高可用性環境に SPI for SAP をインス

トールする方法を説明します。

この項の内容

この項では、 MC/ServiceGuard ク ラスタなどの高可用性環境で動作している  SAP サーバーに 
SPI for SAP をインス トールし、 設定する手順を理解するための情報を記載しています。 高可用

性クラスタで動作している  HPOM 管理サーバーに SPI for SAP をインス トールする方法の詳細

は、 25 ページの 「SPI for SAP ソフ ト ウェアのインス トール」 を参照して ください。

この項では、 ク ラスタ設定の説明に MC/ServiceGuard を使用しますが、 SPI for SAP に関する

限り、 他の高可用性環境においても基本的な概念は同じです。 この項では、 以下の ト ピッ クにつ
いて説明します。

• 56 ページの 「ク ラスタ構成」

SAP NetWeaver ランド スケープにおける最も一般的な高可用性ソフ ト ウェア実装の概要を

示します。

• 59 ページの 「始める前に」

高可用性環境で SPI for SAP のインス トールおよび設定を行う前に留意すべき項目のチェ ッ

ク  リ ス ト 。

• 61 ページの 「高可用性環境への SPI for SAP のインス トール」

高可用性環境での SPI for SAP のインス トール手順を、 順を追って説明します。

• 63 ページの 「高可用性環境での SPI for SAP の設定」

高可用性環境で SPI for SAP を設定する際のヒン ト と注意事項です。

• 69 ページの 「高可用性環境でのパフォーマンス  ツール」

HP Operations のパフォーマンス  ツールを、高可用性クラスタ内の SPI for SAP に最も効果

的に機能するよ うにセッ ト アップし、 使用する方法を説明します。

• 69 ページの 「高可用性環境でのサービス  レポート とパフォーマンス  グラフ」

高可用性クラスタ内の管理対象ノードを対象に、 SPI for SAP サービス  レポート とパフォー

マンス  グラフを生成する方法について説明します。

• 70 ページの 「高可用性環境でのサービス  ビュー」

SPI for SAP に付属のツールを使用して、 SAP 環境のサービス  ビューを自動的に生成できま

す。 

• 70 ページの 「高可用性環境での SPI for SAP の削除」

高可用性クラスタ内の管理対象ノードから  SPI for SAP を削除する手順を、 順を追って説明

します。
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クラスタ構成

SAP NetWeaver ランド スケープで最も一般的な高可用性ソフ ト ウェアの実装は、 セン ト ラル イ
ンスタンス  サーバーとデータベース  サーバーをク ラスタ内に構成し、 単一の統合パッケージを  
1 つ、 セン ト ラル インスタンス  サーバーにインス トールするか、 セン ト ラル インスタンス  サー

バーとデータベース  サーバーにそれぞれ 1 つ、 パッケージをインス トールするかの 2 つの形態

のいずれかです。 アプリ ケーシ ョ ン  サーバーは通常、 MC/ServiceGuard ク ラスタの一部と して

は構成しません。 この項では、 次の 2 種類の構成について詳し く説明します。

• シングル パッケージ

SAP データベース とセン ト ラル インスタンスを同じサーバー上に配置し、 両者を同じ  MC/
ServiceGuard パッケージに含めます。 問題が発生した場合には、 統合パッケージは一時的

に引き継ぎノードに切り替えられます。

• ツイン パッケージ

SAP データベース とセン ト ラル インスタンスを、 それぞれ個別のサーバーに配置します。

ホス ト  ノードまたは引き継ぎノードで障害が発生した場合には、 どちらのパッケージも、 一

時的に代替ノードへ切り替えるこ とができます。

シングルパッケージ構成

シングル パッケージの概念では、 通常時にデータベース とセン ト ラル インスタンスを実行する

サーバーが、 も う  1 台のサーバーと と もに単一のク ラスタ内に含まれます。 も う一方のサーバー

は、 パッケージの切り替えが発生した際に引き継ぎノード と して動作します。 引き継ぎノードに
は、 次のいずれかの役割を果たしているシステムを使用するこ とができます。

• SAP アプリ ケーシ ョ ン サーバー

• SAP テス ト / 開発システム

• 待機用システム

ク ラスタに含まれていないアプリ ケーシ ョ ン サーバーは、 MC/ServiceGuard パッケージ (❸) の
参照に、 MC/ServiceGuard パッケージが動作している ノードの固定 IP アドレスではなく、 パッ

ケージの再配置可能 IP アドレスを使用します。 障害が発生する と、 ホス ト  ノード  ( ク ラスタ  
ノード  ❶) 上のセン ト ラル インスタンス とデータベースが停止し、 引き継ぎノード  ( ク ラスタ  
ノード  ❷) 上でこれらの動作が再開されます。 同時に、 ホス ト  ノード上のボ リ ューム グループが

非アクティブにな り、 引き継ぎノード上でアクティブに戻り ます。
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図 8 シングル パッケージ構成

MC/ServiceGuard によるこれらのアクシ ョ ンが完了する と、 アプ リ ケーシ ョ ンはセン ト ラル イ
ンスタンス とデータベース  (57 ページの図 8 の ❸) に、 同じ再配置可能 IP アドレスを使用して

再接続できます。 再配置可能 IP アドレス とは、 その名前が示すとおり、 パッケージと と もに移

動する  IP アドレスです。

ツイン パッケージ構成

ツイン パッケージの概念では、 セン ト ラル インスタンス とデータベースは互いに異なるサー

バーにインス トールされます。 図 9 に示すよ うに、 こ こでは便宜上それぞれのクラスタ  ノード

を ❶ および ❷ と呼びます。 セン ト ラル インスタンス  サーバーとデータベース  サーバーは高可

用性ク ラスタを形成し、 パッケージ切り替え時には両方のサーバーが相手の引き継ぎノード と し
て動作します。

ホス ト  ノード 引き継ぎノード
MC/ServiceGuard ク ラスタ

❶

共有 
ディ スク

アプリ ケーシ ョ ン  サーバーは 
パッケージの IP アドレスを使用

SAP セン ト ラル 
インスタンス  
(CI) とデータ

ベース  (DB)

パッケージ切り替え
のためのフェイル
オーバー ノード

CI/DB パッケージ

切り替え後

❸

❷

CI/DB パッケージ

切り替え前

❸
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図 9 パッケージ切り替え前のツイン パッケージ構成

アプリ ケーシ ョ ン サーバーはク ラスタには含まれていません。 58 ページの図 9 に示すよ うに、

アプリ ケーシ ョ ン サーバーは各パッケージの参照に、 ク ラスタ  ノード  ❶ と  ❷ の固定 IP アドレ

スではなく、 それぞれのパッケージの再配置可能 IP アドレスを使用します。

セン ト ラル インスタンス  サーバーで障害が検出される と、 ク ラスタ  ノード  (❶) のセン ト ラル イ
ンスタンス  (❸) が停止し、 ク ラスタ  ノード  (❷) で動作が再開されます。 同時に、 ホス ト  ノード上

のセン ト ラル インスタンスのボ リ ューム グループは非アクティブにな り、 引き継ぎノード上で

アクティブ化されます。 

図 10 は、 SAP セン ト ラル インスタンス  パッケージ (❸) の切り替え後の状況を示しています。 セ
ン ト ラル インスタンス  パッケージがク ラスタ  ノード  (❷) 上で起動し、 動作が再開される と、 ア

プ リ ケーシ ョ ン サーバーはフェイルオーバー前と同じ  IP アド レスを使用してセン ト ラル インス

タンスに再接続できます。 セン ト ラル インスタンス  パッケージの再配置可能 IP アドレスは、 そ

の名が示すとおり、 フェイルオーバー発生時にパッケージと と もに移動します。

共有 ディ スク

MC/SG ク ラスタ

❶

SAP セン ト ラル 
インスタンス

❷
SAP データベース

アプリ ケーシ ョ ン サーバーは 
パッケージの IP アドレスを使用

MC/SG パッケージ

❸

MC/SG パッケージ

❹

SAP セン ト ラル 
インスタンス

SAP データベース
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図 10 パッケージ切り替え後のツイン パッケージ構成

始める前に 

この項には、 高可用性環境での SPI for SAP のインス トールと設定に役立つ情報を記載していま

す。 高可用性ソフ ト ウェアや HP Operations Manager のセッ ト アップ方法については説明して

いません。 SPI for SAP を高可用性環境にインス トールする手順を開始する前に、 次の各項の情

報をよ くお読みください。

• 59 ページの 「ソフ ト ウェアの要件」

• 60 ページの 「構成の要件」

• 60 ページの 「サービス  レポート とパフォーマンス  グラフ」

• 60 ページの 「サービス  ビュー」

ソフ トウェアの要件

運用している  SAP ランド スケープに高可用性ソフ ト ウェアが正し く インス トールおよび設定さ

れており、 ク ラスタが正常に機能している必要があ り ます。 たとえば、 セン ト ラル インスタンス  
サーバーとデータベース  サーバー用に単一のパッケージを設定するか、 それぞれのサーバーに

個別にパッケージを設定するかを決定する必要があ り ます。 こ こでの決定が後の設定手順で重要
にな り ます。

共有 ディ スク

MC/SG ク ラスタ

❶

SAP セン ト ラル 
インスタンス

➋

SAP データベース

アプ リ ケーシ ョ ン サーバーは再配置

されたパッケージ ❸ の IP アドレス

を使用

MC/SG パッケージ

MC/SG パッケージ

❹
SAP セン ト ラル 
インスタンス

SAP データベース

❸

❸
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構成の要件

MC/ServiceGuard ク ラスタ内の SAP サーバーは、 すでに HPOM 管理対象ノード と して設定さ

れ、 適切な HPOM のエージェン ト  ソフ ト ウェアと機能がインス トール済みで動作している必要

があ り ます。 

サービス レポート とパフォーマンス グラフ

MC/ServiceGuard ク ラスタ内のすべてのノードに対して SPI for SAP のサービス  レポート とパ

フォーマンス  グラフを生成するには、 次の各条件を満たす必要があ り ます。

• 適切なパフォーマンス  エージェン ト機能 (OVO Embedded Performance Component または 
HP Performance Agent) のインス トールと設定が完了しており、 MC/ServiceGuard ク ラス

タ内のすべてのノードで使用可能になっているこ と。

• 適切な SPI for SAP Performance サブエージェン ト統合機能のインス トールと設定が完了し

ており、 MC/ServiceGuard ク ラスタ内のすべてのノードで使用可能になっているこ と。 SPI 
for SAP Performance サブエージェン トのインス トールと設定の詳細は、 『HP Operations 
Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 を参照して ください。

• HP Performance Manager と  HP Reporter の両方が、 ク ラスタ  ノードにアクセス可能な 1 
台のマシンにインス トールされ、 正し く設定され、 利用可能になっているこ と。 これらの
サービスは、 通常はクラスタの一部ではない ( ク ラスタの一部とする必要がない ) こ とに注

意して ください。

サービス ビュー

SPI for SAP に付属のツールを使用して、 サービス  ビューを自動的に生成するこ とができます。 
SPI for SAP でサービス  ビューを使用する場合は、 Navigator をインス トールして、 SAP 環境内

で SPI for SAP に監視させるサービスを参照できるよ うに設定する必要があ り ます。 さ らに、

SPI for SAP パフォーマンス統合パッケージがインス トールされ、 適切なパフォーマンス関連

データを収集するよ うに設定されているこ と も確認して ください。

高可用性クラスタ内のすべての物理ノードが、 HPOM [ 登録ノード ] ウ ィンド ウに追加されてい

なくてはな り ません。 さ らに、 r3itosap.cfg ファ イルの host-mapping セクシ ョ ンで HPOM 
メ ッセージ ホス ト名と して定義したホス ト も、 ( 「その他」 ( メ ッセージのみ ) のタイプのノード

と して ) HPOM [ 登録ノード ] ウ ィンド ウに追加する必要があ り ます。 HPOM メ ッセージ ホス ト

名の定義の詳細は、 43 ページの 「監視する  SAP ク ラ イアン トの指定」 を参照して ください。

サービス検出プロセスは、 r3itosap.cfg ファ イルに保存されている情報を使用し、 監視対象

の SAP システムを決定します。 r3itosap.cfg ファ イルの host-mapping セクシ ョ ンに、 高可

用性ク ラスタ内のノード名を入力する必要があ り ます。 詳細については、 63 ページの 「高可用

性環境での SPI for SAP の設定」 を参照して ください。
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高可用性環境への SPI for SAP のインストール

SPI for SAP を MC/ServiceGuard 環境で使用するには、 HPOM エージェン ト と  SAP SPI のア

クシ ョ ン、 コマンド、 モニタ、 およびテンプレート を、 SAP パッケージを実行する可能性があ

る全ノード  ( ホス ト  ノード と引き継ぎ ( バッ クアップ ) ノード ) にインス トールする必要があ り

ます。 

SPI for SAP をク ラスタ ノードに配布する前に、 適切な SPI for SAP メ ッセージ ソース  テンプ

レート を割り当てる必要があ り ます。 たとえば、 SAP R3 4.6/6.x セン ト ラル インスタンスを含む

パッケージを実行する可能性がある各管理対象ノードには SAP R3 4.6/6.xCI などのセン ト ラ

ル インスタンス用メ ッセージ ソース  テンプレート  グループを割り当て、 SAP R3 7.0 セン ト ラ

ル インスタンスを含むパッケージを実行する可能性がある各管理対象ノードには SAP R3 
7.0CI/7.1kernel を割り当てます。 

ノード上で SAP インスタンスが実行されていない場合には SPI for SAP モニタはインス トール

直後から機能しますが、 メ ッセージは生成されません。 ただし、 SAP パッケージが実行されてい

ない待機ノードで、 SAP ダイアログを開く  SPI for SAP アプリ ケーシ ョ ンを実行しよ う とする

とエラーが返されます。

すでに管理対象クラスタ  ノード上でアプリ ケーシ ョ ン サーバー インスタンスが動作している場

合には、 モニタが実行され、 そのアプリ ケーシ ョ ン インスタンスに関する メ ッセージが生成さ

れます。 通常セン ト ラル インスタンス  サーバー上でのみ実行されるモニタは、 そのモニタが

パッケージ切り替え後に開始された場合に、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバー インスタンスの障害に

関連する メ ッセージを生成しないよ うに設定する必要があ り ます。 これによ り、 メ ッセージが重
複したり、 紛らわしいメ ッセージが生成された りするこ とを防止できます。 詳細については、 66 
ページの 「特別な設定を必要とするケース」 を参照して ください。

SPI for SAP モニタをインス トールするには

SPI for SAP モニタを MC/ServiceGuard 環境にインス トールするには、 通常の環境へのインス

トールの場合と同じよ うに、 HPOM の標準的なテンプレートの割り当ておよび配布のメカニズ

ムを使用します。 ただし、 通常環境の場合とは異なり、 ク ラスタ内の物理ノードごとに以下の操

作を行う必要があ り ます。

1 前提条件

SPI for SAP のアクシ ョ ン、 コマンド、 モニタ、 およびポ リシーのインス トールを開始する前

に、 SAP 環境の日次バッ クアップが正し くセッ ト アップされ、 復元に使用できる有効なバッ ク

アップが存在しているこ とを確認して ください。

r3status モニタは初回実行時に、 SAP System down メ ッセージを送信します。 
r3itosap.cfg ファ イルの HostMapping エン ト リによって、 システムの物理ホス トの名前は

セン ト ラル インスタンスの仮想ホス トの名前に対応付けられています。 このメ ッセージはメ ッ

セージ ブラウザには、 対応する仮想ホス トから着信したメ ッセージと して表示されます。 別の 
(SAP が動作している ) ノードでも  r3status モニタが初めて実行されている と、 そのモニタに

よって SAP System up メ ッセージが送信されます。 このメ ッセージも、 同じ仮想ホス トから着

信したよ うに表示されます。 この場合、 実際には 2 つの相反する メ ッセージが仮想ホス トから同

時に着信しています。 これらのメ ッセージのどちらが先に着信するかは予測できません。 このイ

ベン トが発生するのは、 r3status の初回実行時だけであ り、 r3status.his ファ イルが各

ノードで利用できないこ とが原因です。 r3status モニタがメ ッセージを送信するのは、 ノード

の現在のステータスが前回実行時と異なる場合に限られます。 前回実行時のステータスは 
r3status.his ファ イルに記録されています。
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この項で説明する  SPI for SAP モニタのインス トールを始める前に、 35 ページの 「SAP の
設定」 の項で説明したすべての手順を確実に完了してください。 同項では、 SAP と  HPOM 
が効率的に通信するために必要な、 適切なアカウン ト、 ログイン、 パス、 および権限を設定
する手順が、 順を追って説明されています。

2 高可用性クラスタを反映した r3itosap.cfg ファ イルのセッ ト アップ

高可用性クラスタの設定に関する情報を、 r3itosap.cfg ファ イルの host-mapping セク

シ ョ ンに入力する必要があ り ます。 r3itosap.cfg は、 SPI for SAP で監視する  SAP システ

ムを指定するために使用するファ イルです。 r3itosap.cfg ファ イルの詳細は、 43 ページの

「監視する  SAP ク ライアン トの指定」 を参照して ください。

3 モニタの設定

クラスタ  ノード上で実行する  SPI for SAP モニタを設定します。 MC/ServiceGuard ク ラス

タ内のすべてのノードに対する設定は同一でなくてはなり ません。 同一に設定しておく と、
パッケージの切り替え後に、 紛らわしいメ ッセージや誤解をまねく可能性のあるパフォーマ
ンス  データが生成されるのを回避できます。 詳細については、 40 ページの 「SPI for SAP モ
ニタの設定値」 を参照して ください。

4 コンポーネン トの割り当てと配布

HPOM GUI を使用して、 ク ラスタ内の各物理ノードに適切な SPI for SAP コンポーネン ト

を割り当てて配布します。 割り当てるテンプレートは、 管理対象ノードで実行されている  
SAP のバージ ョ ンと一致していなくてはなり ません。 さ らに、 ク ラスタ内のすべてのノード

に対して、 全く同一のコンポーネン ト  ( アクシ ョ ン、 コマンド、 モニタ、 およびテンプレー

ト ) を割り当てる必要があ り ます。 同一のコンポーネン ト を割り当てるこ とで、 SAP インス

タンスが高可用性ク ラスタ内のどこで実行されているかに関係な く、 SPI for SAP が同じ  
SAP インスタンスを同じ方法で監視し続けるよ う こ とが可能になり ます。

HPOM 管理対象ノードへの SPI for SAP コンポーネン トの割り当てと配布の詳細は、 43 
ページの 「HPOM の設定」 を参照して ください。 高可用性クラスタ内の各ノードに対して、

すべての手順を実行する必要があ り ます。

5 特別な考慮点

MC/ServiceGuard ク ラスタ内の各ノード上で、 各モニタの設定ファイル 
r3<monitor_name>.cfg に履歴パスを設定するこ とによ り、 各モニタがフェイルオーバー

によるパッケージの切り替えの前後を問わず、 履歴ファ イル r3<monitor_name>.his を確

実に参照できるよ うにします。 SPI for SAP のモニタ履歴ファイルの場所と、 設定または変

更が必要なオプシ ョ ンの詳細は、 64 ページの 「高可用性ク ラスタにおける履歴ファイルの監

視」 を参照して ください。

この項で説明する  SPI for SAP のインス トールと設定を始める前に、 適切なユー

ザー アカウン ト と権限が SAP および HPOM の両方にセッ ト アップされていない

と、 SPI for SAP のアクシ ョ ン、 コマンド、 およびモニタが正常に機能しません。 こ

のよ うな環境では、 誤ったメ ッセージや重複したメ ッセージが生成されたり、 不正
なパフォーマンス  データが収集されてしまいます。 

この規則の唯一の例外は、 引き継ぎノードがすでにアプ リ ケーシ ョ ン サーバーと し

て設定されている場合です。 詳細については、 66 ページの 「特別な設定を必要とす

るケース」 を参照して ください。
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高可用性環境での SPI for SAP の設定

ホス ト  ノード と引き継ぎノードが同一の役割を持つ通常的な高可用性ク ラスタでは、 SPI for 
SAP を 2 回インス トールする要領で SPI for SAP をインス トールできます。 ただし、 次の点に

ついて注意が必要です。

1 SPI for SAP の SAP ログオンとユーザー アカウン ト

r3itosap.cfg ファ イルの HostSapAssign セクシ ョ ンを使用して、 SAP ログオン、 アカウ

ン ト などをセッ ト アップします。 これらの設定は、 ク ラスタ内のすべての物理ノード上の 
SPI for SAP について必要です。詳細については、 66 ページの 「高可用性ク ラスタでの SAP 
ログインの定義」 を参照して ください。

2 監視対象とする高可用性ク ラスタ  ノードの情報の SPI for SAP への登録

高可用性クラスタの設定に関する情報を、 r3itosap.cfg ファ イルの host-mapping セク

シ ョ ンに入力する必要があ り ます。 r3itosap.cfg は、 SPI for SAP で監視する  SAP シス

テムを指定するために使用するファ イルです。 たとえば、 高可用性ク ラスタ内の物理ホス ト

名と、 そのク ラスタで発生したメ ッセージが HPOM メ ッセージ ブラウザに表示される と き

に関連付ける仮想ホス ト または再配置可能ホス トの名前を指定する必要があ り ます。 

さ らに、 物理ノードの リ ス トに、 SAPLOCALHOST に定義されたホス ト名を指定する必要

もあ り ますが、 指定する必要があるのは、 このホス トの名前が受信メ ッセージと関連付けた
いホス ト名と異なる場合のみです。 r3itosap.cfg ファ イル、 host-mapping セクシ ョ ンに

追加の必要なエン ト リ、 および必要な構文の詳細は、 43 ページの 「監視する  SAP ク ラ イア

ン トの指定」 を参照して ください。

最後に、 自動アクシ ョ ンやオペレータ起動アクシ ョ ンによって、 高可用性クラスタ内の仮想
ノードで確実に SAP GUI を開く こ とができる状態にするには、 r3itosap.cfg ファ イルに 
HostSapAssign エン ト リ を追加する必要があ り ます。 このエン ト リで、 変数 
SAPLOCALHOST で定義されているホス ト名を指定します。

3 SPI for SAP モニタの設定

クラスタ内の、 パッケージを実行するよ う設定されているすべての物理ノードで、 SPI for 
SAP モニタを全く同一に設定する必要があ り ます。 SPI for SAP モニタの設定の詳細は、

HP Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ドを参照して くださ

い。 

ク ラスタ内の特定のノードに固有のローカル設定をするこ とはお勧めしません。 固有の設定
をする と、 パッケージが切り替わった後に監視条件が変わってしま う可能性があ り ます。 66 
ページの 「特別な設定を必要とするケース」 は、 この規則の例外を示しています。

4 SPI for SAP コンポーネン ト を割り当てて配布します。

この作業では、 パッケージが設定および実行されている高可用性ク ラスタ内のすべての物理
ノードに、 適切な SPI for SAP コンポーネン ト を割り当ておよび配布します。 管理対象ノー

ドへのコンポーネン トの割り当てと配布の詳細は、 50 ページの 「SPI for SAP テンプレート

の SAP ノードへの割り当て」 および 52 ページの 「SPI for SAP コンポーネン トの SAP ノー

ドへの配布」 を参照して ください。

5 SPI for SAP モニタの履歴ファイル

フェイルオーバー パッケージ切り替えの前と後の両方で、 各 SPI for SAP モニタが正しい履

歴ファイルを確実に使用できるよ うにします。 詳細については、 64 ページの 「高可用性ク ラ

スタにおける履歴ファ イルの監視」 を参照して ください。

6 個々の SAP 環境特有の要件 

個々の SAP 環境特有の要件を SPI for SAP モニタが確実に認識するよ うにします。 詳細に

ついては、 66 ページの 「特別な設定を必要とするケース」 を参照して ください。
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クラスタ  ノード上のホス ト  マッピング

HPOM HTTPS エージェン トは、 高可用性クラスタ内で 1 台の物理ノードに複数の IP アドレス

が割り当てられている状況を検出する と、 HPOM 管理サーバーに、 そのク ラスタ用と して登録

されている  IP アドレスに関連付けられたホス ト名を示すメ ッセージを送信します。 このホス ト

名は、 メ ッセージの送信時点でク ラスタ  パッケージが動作していたノードの名前です。

この動作はク ラスタ環境における  HPOM HTTPS エージェン トの機能の 1 つですが、 この機能

が SPI for SAP のホス ト  マッピング機能よ り優先されるために、 メ ッセージ ブラウザに表示さ

れる メ ッセージと名前の関連付けが正し くない状況が発生する可能性があ り ます。 ホス ト  マッピ

ング機能に本来の動作をさせ、 高可用性クラスタから着信する  SPI for SAP メ ッセージに正しい

ホス ト名を表示させるには、 管理対象ノード上で HPOM HTTPS エージェン ト機能を無効化す

る必要があ り ます。 手順は次のとおりです。

1 高可用性クラスタ内で HPOM HTTPS エージェン トが動作している各物理ノードに管理者

権限を持つユーザーと してログオンし、 コマンド  シェルを開きます。

2 HPOM for UNIX で管理されている  HTTPS エージェン トに対して、 次のコマンドを実行し

ます。

ovconfchg -ns eaagt -set OPC_SET_PROXY_FLAG_FOR_IP_ADDRESSES 
'<IP_Address,IP_Address,...>'

高可用性クラスタ内の各物理ノードで ovconfchg コマンドを使用し、 いずれかの ク ラスタ

ノードから着信したメ ッセージがメ ッセージ ブラウザに表示される と きに、 HPOM 管理

サーバーに登録されている ク ラスタ  ノード名を置き換えるパッケージ ( 仮想ノード ) の IP 
アド レスを指定します。 ク ラスタ内で複数のパッケージ (HPOM と  for Oracle など ), が動作

している場合には、 複数の IP アドレスをカンマ (,) で区切って指定します。

3 次のコマンドを使用して、 新しい設定でエージェン ト を再起動させます。

opcagt -kill; opcagt -start

高可用性クラスタにおける履歴ファイルの監視

SPI for SAP のアラート  モニタ  (r3monal、 r3mondev、 r3monpro、 r3status) には、 それぞれ

専用の履歴ファ イルがあ り ます。 この履歴ファイルの拡張子は .his です (r3monal.his など

)。 いずれかの SPI for SAP モニタが開始するごとに、 そのモニタは履歴ファイル 
r3<monitor_name>.his の内容に基づいて最後に監視されたイベン ト を判別し、 今回の監視の

開始点を決定します。 このメカニズムは、 同じ メ ッセージを繰り返し生成しないよ うにするため
のものです。

r3monal が専用の履歴ファ イルに新しい情報を書き込むのは、 監視対象の SAP システムが動作

しており、 かつ SPI for SAP モニタが接続できる場合に限られます。 監視対象の SAP システム

が動作していない場合、 r3monal は最新のモニタの実行を反映してタイム スタンプだけを更新

します。 一方、 r3mondev、 r3monpro、 r3status の各モニタは、 監視対象の SAP システムが

動作中かど うかに関係なく、 実行されるたびにそれぞれの履歴ファイルに書き込みを行います。

ク ラスタ内の引き継ぎノードがアプ リ ケーシ ョ ン サーバーと しての役割も果たす場合は、 設定

手順を開始する前に、 66 ページの 「特別な設定を必要とするケース」 の説明を必ずお読みくだ

さい。

OPC_SET_PROXY_FLAG_FOR_IP_ADDRESSES の IP アドレス定義のリ ス ト内では空白は使

用できません。 OPC_IP_ADDRESS に指定された IP アドレスは IP アド レスの リ ス トに含めな

いよ うにして ください。
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r3monal モニタ用の履歴ファ イル r3monal.his

#-----------------------------------------------------------
# Keyword SAP SAP SAP Last Scan
# System Number Instance Time
LastScannedSystem =SP6 =33 =DVEBMGS33 =1073908785
----------------------------------------------------------------

SPI for SAP モニタの履歴ファイルは通常、 モニタが動作している管理対象ノード上の、 各モニ

タの設定ファイル (r3<monitor_name>.cfg) で設定されたディ レク ト リに保存されます。 この

ディ レク ト リは、 デフォル トでは /var/opt/OV/conf/sapspi (AIX 以外の UNIX 管理対象ノー

ド )、 /var/lpp/OV/conf/sapspi (AIX 管理対処ノード )、 または 
%OVAGENTDIR%¥conf¥sapspi (Microsoft Windows 管理対象ノード ) です。 ただし、 ク ラスタ  
パッケージが他のノードに切り替わる と、 SPI for SAP モニタは障害を起したク ラスタ  ノード上

に保存されている最新の履歴ファイルにアクセスできな くな り ます。 その結果、 HPOM に送信

済みのメ ッセージが重複して生成される可能性があ り ます。 r3monal の場合、 このメ ッセージの

重複は、 CCMSAcknowledgeMessage を有効にするこ とで回避できます。 
CCMSAcknowledgeMessage の詳細は、 『SPI for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 の

「CCMS 受諾メ ッセージ : r3monal」 の項を参照して ください。

アラート  モニタについての特別な考慮点

この項では、 高可用性環境に SPI for SAP アラート  モニタをセッ ト アップするための情報を記

載しています。 アラート  モニタ設定ファイルの内容および特に r3monal のキーワードについて

の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 を参照

して ください。 SPI for SAP アラート  モニタを高可用性環境にセッ ト アップするには、 以下の手

順を実行する必要があ り ます。

1 r3monal モニタで、 SAP の CCMS アラートに対する自動確認応答の機能を有効化 (=1) し、

重複したメ ッセージが OVO メ ッセージ ブラウザに表示されないよ うにします。

2 CCMS から  OVO メ ッセージ ブラウザに転送する メ ッセージ用に、 CCMS モニタ  セッ ト  (
「OpenView」 など ) と CCMS モニタ  ( 「SPI Monitoring」 など ) を定義します。 なお、 モニ

タセッ ト機能は XMI/XAL インタフェースでのみ使用可能です。

r3moncol モニタは、 履歴情報を SAP テーブル内に維持します。 したがって、 このモニタには 
.his 履歴ファ イルはあ り ません。 r3mondev モニタは SAP の ト レース  ファ イルと ログ ファ イ

ルを読み取り、 各ファ イルの行番号を r3mondev.his ファ イルに記録します。 そのため原理的

には、 パッケージが他のノードに切り替えられた場合に、 r3mondev が重複メ ッセージを送信す

る可能性は高くな り ます。 r3mondev.his がローカル ディ スクに保存されており、 r3mondev 
が切り替え先のノードで動作する場合、 SPI for SAP は切り替え前のノードですでにスキャンさ

れた箇所からスキャンを開始します。

SAP インスタンスの起動後には、 新しい dev_* ファ イルが作成されます。 既存の dev_* ファ

イルの大部分は、 新規ファイルの作成前に dev_*.old ファ イルにコピーされます。 r3mondev 
が dev_*.old ファ イルを監視するこ とはあ り ません。

r3mondev は (r3mondev.his 内の 「Inode」 列の情報によって ) ファ イルの新規作成を検出し、

そのファ イルのスキャンを先頭から開始します。 したがって、 r3mondev にはデフォルト設定が

使用可能で、 r3mondev.his を共有ディ スクに保存する必要はあ り ません。
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高可用性クラスタでの SAP ログインの定義

SPI for SAP を高可用性環境にセッ ト アップする際には、 ク ラスタ内のすべての物理ノード上の 
SAP インスタンスへの参照を、 必ず r3itosap ファ イルに登録して ください。 SPI for SAP は、

このファ イルを使用してすべての SAP ログインを定義します。 このファ イルに追加や変更を行

う場合は、 高可用性クラスタ内の物理ノード名を使用する必要があ り ます。 SPI for SAP モニタ

によるホス ト名検索では、 ( パッケージに関連付けられた再配置可能 IP アドレスではな く ) 物理

ノードが参照されます。

高可用性クラスタ内の引き継ぎノードがすでにアプリ ケーシ ョ ン  サーバーと して設定されてい

る場合、 SAP セン ト ラル インスタンス  (=CI) とアプ リ ケーシ ョ ン サーバー (=APP) の両方に対

するログインは、 一部の SPI for SAP コンポーネン トの問題につながる可能性があ り ます ( 例 : 
r3moncol と  r3monpro。 この 2 つのコンポーネン トには、 66 ページの 「特別な設定を必要とす

るケース」 で説明しているよ うに特殊な設定が必要です )。

自動アクシ ョ ンやオペレータ起動アクシ ョ ンによって、 高可用性ク ラスタ内の仮想ノードで確実
に SAP GUI を開く こ とができるよ うに、 r3itosap.cfg ファ イルに HostSapAssign エン ト リ

を追加します。 このエン ト リによって、 変数 SAPLOCALHOST で定義されているホス ト名が指定

されます。

特別な設定を必要とするケース

効率やコス ト上の理由によ り、 高可用性クラスタ内の引き継ぎノード  ( バッ クアップ ノード ) が
すでにアプリ ケーシ ョ ン サーバーと して使用されている場合があ り ます。 運用環境がこのよ う な

構成で、 かつ定常的に負荷が高く、 フェイルオーバーによるパッケージ切り替え後もセン ト ラル 
インスタンスのパフォーマンスを切り替え前と同じレベルに維持する必要がある場合は、 フェイ
ルオーバー後に引き継ぎノードのアプリ ケーシ ョ ン サーバーを停止して、 マシンのパフォーマ

ンスをセン ト ラル インスタンスのみに使用させるこ と もできます。 そのよ う な場合には、 ユー

ザーからの負荷を使用可能な他のアプリ ケーシ ョ ン サーバーに分散します。 

パフォーマンスが問題にならない環境であれば、 フェイルオーバーによるパッケージ切り替えの
後もアプ リ ケーシ ョ ン サーバー インスタンスを引き継ぎノード上でそのまま実行しておいても

かまいません。 ただし、 SAP アプリ ケーシ ョ ン サーバーのインスタンスを SAP セン ト ラル イン

スタンス と同じマシンで実行する場合は、 確実に SPI for SAP モニタにこの事実を認識させて、

セン ト ラル インスタンス とアプリ ケーシ ョ ン サーバーの両方に対してメ ッセージを生成しない

よ うにする必要があ り ます。 セン ト ラル インスタンスに対してのみ動作するよ うに設計されてい

る  SPI for SAP モニタは、 アプリ ケーシ ョ ン サーバー インスタンスの監視を行わないよ うに

セッ ト アップする必要があ り ます。 たとえば、 r3moncol と  r3monpro モニタには特別な注意が

必要です。 

各 SPI for SAP モニタにはそれぞれ固有の設定ファイルがあ り、 このファ イルで、 モニタが 
SAP ランド スケープ内のどの SAP NetWeaver インスタンスを監視対象とするか、 さ らにはどの

情報を収集すべきかを定義します。 たとえば、 r3monpro.cfg ファ イルを使用して、 セン ト ラル 
インスタンスのプロセスまたはアプ リ ケーシ ョ ン サーバーのインスタンスに関連付けられたプ

ロセスの情報を収集するよ う   r3monpro モニタを設定します。 『HP Operations Smart Plug-in 

SPI for SAP は、 r3itosap.cfg ファ イルの host-mapping セクシ ョ ンを使用して、 高可用性ク

ラスタの設定情報を定義します。 この情報には、 物理ホス ト名やク ラスタから発信される メ ッ
セージと関連付けられた管理対象ノード名などが含まれます。 詳細については、 63 ページの

「高可用性環境での SPI for SAP の設定」 を参照して ください。
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for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 には、 個々の SPI for SAP モニタについての多くの

情報と と もに、 ご使用の環境の要件に合わせるためにどのよ うな設定が可能かについてのヒン ト
も記載されていますので、 必要に応じて参照して ください。

表 10 に、 SAP インスタンス とモニタの対応関係を示します。 

高可用性クラスタでの r3moncol モニタ

r3moncol モニタは、 iDOC ステータス  モニタ  (r3monale) や ABAP ダンプ モニタ  (r3mondmp) 
を含む SPI for SAP のすべてのアラート  モニタからアラート を収集します。 各アラート  モニタ

は、 定義されたスケジュールに従ってアラート  コレク タが確実に実行されるよ うにし、 呼び出

した関数から返される メ ッセージを報告します。

引き継ぎノード上で実行中のアプリ ケーシ ョ ン サーバーに関連付けられた SAP インスタンス番

号は、 フェイルオーバーによるパッケージ切り替えの後に引き継ぎノードで開始する  SAP セン

ト ラル インスタンス と関連付けられた SAP インスタンス番号とは同じではあ り ません。

表 10 SPI for SAP のモニタ

SPI for SAP モニタ名
セン ト ラル 
インスタンス

アプリケーシ ョ ン 
サーバー

r3monaco ✓

r3monale ✓

r3monal a

a. CCMS 4.x のみ

✓

r3monchg ✓

r3moncts ✓

r3mondev ✓ ✓

r3mondisp ✓ ✓

r3mondmp ✓

r3monjob ✓

r3monlck ✓

r3monoms b

b. SAP の変更に伴い、 WebAS 7.0 では、操作モード  モニタ  r3monoms がサ

ポート されません。

✓

r3monpro ✓ ✓

r3monrfc ✓

r3monspl ✓

r3monsec ✓

r3status ✓ ✓

r3montra ✓

r3monupd ✓

r3monusr ✓

r3monwpa ✓
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r3moncol モニタは SAP セン ト ラル インスタンス上でのみ実行されるこ とを意図しています。 
アプリ ケーシ ョ ン サーバーを対象にして動作するよ うには設計されていません。 したがって、 高

可用性クラスタ内の引き継ぎノードでアプ リ ケーシ ョ ン サーバーが動作している場合は注意が

必要です。 すなわち、 フェイルオーバー後に引継ぎノード上でセン ト ラル インスタンスが再開

されたと きに起動する各モニタが、 アプリ ケーシ ョ ン  サーバーとセン ト ラル インスタンスのど

ちらの SAP インスタンスを監視すべきか混乱しないよ うにする必要があ り ます。 

セン ト ラル インスタンス とアプリ ケーシ ョ ン サーバーが同じ ク ラスタ  ノードで同時に実行され

ている場合に起こる問題を回避するには、 たとえば、 システムのフェイルオーバー後に引き継ぎ
ノードでセン ト ラル インスタンスが再開されたと きに r3moncol によって起動されるすべての

モニタが、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーと関連付けられたアラート を無視してセン ト ラル インス

タンスのアラートのみを監視するよ うする、 といった設定が必要になり ます。 このためには、

67 ページの表 10 にリ ス ト されている  SPI for SAP の各セン ト ラル インスタンス  モニタの設定

ファイルを変更して、 モニタ と特定の SAP セン ト ラル インスタンス番号 (00 など ) を関連付け

ます。 デフォルトでは、 SPI for SAP モニタは、 ノード上にあるすべての SAP インスタンスを

監視するよ うに設定されていますが、 こ こで説明した特殊なケースでは、 監視対象にアプ リ ケー
シ ョ ン サーバー インスタンスも含まれてしまいます。

68 ページの 「r3monale モニタを SAP インスタンス番号に関連付ける」 は、 モニタ  r3monale 
を引き継ぎノード  nodename2.com 上のセン ト ラル インスタンス  ( たとえば 00) のみを監視し、

すでに実行中のアプリ ケーシ ョ ン サーバー ( たとえば 01) のインスタンスを監視しないよ うに設

定した場合の、 引き継ぎノード上の r3monale モニタの設定ファイルを示しています。 このファ

イルで指定する ノード名は、 物理クラスタ  ノードの名前であるこ とに留意して ください。

r3monale モニタを SAP インスタンス番号に関連付ける

#AlertMonFun SAP SAP SAP SAP Alert Enable=1 (...)

# Host System Number Client Monitor Disable=0 (...)

#----------------------------------------------------------------------------
--

AlertMonFun =ClusterNodeA =CI =00 =099 =ALE =1 (...)

AlertMonFun =ClusterNodeB =CI =00 =099 =ALE =1 (...)

高可用性クラスタでの r3monpro モニタ

r3monpro モニタは、 ダイアログ、 エンキュー、 アップデート、 バッチ、 ディ スパッチ、 メ ッ

セージ、 ゲート ウェイ、 およびスプール ワークプロセスなど、 指定された SAP インスタンスに

関連付けられたすべてのプロセスをスキャンし、 確認します。 また、 r3monpro モニタはデータ

ベース  プロセスの監視に使用するこ と もできます。

高可用性クラスタ内の引き継ぎノードがアプリ ケーシ ョ ン サーバーを実行している場合、 パッ

ケージの切り替え後にそのパッケージによって開始される  r3monpro モニタは、 セン ト ラル イ
ンスタンスに属するプロセス と同様にアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーに関連付けられたプロセスも

監視が必要であるこ とを認識しないこ とに注意する必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ン サーバー

に関連付けられたプロセスを監視対象と して認識させる  1 つの方法は、 r3monpro が監視するプ

ロセスの正確な番号を r3monpro.cfg ファ イル内の 「Process number=#」 列で指定するこ とで

す。 監視対象のプロセスの番号は、 どのノードでも、 フェイルオーバーによるパッケージ切り替
えの前後で同じにする必要があ り ます。

さ らに、 複数の SAP インスタンスを実行する ノード  ( たとえばパッケージ切り替えの後など ) 
で、 特定の SAP インスタンスに属するプロセスだけを監視するよ うに r3monpro モニタを設定

したい場合には、 どの SAP インスタンスを監視すべきかを認識するよ うに r3monpro モニタを

設定する必要があ り ます。 監視すべきインスタンスを認識させるには、 ク ラスタ内の引き継ぎ

ノード上の r3monpro.cfg ファ イルを編集し、 各 SAP インスタンス番号 ( 「SAP Number=」 列

で定義 ) が適切なプロセス名と リ ンク させます。 「r3monpro モニタを SAP インスタンス番号に

関連付ける」 を参照して ください。
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r3monpro モニタを SAP インスタンス番号に関連付ける  

#AlertInstMonPro SAP SAP Process Enable Mode Process (...)
# System Number name =1 number (...)
#--------------------------------------------------------------------------
AlertInstMonPro =T11 =00 =saposcol =1 =Exact =1 (...)
AlertInstMonPro =T11 =01 =saposcol =1 =Exact =1 (...)

高可用性環境でのパフォーマンス ツール

Performance Agent ( または OVO Embedded Performance Component) を使用して MC/
ServiceGuard 環境の SAP NetWeaver を監視する場合は、 ク ラスタ内の両方のノード  ( ホス ト  
ノード と引き継ぎノード ) に Performance Agent をインス トールして、 両方のノードの同じ

SAP システムと インスタンスを監視するよ うに Performance Agent を設定する必要があ り ます。 

フェイルオーバーとその後のパッケージ切り替えが実行される と、Performance Agent はホス ト  
ノード上での SAP メ ト リ ッ クの値の収集を停止し、 引き継ぎノードでパッケージが開始される

と同時に、 引き継ぎノードの監視および適切な SAP メ ト リ ッ クの報告を開始します。 CPU や
ディ スクのパフォーマンス といった物理コンポーネン トのメ ト リ ッ クは、 パッケージがどちらの
ノードで実行されているかに関わらず、 引き続き両方のノード上で収集されます。 この点を考慮
して、 パフォーマンス  レポート とグラフを生成するよ うにして ください。

高可用性環境でのサービス レポート とパフォーマンス グラ

フ

高可用性クラスタ内のすべてのノードを対象と して SPI for SAP サービス  レポート とパフォー

マンス  グラフを生成するには、 HP Performance Manager と  HP Reporter がインス トールさ

れ、 正し く設定され、 ク ラスタ  ノードからアクセスできるマシン上で実行されていなければな

り ません。 さ らに、 適切な Performance Agent 機能 (Embedded Performance Component また

は HP Performance Agent) のインス トールと設定が完了しており、 高可用性クラスタ内のすべ

てのノードで利用可能であるこ と、 および適切な SPI for SAP Performance サブエージェン ト統

合機能がインス トールされ、 正し く設定されているこ とを確認する必要があ り ます。

r3perfagent は常にクラスタ環境内の物理ホス ト名を使用するため、 r3perfagent を手動モー

ド  (888) で設定するこ とによって、 ク ラスタ型 SAP システムの詳細を指定する必要があ り ます。 
r3perfagent を物理クラスタ  ノードで設定する際に、 対応する仮想ノードが SAP システムに存

在する と、 r3perfconfig によってオプシ ョ ン (x) が提示されるこ とがあ り ます。 その場合は、 物

理クラスタ  ノード名を指定して手動設定 (888) を使用して ください。 

SPI for SAP サービス  レポートでは、 ク ラスタ上の Performance エージェン トが長期に渡って

収集した値は相関付けされません。 このレポートはデータを、 ク ラスタ  ノード単位で処理しま

す。 これは、 パッケージがホス ト  ノードから引き継ぎ ( バッ クアップ ) ノードに切り替わった場

合に、 切り替えられたインスタンスの値がク ラスタ内の 2 つのノードに分かれてしま う こ とを

意味します。 対象の環境がこのケースにあてはまる場合には、 SAP パフォーマンスの全容を把

握するためには両方のノードからの報告を使用する必要があ り ます。

オペレーティング システム (OS) レポートはク ラスタ内の個々の物理ノードに関連付けられてい

るこ とに注意して ください。 これは、 SPI for SAP モニタが、 SAP パッケージが実行されてい

なくても  ( たとえばバッ クアップ ( 引き継ぎ ) ノード上で ) OS データを収集するこ とを意味しま

す。
高可用性クラスタでの SPI for SAP 69



SAP、 ハード ウェア、 ネッ ト ワーク関連のメ ト リ ッ クを使用して高可用性ク ラスタのレポート と

グラフを生成できます。 これらのメ ト リ ッ クは、 Performance Agent がク ラスタ内の物理ノード

から収集します。 Performance Agent はクラスタ内のすべての物理ノード上で実行され、 SAP 
パッケージとは無関係のため、 ハード ウェアまたはネッ ト ワーク関連のメ ト リ ッ クを使用するレ
ポートは、 SAP パッケージの実行されていない期間も含むよ うに設定するこ とができます。 た

とえば、 パッケージ切り替え前の引き継ぎノードやパッケージ切り替え後のホス ト  ノードをレ

ポート対象に含めるこ とができます。 ステータスや可用性などの SAP 関連のメ ト リ ッ クは、

パッケージを実行している物理ノード と ( およびパッケージを実行している期間 ) にリ ンク して

いますので注意してください。

高可用性環境でのサービス ビュー

SPI for SAP に付属のツールを使用して、 SAP 環境のサービス  ビューを自動的に生成するこ と

ができます。 SPI for SAP でサービス  ビューを使用する場合は、 Navigator をインス トールして、

SAP ランド スケープ内で SPI for SAP に監視させるサービスを参照できるよ うに設定する必要

があ り ます。 さ らに、 SPI for SAP パフォーマンス統合パッケージがインス トールされ、 適切な

パフォーマンス関連データを収集するよ うに設定されているこ と も確認して ください。

サービス検出テンプレートは、 r3itosap.cfg ファ イル ( および host-mapping セクシ ョ ン ) を
読み取って、 SPI for SAP が監視している  SAP システムを特定できる必要があ り ます。

r3itosap.cfg ファ イルの host-mapping セクシ ョ ンでは、 高可用性ク ラスタ内のノード名を

指定します。 さ らに、 ク ラスタのノードから生成される メ ッセージと ノード名を関連付けます。
r3itosap.cfg ファ イルの内容の詳細は、 63 ページの 「高可用性環境での SPI for SAP の設

定」 および 43 ページの 「監視する  SAP ク ラ イアン トの指定」 を参照して ください。

 高可用性環境での SPI for SAP の削除

SPI for SAP のソフ ト ウェアと機能は、 製品がインス トールされ設定された MC/ServiceGuard
ク ラスタ内の各物理ノードから削除する必要があ り ます。 これには、 以下の手順を実行します。

1 ク ラスタ内の管理対象ノードに SPI for SAP Performance サブエージェン ト をインス トール

した場合は、 手順 2 に進む前に、 MC/ServiceGuard ク ラスタ内の SAP 管理対象ノードか

ら、 このサブエージェン ト と関連コンポーネン ト を削除する必要があ り ます。 詳細について
は、 89 ページの 「SAP 管理対象ノードからの SAP/Performance サブエージェン トの削除」 
を参照して ください。

2 SPI for SAP Performance サブエージェン ト を削除したら、MC/ServiceGuard ク ラスタ内の 
SAP 管理対象ノードから  SPI for SAP コンポーネン ト を削除する必要があ り ます。 詳細につ

いては、 90 ページの 「HPOM 管理対象ノードからの SPI for SAP の 削除」 を参照して くだ

さい。

サービスツ リーに表示されるのは物理ノードのみで、 データは任意の時点でパッケージが実行さ
れている物理ノードからのみ収集されます。
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7 Smart Plug-in for SAP の使用
この章では SPI for SAP と  HPOM の統合の概要を示し、 通常的な SPI for SAP セッシ ョ ンにつ

いて説明します。

はじめに

SPI for SAP のインス トールと設定が完了する と、 SAP NetWeaver 環境の監視を開始できます。

SAP 作業範囲を割り当てられたオペレータのユーザー名とパスワードを使用して HPOM にログ

オンする と、 [HPOM登録ノード ]、 [ メッセージ グループ ]、 [ 登録アプリケーション ] の各ウ ィン

ド ウにその他の SAP 専用コンポーネン トが表示されます。 また、 HPOM メ ッセージ ブラウザ

には SAP 関連のメ ッセージが表示されます。

この章では、 HPOM に統合されている  SAP コンポーネン トの概要と、 通常的な SPI for SAP 
セッシ ョ ンの実行に必要となる次の各手順について説明します。

• 71 ページの 「HPOM 登録ノード  ウ ィンド ウ」

• 72 ページの 「登録メ ッセージ グループ ウ ィンド ウ」

• 75 ページの 「HPOM メ ッセージ ブラウザ ウ ィ ンド ウ」

• 76 ページの 「HPOM 登録アプ リケーシ ョ ン ウ ィンド ウ」

• 87 ページの 「HPOM での SAP メ ッセージの操作」

HPOM 登録ノード  ウィンドウ

登録ノード ウ ィンド ウには、 オペレータの作業範囲に含まれる各ノードのアイコンが表示されま

す。 ノードのアイコンは、 そのノードから着信する メ ッセージの最大重要度を表す色で表示され
ます。 たとえば、 ステータス伝達オプシ ョ ンが 「最も危険な状態を伝達」 に設定されている場
合、 未受諾の 「危険域」 メ ッセージが 1 つ以上存在する ノードのアイコンは赤にな り ます。 「危

険域」 メ ッセージがすべて受諾される と、 ノードのアイコンは残りのアクティブ ( または未受諾

の ) メ ッセージの重要度の中で、 最も高い重要性を表す色に変化します。
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図 11 HPOM 登録ノード  ウィンドウ

特定の管理対象ノードでアプ リ ケーシ ョ ン デスク ト ップ機能を使用するには、 登録ノードウ ィ ン

ド ウ内でアイコンをク リ ッ ク し、 ノードを選択する必要があ り ます。

登録メ ッセージ グループ ウィンドウ

[ 登録メッセージ グループ ] ウ ィンド ウには、 特定のオペレータの作業範囲に含まれる各メ ッ

セージ グループのアイコンが表示されます。 このウ ィンド ウでは、 各グループのステータスを

確認し、 特定のグループを選択してメ ッセージを確認するこ とができます。 HPOM はメ ッセー

ジ グループを使用して、 類似または関連する管理対象オブジェク トに関する管理情報を選択さ

れた名前でまとめ、 グループ レベルでステータス情報を提供します。
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図 12 HPOM メ ッセージ グループ 

[ 登録ノード ] ウ ィンド ウ と同様に、 アイコンの色が現在のステータスを表します。 [ 登録メッ

セージ グループ ] ウ ィンド ウ内のアイコン色の変化は、 オペレータ環境内の管理対象ノードのス

テータスが変化したこ とを示します。 重要度が危険域のメ ッセージがブラウザに着信する と、 [
登録メッセージ グループ ] ウ ィンド ウが自動的に開いて最前面に表示され、 イベン ト を通知しま

す。 ただし、 危険域のメ ッセージが着信しても、 このウ ィンド ウが元の位置から動かないよ うに 
HPOM を設定するこ と も可能です。

SAP 作業範囲が割り当てられているオペレータ と してログオンしている と き、 [ 登録メッセージ 
グループ ] ウ ィンド ウには、 HPOM 管理者から割り当てられた作業範囲に応じて、 表 11 に示す 
SAP 専用メ ッセージ グループの一部またはすべてが表示されます。

表 11 SPI for SAP メ ッセージ グループ

メ ッセージ 
グループ 内容 / 目的

R3_ABAP-4 ABAP/4 データベース  イベン ト

R3_ALE NetWeaver システム内の iDOC のステータスに関

するイベン ト

R3_Buffers SAP NetWeaver インスタンスのバッファの問題

R3_Backup SAP NetWeaver のバッ クアップ メ ッセージ

R3_CCMS XMI/XAL インタフェースを使用するよ うに設定さ

れている  r3monal から着信した CCMS アラート  
メ ッセージ
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メ ッセージ グループのデフォルト設定の変更

SPI for SAP では便宜上、 モニタで生成されたメ ッセージが特定のメ ッセージ グループに自動的

に割り当てられます。 たとえば、 データベースに関連する メ ッセージは R3_DB メ ッセージ グ
ループに割り当てられます。 これによ り、 HPOM メ ッセージ ブラウザに表示されたメ ッセージ

を見たと きに、 問題の大まかな分類が分かりやすくな り ます。 ただし、 このデフォルト設定は、
実際の運用環境のニーズに応じて変更するこ と も可能です。

たとえば、 SPI for SAP の CCMS Alert モニタ  (r3monal) を、 SAP 内の XMI/XAL インタフェー

スを使用するよ うに設定する と、 r3monal が生成したメ ッセージは SPI for SAP によって、 自動

的に R3_CCMS メ ッセージ グループに割り当てられるよ うにな り ます。 ただし、 このソースは大

量のメ ッセージを生成するため、 メ ッセージで示される問題の性質をよ り的確に反映した複数の
サブグループに再割り当てする方が効果的な場合もあ り ます。

R3_CTS 修正 移送システムのアラート  メ ッセージ

R3_DB SAP NetWeaver データベースの内部イベン ト

R3_Dispatch ABAP ディ スパッチャ  イベン ト

R3_Enqueue サーバー メ ッセージのエンキュー

R3_General 汎用および SAP NetWeaver コレク タ  メ ッセージ

R3_ITS ITS サーバーのステータス関連のメ ッセージ

R3_Jobs SAP NetWeaver ジ ョブ

R3_MON_ERROR SPI for SAP モニタ特有のエラー メ ッセージ

R3_Performance SAP NetWeaver のパフォーマンス  メ ッセージ

R3_RFC RFC 宛先モニタ  r3monrfc からのメ ッセージ 

R3_Roll-Paging ローリ ングおよびページング アクティビティ

R3_Security SAP NetWeaver システムのセキュ リ ティ関連イベ

ン ト

R3_Spooler スプーラ  イベン ト

R3_State ステータス情報の設定

R3_Syslog syslog ログ ファ イル内の SAP NetWeaver エン ト

リ

R3_Trace トレースがオンの場合のト レース情報

R3_Transport 移送関連メ ッセージ

R3_Update 更新エラー メ ッセージ

R3_User ユーザーおよび使用状況のメ ッセージ

R3_WP ワーク  プロセス  イベン ト

R3_XMI 特殊な syslog XMI メ ッセージ

表 11 SPI for SAP メ ッセージ グループ ( 続き )

メ ッセージ 
グループ 内容 / 目的
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個々のメ ッセージの割り当て先は、 メ ッセージの生成基準になる メ ッセージ条件の属性を変更す
るこ とによ り、 別のメ ッセージ グループに変更するこ とができます。 なお、 SAP のデータベー

スで生成される メ ッセージは、 最初はメ ッセージ グループ R3_CCMS に割り当てられていますが、

Oracle、 DB2、 または SQLServer データベースの問題に起因する メ ッセージであるこ とを示す

定義済み条件に一致する場合は、 メ ッセージ グループ R3_DB に再割り当てされます。

図 13 メ ッセージ グループのデフォルト設定 

メ ッセージ条件の属性を変更するには、 図 13 に示すよ うにメ ッセージを選択し、 [ 変更 ...] ボタ

ンをク リ ッ ク します。 表示される  [ 条件 No. #] ウ ィンド ウの [ 属性の設定 ] セクシ ョ ンで、 [
メッセージ グループ ] フ ィールドの値を、 生成される メ ッセージの新しい割り当て先にする メ ッ

セージ グループの名前に一致するよ うに変更します。

HPOM メ ッセージ ブラウザ ウィンドウ

[ メッセージ ブラウザ ] ウ ィンド ウには、 ユーザーに割り当てられている メ ッセージ グループの

管理対象ノードからディ スプレイ  ステーシ ョ ンに着信したすべてのアクティブ メ ッセージが一

意に表示されます。

このウ ィンド ウは、 メ ッセージの確認と管理に使用できるほか、 問題解決にも活用できます。 着
信したメ ッセージは、 あらかじめ設定された属性とステータス情報付きで表示されます。 この
ウ ィンド ウでは、 次の操作を行う こ とができます。

• 個々のメ ッセージについて、 すべての詳細情報をチェッ ク し、 次の処理を通じてメ ッセージ
の起因となったイベン ト を解決する。

— オペレータ定義アクシ ョ ンの実行

— HPOM による自動アクシ ョ ンの実行

• アクシ ョ ンを随時再実行する  ( アクシ ョ ンの実行停止も可能 )。

• メ ッセージを出力してメ ッセージ レポートの資料にする。

• アクシ ョ ンを文書化し、 HPOM の注釈機能を使用して実行済みアクシ ョ ンを読む。

• アクシ ョ ンの完了後に [ メッセージ ブラウザ ] ウ ィンド ウ内でメ ッセージを受諾する。
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図 14 HPOM メ ッセージ ブラウザ

SAP 関連メ ッセージ

着信したメ ッセージは、 あらかじめ設定された属性とステータス情報付きで表示されます。 これ
らの情報は、 SAP 関連メ ッセージを識別し、 理解する うえで特に有効です。 表 12 に、 SAP 
NetWeaver 関連のメ ッセージをブラウザ内で識別するために役立つメ ッセージ属性を示します。

HPOM 登録アプリケーシ ョ ン ウィンドウ

[ 登録アプリケーション ] ウ ィンド ウには、 SAP NetWeaver 環境の管理に使用できるアプリ ケー

シ ョ ン、 コンソール セッシ ョ ン、 およびコマンド  ブロードキャス トが表示されます。 このウ ィ

ンド ウ と  [ 登録ノード ] ウ ィンド ウでは、 次の操作を行う こ とができます。

• アプリ ケーシ ョ ンの起動

• コンソール セッシ ョ ンのオープン

• 選択したノードへのコマンドのブロードキャス ト

表 12 SAP 関連メ ッセージの属性

メ ッセージ属性 説明

アプリ ケーシ ョ ン メ ッセージの原因によ り影響を受けたか、 メ ッセージの原
因を検出したアプリ ケーシ ョ ン。 SPI for SAP のアプ リ

ケーシ ョ ンでは、 必ず R/3 で始ま り、 SAP のシステム名

および番号が続きます。

メ ッセージ 
グループ

メ ッセージが属している メ ッセージ グループ。 SPI の
メ ッセージ グループについては、 73 ページの表 11 を参

照して ください。

オブジェク ト メ ッセージによ り影響を受けたか、 メ ッセージを検出した
か、 あるいはメ ッセージの原因になったオブジェク ト 。
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図 15 HPOM アプリケーシ ョ ン デスク ト ップ
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SPI for SAP アプリケーシ ョ ン グループ

グループ アイコンは、 複数のアプリ ケーシ ョ ンのグループを表しています。 グループ アイコン

をダブルク リ ッ クする と、 そのグループのアプリ ケーシ ョ ンを含む第 2 階層のデスク ト ップが開

きます。 [SPI for SAP] グループ内の登録アプリ ケーシ ョ ンには、 SPI for SAP のインス トール時

に次のアプリ ケーシ ョ ン グループが追加されます。

• SAP R/3 Admin

• SAP R/3 Admin Local

• SAP R/3 NT

• SAP R/3 UN*X

[SAP R/3 Admin] アプリ ケーシ ョ ン グループ

[SAP R/3 Admin] アプリ ケーシ ョ ン グループには、 グローバル設定ファイルを編集して配布す

るためのアプリ ケーシ ョ ンと、 その他の管理機能 (SAP 移送を管理対象ノード上の SAP 移送

ディ レク ト リに移動する機能など ) が含まれています。

図 16 [SAP R/3 Admin] アプリケーシ ョ ン グループ

表 13 に、 [SAP R/3 Admin] アプリ ケーシ ョ ン  グループに表示される各アプ リ ケーシ ョ ンと、 そ

れらの機能概要を示します。

表 13 [SAP R/3 Admin] のアプリケーシ ョ ン

アプリケーシ ョ ン 説明

ABAP/4 ダンプ ABAP ダンプ モニタのグローバル設定ファイル 
r3mondmp.cfg を開きます。

ABAP ディ スパッ

チャ

ディ スパッチャ  モニタのグローバル設定ファ イル 
r3mondisp.cfg を開きます。

アラート収集モニ
タ

グローバル設定ファ イル r3monaco.cfg を開きま

す。
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ALE iDOC ステータス  モニタのグローバル設定ファイル 
r3monale.cfg を開きます。

CCMS 4.x SAP R/3 CCMS 集中アラート  モニタのグローバル設

定ファ イル r3monal.cfg を開きます。

CTS グローバル設定ファ イル r3moncts.cfg を開きま

す。

. 設定削除 選択した管理対象ノードからグローバル設定ファイ
ルを削除します。 このアプ リ ケーシ ョ ンは製品のア
ンインス トール時のみ使用します。

. 設定のインス

トール

選択した管理対象ノードにグローバル設定をインス
トールします。 このアプリ ケーシ ョ ンは、 管理対象
ノードにモニタ設定ファイルを配布する手段と して
推奨します。

ITS 6.20 SAP ITS 6.20 モニタの設定ファイル r3monits.cfg 
を開きます。

ジ ョブ ジ ョブ モニタのグローバル設定ファイル 
r3monjob.cfg を開きます。

ロ ッ ク  チェッ ク ロ ッ ク  チェッ ク  モニタのグローバル設定ファ イル 
r3monlck.cfg を開きます。

.SAP ト ランス

ポート転送

RFC 移送を次のディ レク ト リに移動します /usr/
sap/trans。 このアプリ ケーシ ョ ンを起動する  OS 
ユーザーには、 このディ レク ト リへの書き込み権限
が必要です。

OM 切り替え 操作モード切り替えモニタのグローバル設定ファイ
ル r3monoms.cfg を開きます。

PerfAgt Performance エージェン トのグローバル設定ファ イ

ル r3perfagt.cfg を開きます。

プロセス プロセス  モニタのグローバル設定ファ イル 
r3monpro.cfg を開きます。

RFC 宛先 RFC モニタのグローバル設定ファイル r3monrfc を
開きます。

R/3 セキュ リ テ ィ SAP セキュ リ ティ  モニタのグローバル設定ファイル 
r3monsec.cfg を開きます。

.R/3 サービス検出 選択した管理対象ノードの SAP NetWeaver のサー

ビスビューを定義するサービス設定ファ イルを自動
的に作成します。

SAP 可用性 SAP ステータス  モニタのグローバル設定ファイル 
r3status.cfg を開きます。

SAP R/3 GUI SPI for SAP の中央設定ファイル r3itosap.cfg を
開きます。

表 13 [SAP R/3 Admin] のアプリケーシ ョ ン ( 続き )

アプリケーシ ョ ン 説明
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SPI for SAP のアプリ ケーシ ョ ンを使って設定ファイルのチェッ クや変更を行う と きには、

r3conf が環境変数 $EDITOR で指定されたテキス ト  エディ タを使用します。 変数 $EDITOR が未

設定の場合、 r3conf は SPI for SAP 設定ファイルの編集に vi を使用します。 モニタ設定の編

集と配布の詳細については、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレン

ス  ガイ ド』 を参照して ください。

SAP ト レース SAP ト レース  モニタのグローバル設定ファイル 
r3monsec.cfg を開きます。

セルフ  ヒーリ ン

グ情報

選択した管理対象ノードまたはノード  グループで、

ト ラブルシューティング用のデータ収集をします。

スプール SAP スプール モニタのグローバル設定ファイル 
r3monsec.cfg を開きます。

統計レコード パフォーマンス  モニタの設定ファイル 
r3perfstat.cfg を開きます。

システム変更 システム変更モニタのグローバル設定ファイル 
r3monchg.cfg を開きます。

ト ランスポート 移送モニタのグローバル設定ファ イル 
r3monpro.cfg を開きます。

更新 更新モニタのグローバル設定ファ イル 
r3monpro.cfg を開きます。

ユーザー SAP ユーザー モニタのグローバル設定ファイル 
r3monusr.cfg を開きます。

ワーク  プロセス ワーク  プロセス  モニタのグローバル設定ファ イル 
r3monwpa.cfg を開きます。

統計レコード書き
込み

SAP に統計レコードを書き込みます。

SAP NetWeaver 
接続チェッ ク

SPI for SAP と  SAP NetWeaver Web Application 
Server との間で接続が正し く確立されたかど うかを

チェッ ク します。

SPI SAP 
NetWeaver 設定

作成

SAP NetWeaver Web Application Server (J2EE) 用
の監視環境の設定を支援します。

表 13 [SAP R/3 Admin] のアプリケーシ ョ ン ( 続き )

アプリケーシ ョ ン 説明
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[SAP R/3 Admin Local] アプ リケーシ ョ ン グループ

[SAP R/3 Admin Local] グループには、 ローカル設定ファイルを編集して配布するためのアプ

リ ケーシ ョ ンが含まれています。

[SAP R/3 Admin] アプリ ケーシ ョ ン グループと  [SAP R/3 Admin Local] アプリ ケーシ ョ ン グ
ループの内容はほぼ同じです。 表 14 には、 78 ページの表 13 で示していない [SAP R/3 Admin 
Local] アプリ ケーシ ョ ン  グループ特有のアプリ ケーシ ョ ンだけを、 それらの機能と と もに示し

ています。 81 ページの 「[SAP R/3 Admin Local] のアプリ ケーシ ョ ン デスク ト ップ」 は、 [SAP 
R/3 Admin Local] アプ リ ケーシ ョ ン グループに含まれているアプリ ケーシ ョ ン群を示していま

す。

図 17 [SAP R/3 Admin Local] のアプリケーシ ョ ン デスク ト ップ

モニタ設定の編集と配布の詳細については、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP システム

管理リ ファレンス  ガイ ド』 を参照して ください。

表 14 [SAP R/3 Admin Local] のアプリケーシ ョ ン

アプリケーシ ョ ン 説明

. ローカル設定削除 選択された管理対象ノードからローカルの SPI 
for SAP 設定ファイルを削除し、 その管理対象

ノードに関連するすべてのファイルを HPOM 
管理サーバーから削除します。

. ローカル設定の配信 選択された管理対象ノードにローカルの SPI 
for SAP 設定を配布してインス トールします。
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[SAP R/3 UN*X] および [SAP R/3 NT] アプ リ ケーシ ョ ン グループ

この 2 つのグループには、 それぞれ UNIX プラ ッ ト フォームと  Windows プラ ッ ト フォームで、

SAP フロン トエンドを直接的かつ状況に応じて起動するためのアプリ ケーシ ョ ンが含まれてい

ます。 たとえば、 パフォーマンス  アラートが発生したと きに [Performance] アイコンをク リ ッ

クすれば、 SAP パフォーマンス分析ツールが開きます。

[SAP R/3 UNIX] グループにはさらに、 ターミナル出力を対話的に操作する複数のアプリ ケー

シ ョ ンも含まれています。 たとえば次のよ う なアプリ ケーシ ョ ンです [Check R/3 Database]、
[Status R/3 Config]、 [Version Verify] これらのアプ リ ケーシ ョ ンは、 Microsoft Windows 
プラ ッ ト フォームではサポート されていません。

これらのグループからアプリ ケーシ ョ ンを選択する場合は、 その前にアプリ ケーシ ョ ンの実行対
象になる管理対象ノードを選択する必要があ り ます。 アプリ ケーシ ョ ンは必ず、 管理対象ノード
のプラ ッ ト フォーム (UNIX または Microsoft Windows) に対応するアプリ ケーシ ョ ン  グループ

から選択して ください。

表 15 に、 これら  2 つのアプリ ケーシ ョ ン グループ共通の、 SAP GUI セッシ ョ ンを開くアプ リ

ケーシ ョ ンを示します。

表 15 SAP ト ランザクシ ョ ンを呼び出す SPI for SAP アプリケーシ ョ ン

アプリケーシ ョ ン 説明

SAP ト ランザク

シ ョ ン コード

コン ト ロール パネ

ル

CCMS コン ト ロール パネル RZ03

DB パフォーマンス テーブルおよびインデッ クスで
データベース  パフォーマンスを

表示します。

DB02

ゲートウェイ ゲート ウェイ  モニタ SMGW

ジョブの保守 バッ クグラウンド  ジ ョブを定義

します。

SM36

ジョブ概要 バッ クグラウンド  ジ ョブのス

テータス。

SMX

ジョブ パフォーマ

ンス

ジ ョブ パフォーマンス SM39

しきい値の保守 しきい値を管理します。 RZ06

操作モード 操作モードを保守します。 RZ04

操作セット 操作セッ ト を保守します。 SM63

パフォーマンス ワークロードの分析。 ST03

プロセス プロセスの概要。 SM50

プロファイルの保守 プロファ イルの保守。 RZ10

サーバー サーバーの概要 SM51

Syslog システム ログのローカル分析 SM21

Syslog メッセージ システム ログ メ ッセージの保

守

SE92

ユーザー ユーザーの概要 AL08
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[ バージョン確認 ] ツールを使用する と、 インス トールされている  SPI for SAP のベース  バー

ジ ョ ンと、 それ以降に追加された SPI for SAP コンポーネン トのバージ ョ ンを比較できます。

管理対象ノード上のデータへのアクセス

次のアプ リ ケーシ ョ ンを使えば、 選択した管理対象ノードから  SAP NetWeaver 関連情報にすば

やくアクセスできます。

SAP NetWeaver データベースのチェ ッ ク

[R/3 データベースのチェック ] アプリ ケーシ ョ ンは、 データベース  サーバーへの接続を確立し、

データベース接続を速やかにチェッ クする手段と して役立ちます。

SAP NetWeaver 情報

[R/3 情報 ] アプリ ケーシ ョ ンでは、選択したノードにインス トールされている  SAP NetWeaver 
インスタンスに関する次の情報を得るこ とができます。

• ホス ト名

• SAP システム名

• インスタンス名

• インスタンス番号

• SAP リ リース番号

• 選択されたインスタンスのプロセス  リ ス ト

選択した管理対象ノードの情報を表示するには

1 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウで、 SAP NetWeaver に関する情報を表示する  UNIX または 
Microsoft Windows のノードを選択します。

2 [SAP R/3 UNIX] または [SAP R/3 NT] アプリ ケーシ ョ ン グループのウ ィンド ウで、 [R/3 情
報 ] アイコンをダブルク リ ッ ク します。 要求した情報が、 図 18 に示すよ うに表示されます。

表 16 SAP 情報と対応プラッ ト フォーム

SPI for SAP アプリケーシ ョ ン名 SAP R/3 UN*X SAP R/3 NT

R/3 データベースのチェッ ク ✓

R/3 情報 ✓ ✓

R/3 プロセス  ログ ✓

R/3 フロン トエンド起動 ✓

R/3 設定のステータス ✓

[R3 情報 ] アプリ ケーシ ョ ンは UNIX、 Windows のどちらのノードでも利用可能で、 [SAP R/3 
UNIX] アプリ ケーシ ョ ン グループと  [SAP R/3 NT] アプ リケーシ ョ ン グループの両方に含まれて

います。
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図 18 [R/3 情報 ] アプリケーシ ョ ンの出力

SAP NetWeaver フロン トエンドの起動

[R/3 フロントエンド起動 ] は、 SAP NetWeaver の分散アーキテクチャの利点を最大限に活用し

たアプリ ケーシ ョ ンです。 このアプ リ ケーシ ョ ンは、 (HPOM 管理サーバーで動作している ) 
ローカルの sapgui ユーティ リ ティを使用して、 ターゲッ トの SAP システムに接続します。 選

択した管理対象ノードに複数の SAP システムがインス トールされている場合には、 インス トー

ル済みの SAP システムと機能モジュールのリ ス トが表示されます。

SAP NetWeaver フロン トエンドを起動するには

1 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウで、 SAP セッシ ョ ンを開始する  UNIX ノードを選択します。

2 [SAP R/3 UNIX] アプリ ケーシ ョ ン グループ内で、 [R/3 フロントエンド起動 ] アイコンをダ

ブルク リ ッ ク します。 図 19 に示すよ う なウ ィンド ウが表示されます。 ローカル sapgui が
起動して選択されている  SAP コンポーネン トに接続し、 SAP NetWeaver ログイン画面を表

示します。

図 19 [R/3 フロン トエンド起動 ] アプリケーシ ョ ン

SAP NetWeaver フロン トエンドをローカルで使用するこ とによ り、 ネッ ト ワーク上のデータ  フ
ローが軽減され、 アプ リ ケーシ ョ ンがよ り高いパフォーマンスを発揮します。
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R/3 プロセス  ログ

[R/3 プロセス ログ ] アプ リ ケーシ ョ ンは、 特定のファイル構造に含まれるすべてのエラー状況

を通知します。 さ らに、 SAP NetWeaver のすべての標準出力と標準エラーの情報をディ スクに

保存します。 各 SAP システムのすべての機能モジュールを対象に、 ログ アナライザによって関

連する  ERROR 情報が抽出され、 選択した管理対象ノードに関する情報が表示されます。

選択した管理対象ノードの SAP NetWeaver プロセス  ログを表示するには

1 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウで、 プロセス  ログを開始する  UNIX ノードを選択します。

2 [SAP R/3 UN*X] アプリ ケーシ ョ ン グループのウ ィンド ウで、[R/3 プロセス ログ ] アイコン

をダブルク リ ッ ク します。

3 [Enter] キーを押します。 出力ファイルの選択ウ ィンド ウ  ( 図 20 を参照 ) が表示されます。

図 20 ログファイル出力選択ウィ ンドウ 

4 表示するログ ファ イルに関連付けられている番号を入力します。 たとえば、 17 を入力して 
dev_w0 ファ イルを選択する と、 図 21 に示すよ う なログ ファ イルが表示されます。

5 その他のプロセス  ログを表示するには、 次のコマンドを入力してプロセス  ログの選択ウ ィ

ンド ウに戻り ます。

q!

vi エディ タ関連のコマンドを使用するには、 エディ タ環境変数を vi に設定する必要があ り

ます。

stdout1-5 と  stderr1-5 は、 関連付けられているファ イルにエラー メ ッセージが

含まれていない場合でも、 常に表示されます。
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図 21 ログ ファイルの一例 

[R/3 設定のステータス ] アプリ ケーシ ョ ン

[R/3 設定のステータス ] アプリ ケーシ ョ ンは、 選択した管理対象ノードで動作し、 現在のローカ

ル SAP NetWeaver 設定を ASCII 形式で表示します。 [R/3 設定のステータス ] は、 選択した管

理対象ノードにインス トールされているすべての SAP システムの リ ス ト を表示し、 さ らにシス

テムごとに機能モジュールのリ ス ト を表示します。 SAP NetWeaver プロセス  ステータスには、

SAP NetWeaver の実行中の全プロセス と、 その現在のステータスの リ ス ト も含まれています。

管理対象ノードを選択して [R/3 設定のステータス ] アイコンをク リ ッ ク します。 [R/3 設定のス

テータス ] の出力がウ ィンド ウに表示されます。

図 22 [R/3 設定のステータス ] ツールからの出力
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HPOM での SAP メ ッセージの操作 

[ メッセージ ブラウザ ] ウ ィンド ウは、 作業範囲に含まれる管理対象ノードのステータスに関す

る、 最も重要な情報源です。 SAP 作業範囲を割り当てられたユーザーと して HPOM にログオン

する と、 SAP NetWeaver 管理対象ノードから着信したメ ッセージが [ メッセージ ブラウザ ] 
ウ ィンド ウに表示されます。

[ メッセージ ブラウザ ] ウ ィンド ウでメ ッセージを選択し、 次の操作を実行できます。

• 問題の詳しい説明の表示

• 問題への対処方法の表示

• 定期済みアクシ ョ ンの実行

• 講じた処置を説明する注釈の追加

• メ ッセージの受諾 ( 受諾したメ ッセージは [ 履歴メッセージ ブラウザ ] ウ ィンド ウに移動し

ます )

メ ッセージ ブラウザに危険域のメ ッセージが表示されたと きに実行する一般的な操作の手順を

以下に示します。

図 23 メ ッセージ ブラウザでのメ ッセージの選択

1 [ メッセージ ブラウザ ] ウ ィンド ウでメ ッセージを選択します。

2 [ メッセージ ブラウザ ] ウ ィンド ウの [ 詳細 ...] ボタンをク リ ッ ク します。 選択したメ ッ

セージの詳細情報が表示されます。
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図 24 メ ッセージ詳細 

3 [ 指示 ...] ボタンをク リ ッ クする と、 対処方法が表示されます。

4 88 ページの図 25 に表示された指示を読み、 内容を理解したら、 [ アクション起動 ] ボタンを

ク リ ッ ク します。 SPI for SAP によって、 状況に適した関連ト ランザクシ ョ ンが自動的に提

示されます。

5 このウ ィンド ウで、 SAP の標準的な方法を使って問題を解決します。

6 88 ページの図 24 の [ メッセージ詳細 ] ウ ィンド ウに戻り ます。

7 [ 受諾 ] ボタンをク リ ッ ク し、 応答したメ ッセージの受諾をシステムに通知します。 メ ッセー

ジを受諾する と、そのメ ッセージは [ メッセージ ブラウザ ] ウ ィ ンド ウから  [ 履歴メッセージ 
ブラウザ ] ウ ィンド ウに移動します。

図 25 メ ッセージの指示文
88 第 7 章



8 SPI for SAP のアンインストール
この章には、 SPI for SAP ソフ ト ウェアと、 対応するすべてのコンポーネン トの削除に関する情

報が記載されています。

SPI for SAP の削除

この項では、 SPI for SAP ソフ ト ウェアをすばやく確実に削除する方法について説明します。

UNIX または Microsoft Windows の管理対象ノード、 および SPI for SAP ソフ ト ウェアがイン

ス トールされている  HPOM 管理サーバーで、 以下の作業を実施する必要があ り ます。

SPI for SAP ソフ ト ウェアの大まかな削除手順は次のとおりです。 これらの手順については、 以

降の関連する項で詳し く説明します。

• 89 ページの 「SAP 管理対象ノードからの SAP/Performance サブエージェン トの削除」

• 90 ページの 「管理対象ノードからの SPI for SAP オブジェク トの削除」

• 90 ページの 「HPOM 管理対象ノードからの SPI for SAP の 削除」

• 91 ページの 「HPOM 管理サーバーからの SPI for SAP ソフ ト ウェアの 削除」

SAP 管理対象ノードからの SAP/Performance サブエージェン

トの削除

SAP/Performance サブエージェン ト を管理対象ノードから削除するには、 以下の手順をこのと

おりの順番で実行する必要があ り ます。

1 管理対象ノードから  SPI for SAP Performance Agent を削除する手順を始める前に、 必ず 
SPI for SAP Performance Agent を停止して ください。 たとえば以下のよ うに行います。

— SPI for SAP の [PerfAgt 停止 ] アプ リ ケーシ ョ ンを使用します。 このアプ リケーシ ョ ン

は、 [SPI for SAP > SAP R/3 UN*X] または [SPI for SAP > SAP R/3 NT] アプリ ケーシ ョ ン グ
ループ内にあ り ます。

— SAP 管理対象ノードに root ユーザーでログインし、 コマンド行で以下のよ うに入力し

ます。

r3perfagent stop

2 [ 登録アプリケーション ] ウ ィンド ウで [SPI for SAP] グループに移動し、 次のどちらかのア

プ リケーシ ョ ンを実行します。

この項では、 HPOM 管理サーバーと管理対象ノード上の SPI for SAP ソフ ト ウェアを、 SPI for 
SAP のインス トール、 設定、 および使用中に作成されたすべてのファイルを削除するこ とに

よって、 完全にアンインス トールする方法を説明します。 SPI for SAP のアップグレードの最初

の段階で、 既存の SPI for SAP ソフ ト ウェアを削除する場合には、 この項の情報は使用しないで

ください。 SPI for SAP のアップグレード方法の詳細は、 32 ページの 「SPI for SAP のアップグ

レード」 を参照して ください。
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— [ パフォーマンス  パッケージ削除 (UNIX)] アプリ ケーシ ョ ン (UNIX ノード )

— [ パフォーマンス  パッケージ削除 (Windows)] アプリ ケーシ ョ ン  (Windows ノード )

管理対象ノードからの SPI for SAP オブジェク トの削除

R3Trans.car ファ イルに含まれる削除移送をすべての SAP ノードに適用し、 SPI for SAP が追

加した全オブジェク ト を削除します。 SAP 移送の適用方法については、 35 ページの 「SAP 移送

ファイルの適用」 を参照して ください。

HPOM 管理対象ノードからの SPI for SAP の 削除

SPI for SAP 管理機能を HPOM 管理対象ノードから割り当て解除して削除するには

1 ユーザー opc_adm と して [ 登録ノード ] ウ ィンド ウを開き、 SAP/Performance サブエージェ

ン ト  パッケージがインス トールされている全ノードを選択して、 次のメニュー オプシ ョ ン

を実行します。

[ アクシ ョ ン > エージェン ト  > テンプレートの指定 ...]

2 [ テンプレートでソート ] オプシ ョ ンをチェッ ク し、 SAP 関連の割り当てをすべて選択しま

す。 あらかじめ定義されたテンプレート  グループのほか、 特定の管理対象ノードに個別に割

り当てた SAP 関連モニタも選択します。

さ らに、 インス トールの章で説明した SAP 関連テンプレートのコピーに基づく割り当ても

すべて選択してください。

3 次のメニュー オプシ ョ ンを実行します : [ 選択行を削除 ]

4 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウで、 関連するすべての管理対象ノード  (SPI for SAP ソフ ト ウェア

を削除する管理対象ノード ) を選択し、 次のメニュー オプシ ョ ンを実行して、 選択した管理

対象ノードに変更したテンプレート割り当てを配布します。

[ アクシ ョ ン -> エージェン ト  -> ソフ トウェアと設定のインス トール / 更新 ...]

5 [ テンプレート ] チェッ クボッ クス と  [ 強制アップデート ] チェッ クボッ クスをチェッ ク  ([✓]) 
します。

6 [OK] をク リ ッ ク して確認します。

7 SPI for SAP 管理対象ノードのローカル設定ファ イルを削除するには、 [ ローカル設定削除 ] 
アプリ ケーシ ョ ンを使用します。 たとえば、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウで SPI for SAP を削除

する管理対象ノードをすべて選択し、 そのまま  [SAP R/3 Admin Local] アプリ ケーシ ョ ン 
グループにド ラ ッグして、 [ ローカル設定削除 ] アプリ ケーシ ョ ン アイコンにド ロ ップしま

す。

8 SPI for SAP 管理対象ノードのグローバル設定ファイルを削除するには、 [ 設定削除 ] アプリ

ケーシ ョ ンを使用します。 たとえば、 [ 登録ノード ] ウ ィ ンド ウで SPI for SAP を削除する管

理対象ノードをすべて選択し、 そのまま  [SAP R/3 Admin] アプリ ケーシ ョ ン グループにド

ラ ッグして、 [ 設定削除 ] アプリ ケーシ ョ ン アイコンにド ロ ップします。
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HPOM 管理サーバーからの SPI for SAP ソフ トウェアの 削除

こ こでは、 HPOM 管理サーバーから  SPI for SAP を完全にアンインス トールする方法を説明し

ます。 SPI for SAP ソフ ト ウェアのアップグレードの最初の段階で、 既存ソフ ト ウェアを削除す

る際には、 この項で説明する方法は使用しないでください。

HPOM 管理サーバーから  SPI for SAP ソフ ト ウェアを削除するには

1 [ 登録メッセージ グループ ] ウ ィンド ウを開き、 名前の先頭が 「R3_...」 のメ ッセージ グ
ループをすべて選択して削除します。 これらのメ ッセージ グループは、 ( 一括ではなく ) 個
別に削除しなければならない場合もあ り ます。

2 [ メッセージ ソースのテンプレート ] ウ ィンド ウを開き、 テンプレート  グループ SPI for 
SAP を選択して、 さ らに次のオプシ ョ ンを選択します : [全てから削除 ...]

削除したテンプレート  グループ内のテンプレートがテンプレート  リ ス トに残っている場合

は、 テンプレート を個別に削除してください。

インス トールの章で説明した SAP 関連テンプレートのコピーや改変がある場合は、 それら

も同様に選択して削除します。

3 [ 登録ユーザー プロファイル ] ウ ィンド ウを開き、 SAP 関連のユーザー プロファ イルを選択

して削除します。

4 SPI for SAP ソフ ト ウェアを扱う こ とだけを目的と して作成した HPOM ユーザーがある場

合は、 それらのユーザーも同様に [ 登録ユーザー ] ウ ィンド ウで選択して削除します。

5 [ 登録アプリケーション ] ウ ィンド ウを開き、 SAP 関連のアプ リ ケーシ ョ ン グループを選択

して削除します。

6 SPI for SAP 関連のバイナリ を HPOM データベース  ツ リーから削除します。 root ユーザー

で次のコマンドを実行して ください。

/opt/OV/lbin/sapspi/r3itoins -u

7 次のメニュー オプシ ョ ンを使用して、 モニタ と コマンドをすべての管理対象ノードに配布し

ます。

[ アクシ ョ ン > エージェン ト  > ソフ トウェアと設定のインス トール / 更新 ...]

8 root ユーザーで次のいずれか適切なコマンドを実行し、 SPI for SAP ソフ ト ウェア パッケー

ジを HPOM 管理サーバーから削除します。

• HP-UX サーバーの場合

/usr/sbin/swremove SPI-SAP-ITO

• Solaris サーバーの場合

/usr/sbin/pkgrm SPI-SAP-ITO

9 SPI for SAP 設定ファ イルの既存コピーをすべて削除します。 次のよ うに入力します。

rm -r /var/opt/OV/share/conf/sapspi/*
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A SPI for SAP での非特権 Windows ユーザーの

使用
SPI for SAP のツールとポ リシーは、 デフォルトでは $AGENT_USER アカウン トで動作しま

す。 これは、 SAP ノードを管理サーバーに追加する際に HPOM で設定されたアカウン トです。

使用する  HP Operations エージェン トのバージ ョ ンで非特権ユーザーの使用がサポート されて

いる場合には、 $AGENT_USER を管理者権限を持つユーザーにする必要はあ り ません。

SPI for SAP で非特権 Windows ユーザーを使用するには、 次の手順に従います。

1 管理対象ノードに HP Operations エージェン ト をインス トールします。

2 デフォルトのエージェン ト  ユーザー (Local System) を非特権ユーザーに変更します。

その他の要件

SPI for SAP で $AGENT_USER と して非特権ユーザーを使用する場合、 次のポ リシーとツール

には、 追加権限を持つユーザーの認証情報を与える必要があ り ます。

• [PerfAgt 起動 ] アプ リ ケーシ ョ ンと  [PerfAgt 停止 ] アプリ ケーシ ョ ン : これらのツールに

は、 OV R3 Performance Agent サービスの開始および停止の権限を与える必要があ り ます。

代わりに、 $AGENT_USER と して使用する非特権ユーザーに、 OV R3 Performance Agent 
サービスの開始と停止を許可するこ と もできます。

• [ パフォーマンス  パッケージのインス トール (Windows)] ツールおよび [ パフォーマンス  
パッケージ削除 (Windows)] ツール : [ パフォーマンス  パッケージのインス トール 
(Windows)] および [ パフォーマンス  パッケージ削除 (Windows)] は、 どちら も管理者権限を

持つユーザーと して使用する必要があ り ます。

参照

デフォルトのエージェン ト  ユーザーの変更方法の詳細は、 『HTTPS エージェン ト  コ
ンセプ ト と設定ガイ ド』 を参照して ください。
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索引
記号

A
ABAP/4 データベース  イベン ト

メ ッセージ グループ , 49, 73

ABAP-Dispatcher メ ッセージ , 49

ABAP ダンプ モニタ , 40

ABAP ディ スパッチャ

メ ッセージ グループ , 74
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